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プログラム

学会会長川井浩史
日本藻類学会第 31 回大会実行委員会

The 31st Annual Meeting of the Japanese Society of Phycology (Kobe) 

会期 2007 年 3 月 23 日( 金) 25 日( 日)
会場 神戸大学理学部 Y 棟， Z 棟，瀧川記念学術交流会館

(神戸大学六甲台地区文理農キャンパス)
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1 . 会場までの交通( 図 1 )  
神戸大学理学部は神戸市の東側に位置する六甲台地区の文理農学部キャンパスにあります。最寄りの駅は

阪急「六甲」または JR r六甲 e道」で，何れの駅からも神戸市バス 3 6 系統「鶴甲団地J or  r鶴甲 2丁目止り」
行きが利用できます (http://www.city.kobe.jp/cityoffice/54/020/time/kei036.htm)o 3  6系統の多くの便は阪神電車「阪
神ffl'lI影」が始発ですので，ややH寺聞はかかりますが阪神電車を利用するこ とも可能です。阪急 r7'¥ "13  J からは
徒歩 10-15 分( ず、っと登りです) です。なおネ111戸へは東京方聞から新幹線利用の場合，「新神戸」で下車するよ
りは「新大阪」で下車し，JR在来線( 快速) を利用し，「六甲道」を経由する方が便利な場合があります (r新
神戸」からの神戸市バス 2 系統は神戸大学のキャンパスを通らずに「阪急六甲」へ向かいます)。航空機利則
の場合は，神戸空港または伊丹空港( 大阪国際空港) が便利です。なお，神戸大学への交通案内と文理出学部
キャンパス内の地図は，神戸大学ホームページ内のアクセス ・キャンパスマップ (http://www.kobe-u.ac.jp/info/  
acc巴ss/rokko/bun-ri-nou.htm) に掲載されていますので，ご参照下さい。

2. 会場( 図 1，図 2) ， ? …8 'i'1I!ft'J 

⑩ 神戸大学六甲台地区文理農キャンパス 六叩お商口

8111 編集委員会 ・評議員会 :神戸大学理学部 ど〈 底辺ご… ?神大相工学飾前
C 棟 509号室

大会 :理学部 Y 棟，z棟
総会 :瀧川記念学術交流会館 2 階大会議室
懇親会 :
ワークショップ :理学部 Z 棟 P  

至匝2 六甲

3. 日程
3月 23 日( 金)

15:00 - 16:30  編集委員会
16・30 - 18:00 評議員会

3月 24 日( 土)
9:00 -12:15 口頭発表
13: 15 - 14:25 ポスタ一発表 A  

14:30 -17:45  口頭発表
18:00-18・45 総会
19:00 -20:45  懇親会

3月 25 日 (日)
9:00 - 10:45  口頭発表
10:50 - 12:00 ポスター発表
13:00 -14・30 口頭発表
14:45  - 18:00 ワークショップ

4. 受付
大会会場理学部 Y 棟にて受付を行います。当
日参加も受け付けます。
参加賞'用
大会参加費 5，000 円 (学生 3，000 円)
懇親会費 6，000 円 (学生 4，000 円)

5. クローク 歪 JR西日本間 Hi 大会本会場理学部 Z 棟にて荷物をお預かりし 宮 rE-ーー同ーー滑ー.: i . 1  
l  

ます。
3月 24 日( 土) 8:30 - 18:00 ;毎倶IJ
3月 25 EI  (日) 8:30 - 18・30 至阪神「御影』

図 1 大会会場



6. 編集委員会および評議員会
編集委員会 :2007 年 3 月 23 日( 金) 15:00 - 16:30 
評議員会 :  同 16:30 一 18:00
会場 :神戸大学理学部 C 棟 509号室 (神戸大学六甲台地区文理農キャンパス)
連絡先 TEL :  078-803-5710 (川井)

078-803-5781 ( 羽生田)

7. 藻類学最前線ワークショップ
全体世話人: 石田健一郎 ・河地正{I't
ワークショップ A f最新 l分子系統解析法J (講義形式)
会場 :理学部 Z -20 1
胆話人 :稲垣祐司( 筑波大学)
講 師: 稲垣祐司，坂口美園子( 筑波大学・生命環境科学)

ワークショップ B fDNA を用いた藻類の集団解析 一海藻 ・
アオコ ・赤潮研究の最前線一J ( シンポジウム形式)
会場 :理学部 Z -103
世話人 :河地正伸( 国立環境研)
講師: 圧| 辺雄彦( 国環研・生物園環境)，上井進也( 神戸大・
内海域セ)，長井敏( 瀬戸内水研 ・赤潮環境)

8. 発表形式
( 1 ) 口頭発表

つの発表につき発表 12分，質疑応答 3分です (1鈴
10分， 2鈴 12分，終鈴 15分)。
-発表はデジタルプロジェ クターとします。デジタルプ
ロジェ クターをご利用の際のソフトウエアは M icrosoft
PowerPointをご使用下さい。
※本大会で使用する O S および PowerPointのパージョンは
W indows の方 :W indowsXP Offic巴2003
M a cintosh の方 :M a c O S X  Office200 1  or OfficeX 
フォントは標準的なものをご使用下さし当。特殊なフォン
トをご使用になる際は，文字を画像に変換して下さい。

※ PowerPoint ファイルの受付
発表者は以下の時間までにデータを本会場 l階受付に
ご持参下さい。データ受け渡しメディアは C D-R また

I  I  
Z30Z 

『く o 国
11'1 
lト
斗 Z301 士長
1凶 き五

o 国

12階 |
一寸立回 階段

竃軍翠2・
1  1階 |
一寸古田 階段 エレベーター 海側

E E盟 回霊車

旧口四
Z10Z Z101 

B 置図冨園 己璽
理学部Z 様

図2 大会会場理学部 Y 棟，Z 棟
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は U S B メモリ とします。その他( フロッピー・ M O ・ZIP 等) のメディアはお受けできません。上記メディ
アでの受け渡しができない方は発表前日までにご相談下さしミ。ファイル名は半角英数字でご自身の講演記
号と番号に して下さい。 (例 :A07.ppt) 
ファイル受付時間( 以下の時間までに受付にデータの提出をお願いします)
3 月 24 日午前( 前半) に発表の方 :24 日 8:45 まで
3 月 24 日午前( 後半) に発表の方 :24 日 10:30 まで
3 月 24 日午後に発表の方 :24 日 14:00 まで
3 月 25 日午前に発表の方: 25 日 8:45 まで
3 月 25 日午後に発表の方: 25 日 12:30 まで
(3 月 25 日に発表の方のデータは 2 4 日から随時受け付けます)
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※ PowerPointデータは受付にて発表会場のパソコンのハードディスクにコピーします。お預かりしたデータ
は学会終了後に通常の方法で消去しますが，問題のある方は実行委員会にご相談下さい。

(2) ポスター発表( 図 3)
- ポスターは，縦 160cm，横 80cm以下の大きさ
で作成して下さい。貼り付け用のピンまたは
テープは大会実行委員会で準備します。
・ポスターの上部には発表番号，表題，氏名( 所属)
を明記して下さい 0

・研究目的，実験結果，結論などについてそれぞ
れ簡潔にまとめた文章をつけて下さい。また，
写真や図表には簡単な説明文を添付して下さ
しlo
- 文字や図表の大きさは，少し離れた場所からで
も判読できるように調整して下さい。

• 3 月 24 日 12:30頃までに所定の場所に掲示して
下さい。また 3 月 25 日 15:00・17:30 の聞に撤収
して下さい。

9. 日本藻類学会第 31 回大会実行委員会
川井浩史，羽生田岳昭，田辺祥子( 神戸大学内海域
環境教育研究センター)
洲崎敏伸，三村徹郎( 神戸大学理学部)
本多大輔( 甲南大学理学部)

10. 問い合せ先
〒 657・8501 神戸市灘区六甲台町 1・1
神戸大学内海域環境教育研究センター内
日本藻類学会第 31 回大会実行委員会
E 回m a凶a氾ail上: js叩p@po抗氏.kob巴e-u.a配c.吋.j
T百ellF応F杭: 07冗8-8初03与-5幻78別1  

一五|発表番号 表題
20 I  enil 氏名( 所属)
ー主_ I _一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー

160 c m  
以内

8 0 c m  
以内

図3 ポスター説明図
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日本藻類学会第 31 回大会講演プログラム
3 月 2 4 日( 土) 午前の部
A 会場理学部 Z 棟 Z201/202 号室

9:00 A O I  黄色彩雪に優占する O chrOlllOnas 属藻類 2種の分類と系統
。設楽智文 傘・村元京平帥・長谷井稔 時・野崎久義帥・原鹿明 * (歌山形大 ・理 ・生物， 輔東大 ・院 ・生物科学，
榊(;掛けハセイ)

9:  15  A02 微調H構造と分子系統に基づく淡水産ラフィド藻類の分類
。高平花絵・・大江真司 輔・加藤季夫 蝉・原慶明寺(*山形大 ・理 ・生物，梓山形大 ・院 ・理工， 同図学院大 ・
文 ・自然科学)

9:30 A03 単純| 胞性紅諜の細胞 ・核分裂様式の解析 l 微小管系の出現様式と分布
。納l引明日香 ・・横LLiITI!紀子 *・長里千香子柿・本村泰三帥・原鹿rYj 同 (*山形大 ・院 ・理工， .. 
ルド科学セ， 間山形大 ・腿 ・生物)

9:45  A04 有孔虫に共生する単創IIJJ包性紅諜の生理生態的特徴および分類学的考察
。横山亜紀子市・原鹿IjFj" (*山形大 ・院 ・理工， 韓山形大 ・理 ・生物)

10:00 A05 貝類寄生虫パーキンサスにおける諜類由来イソプレノイ ド生合成系
。松|崎素道事・黒岩常祥 榊・北潔問・野崎久義* (*東大・院・埋・生物科学，輔立教大・理・生命五Il学，聞東大・
l涜・医 ・生物医化学)

10:  15  A06 渦鞭毛藻 A lIlylax spp におけるク リプ卜藻の細胞内共生

10:30- 10:45 

10:45 A07 

11 :00 A08 

11 :  15  A09 

l卜30 A IO  

11 :45  A II 

12・00 A I2  

帥北里大 ・水産)

休憩

特異な形態をもっ P rolopel凶 1I1l1l11 の一種，P. bipes の系統的位置
。山口愛泉 ・河村裕 ・明口健志fi: (北大 ・院 ・理)
C hallonella  globosa は Dictyocha 思だった ! - C. globosa .  D ictyochα罷の分子系統学的研究 ー

内水研)
B巴ta-チュープリン及び H SP90 辿伝子によるヤコウチュウ (NOcliluca scinlillans) の系統解析
。福田康弘 ・遠藤浩(金沢大 ・院 ・自然科学)
和歌山産新規渦鞭毛藻のi紅葉緑体に関する研究
。山口11青代 ・甲斐厚 ・斗ILLI剛 ・井 l二勲( 筑波大 ・!坑 ・生命環境)
パラオ海水湖のタコクラゲ( 湖外 ・湖内集団) に共生する Symbiodiniu/1I の遺伝的多様性
。宍戸雌メド ・工藤忠ド ・原鹿明 神(・山形大 ・院 ・理工， 軸山形大 ・理 ・生物)
従属栄養性渦鞭毛寵 C ryplhecodil1iulll cohniiにおけるプラスチド ClIpB 遺伝子

*  (*京大 ・院 .t長， 軸筑波大 ・院 ・生命環境)

B 会場理学部 Z 棟 Z l 0 3 号室
9:00 80 1  原始紅藻 Ballgia属淡水産極の生長生理

。|村田博子 *・洲禅譲軸・羽生田岳"百*・二羽恭介時・村上明男 * (・神戸大 ・内海域セ，梓河川生物研究所，
桝兵庫県水産技術セ)

9: 15  802 紅韻着生シアノバクテ リア A caryochloris の分光的多様性
。村上明男 ・内田博子 ..!.jニ原康博 ・飯田聡子 (神戸大 ・内海域セ)

9:30 803 緑色植物の光合成アンテナ色素系の進化ーマリモからの考察
。保irli一輝 '・吉井幸恵 帥・藤井歩 '・浅井竜哉 $・若菜勇揖・吉井裕由 (*福井大 ・工，帥福井大 .B IRC ， 
開阿寒湖畔エコミュージアムセ， 同福井|二大 ・医)

9:45  804 jJlI壷湾におけるタチアマモ (Zoslera caulescens) の光合成特性の季節変化
東史翁 ・0佐藤博Mf' .  LLi口征矢 (海洋大)

10:00 B 05 伊豆大島における褐藻アン トクメの光合成特性と光環境

合セ， 神北海道区水産研究所，同商三陸111] 自然環境活用セ)
10:1 5  B 06 褐藻カジメの成熟に伴う Jt5'il蹴多糖と光合成活性の変化

。石川尚子 ・倉島彰 ・前川行幸 (三重大 ・院 ・生物資源)

10:30-10:45  休憩

10・45 B 07 千葉県沖ノ島周辺における紅部ミリン浮遊藻体の生長
。井上大ilq!i ・小川晃弘 ・能登谷正浩 ・藤田大介( 海洋大 ・応用藻類)
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11:00 B08 

11: 15  B09 

11 :30 B lO 

11 :45 Bll 

12:00 B12 

褐藻アラメ ・サガラメの温度特性と水平分布
。森勇樹・材主Itl場介・倉島彰 ・前川行幸 (三重大 ・院・ 生物資源)
褐藻サガラメ ・カジメの各生活史段階における紫外線耐性
。材津|場介 ・有賀絵里・森勇樹・ 倉島彰 ・前川行幸 (三重大 ・院 ・生物資源)
北海道東部沿岸に生育する大型褐誌の窒素利用効率について
O j反Tm芳彦 ・長谷川夏樹( 北海道区‘水産研究所)
海洋訪日間水流水培養によるマコンブとガゴメの最適条件の検討
。松村航 ・辻本良(富山水試)
ラオス中南部におけるアオミドロ( 緑藻類) の食用利用について
。鯵坂哲朗( 京大 ・院 ・地球環境)

3 月 2 4 日( 土) 午後の部
ポスター発表会場理学部 Y 棟 Y201， Y202， Y203号室
13: 15- 14:25 ポスター集中討議
POl マイクロサテライ トとミトコンドリアハプロタイプからみた日本沿岸のワカメ属集団の辿伝的関係について

Voisin柿・新井章吾榊・Iコrederiqu巴 Vi加 d帥・)11井浩史 * (*神戸大 ・内海域セ， 梓フランス ・ロス
コフ|臨海実験所， 時( 株) 海部研究所)

P02 1::1本産褐部カヤモノリにおける分子変異の解析
。小亀一弘事・上井進也 紳・栗原|臨 時・増E日道夫 * (*北大 ・院 ・班， 紳神戸大 ・内海域セ， 制ハワイ大)

P03  シヤジクモ藻類フラスコモ属の全系統関係の解明( I )
。坂山英俊本・A driana Garcia** ・野崎久義出・伊藤元己 ホド東大 ・院 ・総合文化， 輯School of Earth and Environ mental  
Sciences .  Univ.  Wollongong，時東大 ・院 ・理 ・生物科学)

P04 紅藻綱サンゴモ目モクゴロモとソゾゴロモの形態学的研究
。桜田智子 ・田中次郎( 海洋大 ・藻類)

P05 日本新産紅蕗 Leplゆ uchea属について

P06 Sp巴CI巴s and distribution of Sargassw n  (Phaeophyc巴ae) from Thailand 
Tetsuro Ajisalくa* .  o Thidarat N oiraksaJ梓.Khanjanapaj  Le wmanOlllont出(*Kyoto U niv.，幹Burapha U niv.，間K asetsart Univ.) 

P07 大阪湾におけるアオサ属蔀類の遺伝的同定

P08 紅藻イシゴロモ属の日本新産極 Lilhophyllum pUl7clalu川について
馬場将llij!i ( ( 財) 海洋生物環境研究所)

P09 瀬戸内海における紅諜ユナの雌鮒配偶体について
。山岸幸正事・谷昌也帥・三輪泰彦 * (*福山大 ・生命工，輔北大 ・院 ・理)

Pl0 日本産ベニスナゴ属植物の分類

PII 紅藻ツノマタ属 4 極の生殖細胞( 胞子) の大きさの比較
) 和世 榊・芹j草刈1比古 * (*東海大 ・海洋，帥東海大 ・海洋研)

PI2 千葉県銚子地先の削|間帯における海藻群落削除後の選移
。芹湯女[1比古 *・羽賀秀樹林・原縦一良Iい・〕宇津( 松LLi) 和世 間 (*東海大 ・海洋， 梓千葉大・海洋ノTイオ， 時東海大 ・
海洋研)

PI3 高知県西部海域の海部植生
。匠11:1コ幸言[l *  ( 財) 黒i羽生物研究所，高知!大 ・|坑・理， 特高知1大 ・総合研究セ)

P14 静岡県三保半島の砂浜海岸に打ち上げられる海藻類の季節変化
。松irli裕己 '・芹津( 松111) 和|立 軸・芹深刻l比古 . (・東海大 ・海洋， 神東海大 ・海洋研)

PI5 ノ、ノTノリの生産力におよぼすリン酸濃度の影響
。倉島彰事・)1 111崎泰司 柿・前川行幸 .

P16 配偶体から作成したホソメコンブ種苗の北海道泊村における海域展開可能期間と水温及び栄養慌との関係
。秋野秀樹・川ヂ|二唯史 ・武藤卓志(北海道原子力環境セ)

PI7 希少海産緑藻ヒメボタンアオサ Ul附 tal7l1eri (syn. Chloropella caespilosa) の天然個体群復元の試み
。飯間ザm文 ・中四孝信 ・春山恵利奈 ・松浦さっき( 長崎大 ・瑚境科学)

PI8 レッドリ ストに掲載された淡水産紅藻の分布地図
新井章吾ぺ千原光広m ** .長谷チ|骨、時・羽生田岳昭 由 .比嘉数輔・香村真徳 一 .笠井文絵仲間 .。熊野茂 一 . 1巾1ド1  
村武.大谷谷(1修i彦司恥….
海藻研究所所， 軸勺j究幻i波支大，間 ( 株) ハセイ， 同神戸大， 阿川沖縄県環境科学セ，時間国1立HVf， 料問k 島根大，件。ヤ明兵J. tli・

P19 海産種子植物ウミヒルモの夏季の光合成特性について
O坂西芳JZ- 人井上千鶴輔ア ・田中次郎輔(ホ北海道区水産研究所， 帥海洋大， 出現: 石升二食品( 株) )  

P20 リュウキュウアマモ (Cyrnodocea serrulata) の人工授粉による結実について
( 財) 港湾空港建設技術サービスセンター，帥那覇港湾・空港整備事務所)
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P21 無色クリプト藻類 Goniomonas sp. の形態と系統
。稲田翠本・雪吹直史輔・本多大輔柑( ・甲南大・院・自然科学，神筑波大・院・生命環境，時甲南大・理工・生物)

P22 A  brown algal superbug: T he  oomycete ElIrychasma dicksonii 
o  Kupper FC*. Gachon C M M * .  Sekimoto S**. Honda 0**. Beakes G W申 . Muller O G由( *T he  Scottish Association for 
Marine Science， U K ;輔Konan Univ.;榊School of Biology， Newcastle Univ.， U K ;輔"'Univ.，Konstanz， Germany) 

P23 南極昭和基地周辺から採集された緑藻 Oedogonillm sp. の形態とその分布
大谷修司( 島根大・教育)

P24 日本産シオハリケイソウ属 Tablllariaの微細構造と分類学的検討
。栗山住奈* ・南雲保輔・鈴木秀和歌・田中次郎. ( 噂海洋大・藻類，神日歯大・生物)

P25 真核生物における EFlα-like (E見) 遺伝子の分布と関係性について
。坂口美亜子* ・稲垣祐司* ・瀧下清貴 h 土屋正史ペ橋本哲男事( * 筑波大・院・生命環境，神海洋研究開発機構)

P26 無殻渦鞭毛藻 Cochlodinillm poかkrikoidesの ITS領域にみられる反復配列について
。坂本節子~ 高野義人ペ西谷豪九足立真佐雄同・山口峰生* ( 牟瀬戸内水研，軸長崎大・環東シナ海洋セ，開高知大・
農)

P27 S S U， L S U， rbcLが示すプラシノ藻類の系統関係
。千園友子・中山剛・井上勲( 筑波大・院・生命環境)

P28 淡水産珪藻 Achnanthes infla仰と近縁の分類群について
。豊田健介' ・南雲保事・今井一志へ出井雅彦柑( * 日歯大・生物，軸日歯大・生化，榊文教大・生物)

P29 日本産浮遊性アナベナ属の分類
。新山優子・辻彰洋・渡辺員之( 国立科博・植物研究部)

P30 減数分裂のパターンと分子系統樹から推定される中心珪藻の進化
水野真( 東京農業大・アクアバイオ)

P31 沖縄県西表島内離島の珪藻相
。渡辺剛ヘ佐藤晋也ぺ南雲保町田中次郎‘( * 海洋大・環境，神ドイツ・アルフレッドウェゲナー研究所，申日歯大・
生物)

P32 渦鞭毛藻 Dinophysisforti iにおける細胞接合機構
。小池一彦九西山麻美ぺ斉藤一也ぺ今井啓介ペ小槍山篤志ぺ緒方武比古韓( ‘広島大・院・生物園科学，帥北里大・
水産)

P33 緑藻におけるペルオキシソーム輸送シグナルの機能解析
。篠崎晃子・林八寿子( 新潟大・院・自然科学)

P34 管状マスティゴネマ構成タンパク質 14B7遺伝子の解析
。洲崎敏伸* ・山田周平* ・有川幹彦" . A. R. Hardham***・L. M .  Blackman榊( 本神戸大・理，軸高知大・医，間オー
ストラリア国立大・生物科学研究所)

P35 緑藻アミミドロの網状群体形成過程における微小管とトチュープリンの細胞内分布
。田中学* ・幡野恭子輔( * 京大・総合人間，韓京大・院・人間)

P36 不等毛植物 Ochromonas danica ( 黄金色藻綱) における管状マスチゴネマ関連遺伝子 Ocml の単離・同定
。山岸隆博事・長里千香子" ・加藤敦之田・本村泰三円)11井浩史・( * 神戸大・内海域セ，韓北大・フィールド科学セ，
申北大・院・理)

P37 ボルボックス目玉の形態形成運動に必須な遺伝子のクラミドモナスのホモログ同定と発現解析
。石田浩一・豊岡博子・西井一郎( 理研・フロンテイア)

P38 ヤコウチュウ (Noctilllca scintillans)全生活環の解明
福田康弘・ 0 遠藤浩( 金沢大・院・自然科学)

P39 陸棲ラン藻 Nostoc commllne (イシクラゲ) における光合成と窒素代謝の環境ストレス耐性
。畠中裕二・坂本敏夫( 金沢大・理)

P40 東アジア・北米産無殻渦鞭毛藻 Cochlodinillm polykrikoidesの系統関係
。岩滝光儀ホイ11見寿枝" . C.M .  Mikulski-・G .J. Ooucette***. J.R. Relox Jr.-. A. Anton叩 e・e・福代康夫一・松岡数充* (寧
長崎大・環東シナ海洋セ，軸長崎大・院・生産科学，出N O A A別 O S，U S A，同B F A R，Philippines，判明Univ. Malaysia 
Sab札一嘩東大・アジアセ)

P41 マイクロサテライトマーカーを用いた Chattonella仰向lIa ( ラフィド藻綱) における有性生殖の検証
。出村幹英・・河地正伸ぺ笠井文絵樟・渡過信. ( ・筑波大・院・生命環境，帥国環研)

P42 連鎖群体を形成する無殻渦鞭毛藻 Cochlodinillmの形態と分類
。松岡敷充* ・岩滝光儀本・)11見寿枝榊( ・長崎大・環東シナ海洋セ，帥長崎大・院・生産科学)

P43 西九州周辺海域における Cochlodinillm poかkrikoidesの出現
0 7 ] < 野あかね傘・川見寿枝 h 山砥稔文出・岩滝光儀相暗・松岡数充由( 事長崎大・水産，伸長崎大・院・生産科学，
時長崎水試，時長崎大・環東シナ海洋セ)

P44 ナショナルバイオリソースプロジェクトにおける藻類の収集・保存・提供
。笠井文絵本・川井浩史ペ井上勲岬. 辻彰洋間・鳥田智一. 横田明帥榊・中山剛時. 平林周一~ 河地正仲ホ. 渡
過信榊( 梅田環研，軸神戸大，時筑波大，開国立科博，一北大，問輔東大)

P45 昭和記念筑波研究資料館所蔵の海藻タイプ標本
。北山太樹・並河洋( 国立科博)

P46 電子レンジを利用した簡易海藻標本作製
奈島弘明( 兵庫県立兵庫高校)
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P47 単細胞緑藻 Haematococcus は高等学校生物「環境と生物の反応」に関する探究的な生徒実験に使える
。片山野康・阿部晃一( 東学大・環境科学)

A 会場理学部 Z 棟 Z201/202号室
14:30 A13 無縦溝珪藻の系統と進化

。佐藤晋也市・田中次郎町南雲保榊・Linda K. Medlin* ( * ドイツ・アルフレッドウェゲナー研究所・生物海洋，
輔海洋大・藻類，糊日歯大・生物)

14:45 A14 本邦の強酸性水域に出現する羽状珪藻 Pinnularia種の分布と分子系統
。石井織葉* ・真山茂樹事・出井雅彦輔( ・東学大・生物，悼文教大・教育・生物)

15:00 A15 中心珪藻 Cyclotella meneghiniana培養株における海水濃度変化によって誘発される有基突起の数の変化
。城川祐香辛・真山茂樹軸( 牟東学大・院・生物，輔東学大・生物)

15:15 A16 羽状珪藻の増大胞子に見られる鱗片について
出井雅彦( 文教大・教育・生物)

15:30 A17 中心目珪藻 Chaetoceros休眠胞子の形態に基づく同定の試み
。石井健一郎* ・岩滝光儀 h 松岡敷充軸・今井一郎事( * 京大・院・農，輔長崎大・環東シナ海セ)

15:45 A18 相模湾コールドシープの堆積物中における真核微生物の遺伝的多様性

16:00-16:15 

16:15 A19 

16:30 A20 

16:45 A21 

17:00 A22 

17:15 A23 

17:30 A24 

。垣添奈月~ 雪吹直史紳・瀧下清貴岬・稲垣祐司紳・丸山正岬( * 日大・生物資源，輔筑波大・院・生命環境，
出海洋研究開発機構)

休憩

スサピノリ (Porphyra yezoensis Ueda) の造精器形成ならびに核分裂に関する微細構造学的研究
。植木知佳事・長里千香子 h 本村泰三 h 嵯峨直↑亙* ( * 北大・院・水産，神北大・フィールド科学セ)
褐藻ヒパマタ，エゾイシゲの細胞質分裂時の微細構造観察
。長里千香子・本村泰三( 北大・フィールド科学セ)
緑藻ハネモの先端成長部位形成と原形質流動
。峯一朗‘・尾里博和 h 奥田一雄* ( * 高知大・院・黒潮圏，神高知大・理・生物科学)
雌雄配偶子の眼点と接合装置の性的非対称性とオルガネラ遺伝様式
。茂木祐子へ加賀美弥生~ 新井達九桑野和可榊・宮村新一制・南雲保問・河野重行事( * 東大・院・新領域，
軸長崎大・院・生産科学，開筑波大・院・生命環境，叩日歯大・生物)
カヤモノリ (Scytos伊hon lomentaria) における受精後の雌雄配偶子由来ミトコンドリアの挙動
。木村圭‘・長里千香子輔・小亀一弘榊・本村泰三輔( 申北大・院・環境科学，輔北大・フィールド科学セ，
時北大・院・理)
水表性黄金色藻 Chromophyton rosanoffii (ヒカリモ) に見られる光反射の研究
。野水美奈' ・松永茂輔・井上勲* ( ・筑波大・院・生命環境，神総研大・葉山高等研)

B 会場理学部 Z 棟 Z103号室
14:30 B13 静岡県御前崎地先の潮間帯に生育する海麓類とその季節変化

。原雄一郎・・芹津( 松山) 和世 h 芹津知比古本( 事東海大・海洋，軸東海大・海洋研)
14:45 B14 宮崎県南部のガラモ場の変遷

。荒武久道九清水博~ 渡辺耕平町吉田吾郎岬( * 宮崎水試，韓西日本オーシャンリサーチ，榊瀬戸内水研)
15:00 B15 千葉県館山湾沖ノ島周辺の磯焼け状パッチに及ぼすガンガゼの影響

。完山暢・能登谷正浩・藤田大介( 海洋大・応用藻類)
15: 15 B16 佐渡島真野湾小立沿岸における海藻植生の変遷

。山田蘭・・石川竜子 h 吉田友和軸・藤田大介* ( * 海洋大・応用藻類，軸新潟県水産海洋研究所・佐渡水
産技術セ)

15:30 B17 佐渡島真野湾南部の藻場衰退域における植食動物の食害について
。石川竜子~ 吉田友和九平野正人事・藤田大介輔( ・新潟県水産海洋研究所・佐渡水産技術セ，軸海洋大・
応用藻類)

15:45 B18 伊豆市土肥大久保における海藻植生とウニの分布

16:00・16:15

16:15 B19 

16:30 B20 

。石井理香へ安倍基温ペ長谷川雅俊神・能登谷正浩~ 藤田大介* ( ・海洋大・応用藻類，軸静岡県水産試・
伊豆分場)

休憩

兵庫県安室川におけるチスジノリの発生と光環境の関係
。杉野仲義・宮田祥史* ・関基軸・瀧健太郎町三橋弘宗・佐藤裕司叩 (*KANSO，柿八千代エンジ，棉リバー
フロント，時兵庫・人博)
カサノリ (Acetabularia ryukyuensis)の沖縄本島における生育分布と生態について( 第 3 報)
夏季におけるカサノリの生態
。堤敏郎事・香村民徳軸・高良鋭* ( * 那覇港管理組合，軸( 財) 沖縄県環境科学セ)



16:45  B21 

17:00 B22 

A cc.ωf川げ門rり")抗hl仰oω肝?引γr川-
O大久{佑保耳呆:智司 * 官宮，下英|ゆ明?列3軸.ご土t屋16微{倣泣輔..三室吋守: 韓 (*京大 .院 .人環， 神京大 ・院 ・地球環境)
降雪からJ )iol自fi された緑藻類
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。半田信司 '・大村嘉人 " ・仁|リ古美保田・巾野武登叫 ( 有財) 広島県環境保健協会，韓国環研， 聞広島大 ・
院 ・理 ・生物科学， 同 広島工大 ・環境 ・地球環境)

17: 15  B23 

17:30 B24 

部分循環湖水月削における微小( くれ1m) 植物プランクトンの鉛直分布の年間変動と分離株を用いた
系統解析

水流が河川付着部類i f ( ，落の発達に及ぼす影響
阿部信一郎( 中央水産研究所)

3月25 日( 日) 午前の部
A 会場理学部 Z 棟 Z201j202号室

9:00 A25 C ephaleuros属気生説( 緑斑) 配i尚子 ・遊走子の観察
。周m船背広ffr *  .大谷修司 .. (*元島根林妓セ， 帥島根大 ・教育)

9:  15 A26 新属新種 G w叩 lir brevicilialulII とヤリミドリ属 (ChlorogolliulII) の分割
。仲間崇志・・Lothar Kri巴nft♂ ・野崎久義・・Thom as Proschold由 (*東大 ・院 ・埋 ・生物科学， 輯1GB，
G 巴rmany，時C C AP，UIく)

9:30  A27 若手体性ボルボ、ックス目 Pleodorilla Sla川/ の接合子の発芽
野11尚久義( 東大 ・院 ・理 ・生物科学)

9:45  A28 ミトコンドリア泣伝子 C O X IをHJ
。番場彩子 ・林八寿子( 新潟大 ・院 ・自然科学)

10:00 A29 トランスポゾンによる突然変異体をHJいたボルボ、ツクスの形態形成機織の研究
。植木紀子 ・西井一郎( 耳目研 ・フロンティア)

10: 15  A30 ボルボックス妊の形態形成i運動に必須な遺伝子川νD は細胞突起形成に関与する

10・30 A 3 1  GOllium pecrOl・ale における性特典的辿伝子 G pM T D I の解析
。浜地質志事・問弁一郎 帥・野崎久義・(*東大 ・院 ・;国 ・生物科学， 帥理研 ・フロンティア)

B 会場理学部 Z 棟 Zl03号室
9:00 B25 静岡県産ワカメの染色体数について

。森康次 本・芹滋( 松111) 平1.1 1立輯・芹訪すn比古市(・東海大 ・海洋， 軸東海大 ・海洋研)
9:  15  B26  i中縄県産.ヤハズグサ属のー舶の分類学的検討

。長谷川和清 ・孫忠民 ・|壬1r.1:1次郎( 海洋大 ・誌類)
9:30 B27 千葉県i'*'ノ烏産褐謀アミジグサ属の一部 Dicryola sp の形態分類学的研究

。孫忠民 ・長谷川和清 ・田11コ次郎( 海洋大 ・部類)
9:45 B28  日本における汎存種 C hara braunii (シヤジクモ目) の複数核 D N A マーカーを用いた種内系統解析

10:00 829 アマモ場の底泥におけるたli土極子の分布について
。森田晃央事・奥村宏1iE 韓・阿部真比古国・倉島fi多目 ・前JII行幸 問 (キ三重Rg支セ，韓三重科技セJj ¥， 制
中央7M Jf，同‘三重大 ・生物資源)

10:15  B 30  三重県英虞湾産一年生アマモの淵度特性
。阿部真比古 ‘・倉島彰帥・前川行司;i " (*  

10:30 8 3 1  和歌山県田辺湾内ノ ifliのコアマモ ZOSlerajaponica Asch巴rson &  G raebn巴l 群落の構造と底質環境の関係
。上出貴土 . LLJ内信 ・高柿芳明( 和歌山県農林水産総合技術セ ・水産試験場)

ポスター発表会場理学部 Y 棟 Y201，Y202，Y203号室
10・50-12:00 ポスター集中討議

3 月25 日( 日) 午後の部
A 会場理学部 Z 棟 Z201j202号室
13:00 A32 ピコプランクトンサイズの新規クロララクニオン説 RCC365株の形態，微細構造および、分類上の位置

。大田修平 *・石田健一郎 帥(‘金沢大 ・院 ・|当然科学， 幹筑波大 ・院 ・生命環境)
13: 15  A33 南西諸島沿岸峨より分離されたプラシノ諜 Pyl仰 11川OllGS aurea とその近縁種について

須田彰一郎( 琉球大 ・翌日 ・海洋自然)
13:30  A34 黄緑色藻綱に近縁な不動性単細胞fJ5 Plellrochloridella bOlrydiopsis の微細11梢造

13:45  A35 新規ディクティオカ藻 Florellciella ullijlagellara の分類とディクティオカ謀の進化
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14:00 A36 

14:15 A37 

14:30-14:45 

14:45-16:15 

16:15-16:30 

16:30-18:00 

。中山剛* ・河地正仲林・井上勲事( 本筑波大・院・生命環境，柿国環研)
黄色植物における青色光受容体 A U R E O C H R O M Eの探索
。石川美恵* ・高橋文雄掌・野崎久義軸・長里千香子時・本村泰三榊・片岡博尚* ( 市東北大・院・生命科学，
帥東大・院・理・生物科学，開北大・フィールド科学セ)
黄緑藻フシナシミドロにおける光受容体の解析
。高橋文雄・片岡博尚( 東北大・院・生命科学)

休憩

ワークショップ A ' 最新! 分子系統解析法」

休憩

ワークショップA

B 会場理学部Z 棟 Z1 0 3 号室
13:00 B32 ヒラアオノリの成熟誘導条件の検討

。山本真望ホ・久保田亜美町原口悦子柿・石本美和* ・桑野和可権( 事長崎大・院・生産科学，神長崎大・水産)
13:15 B33 紅藻スサビノリの生長に対する海洋深層水の影響

。芹津( 松山) 和世: 榊・鈴木平吉ペ原雄一郎軸・森康次帥・芹津知比古林( * 東海大・海洋研，輔東海大・
海洋，榊芙蓉海洋開発( 株) )  

13:30 B34 ラフィド藻綱 Chattonella 3種の分子系統とマイクロサテライト解析
。出村幹英* ・河地正仲町笠井文絵榊・渡遁信* ( * 筑波大・院・生命環境，神国環研)

13:45 B35 有害赤潮渦鞭毛藻 Cochlodinium poかkrikoidesの増殖機構における鉄配位子の役割
。内藤佳奈子宇・今井一郎柿( * 県立広島大・生命環境，神京大・院・農)

14:00 B36 赤潮藻 3種のウレアーゼ、活性発現機作
。深尾剛志キ・山口晴生軸・足立真佐雄梓( 事愛媛大・院連合・農，軸高知大・農)

14:15 B37 有毒渦鞭毛藻 Gymnodinium catenatumのシストはどのような環境で発芽するのか?
一水温・光・溶存酸素の影響一
。坂本節子・板倉茂・山口峰生( 瀬戸内水研)

14:30-14:45 休憩

14:45-16:15 ワークショップ B 'DNA を用いた蕩類の集団解析 海藻・アオコ・赤潮研究の最前線一」

16:15-16:30 休憩

16:30-18:00 ワークショップ B
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口頭発表 3 月 2 4 日( 土) 午前

A 会場 (Z201/202号室)
9:00 AOl 黄色彩雪に優占する Ochn側 onas属藻類 2種の分 BOl

類と系統
。設楽智文・村元京平・長谷井稔・野崎久義・原慶明

9:15 A02 微細構造と分子系統に基づく淡水産ラフィド藻類 B02
の分類
。高平花絵・大江真司・加藤季夫・原慶明

9:30 A03 単細胞性紅藻の細胞・核分裂様式の解析. l.微 B03
小管系の出現様式と分布
。櫛引明日香・横山亜紀子・長里千香子・本村泰三・
原慶明

9:45  A04 有孔虫に共生する単細胞性紅藻の生理生態的特徴 B04
および分類学的考察
。横山亜紀子・原慶明

B 会場 (Z103号室)
原始紅藻 Bangia属淡水産種の生長生理
。内田博子・洲津譲・羽生田岳昭・二羽恭介・村上
明男
紅藻着生シアノバクテリア Acaryochlorisの分光的
多様性
。村上明男・内田博子・牛原康博・飯田聡子
緑色植物の光合成アンテナ色素系の進化ーマリモか
らの考察
。保浦一輝・吉井幸恵・藤井歩・浅井竜哉・若菜勇・
吉井裕
油壷湾におけるタチアマモ (Zostera caulescens) の
光合成特性の季節変化
東史翁・ 0佐藤博雄・山口征矢

10:00 A05 貝類寄生虫パーキンサスにおける藻類由来イソプ B05 伊豆大島における褐藻アントクメの光合成特性と
レノイド生合成系 光環境
。松崎素道・黒岩常祥・北潔・野崎久義 0駒津一朗・坂西芳彦・安藤和人・滝尾健二・川辺

10:15 A06 渦鞭毛藻 Amylax spp. におけるクリプト蔀の細胞内 B06
共生
。小池一彦・瀧下清貴・小檎山篤志・緒方武比古

休憩
10:45  A07 特異な形態をもっ Protoperidiniumの一種，P. bipes B07 

の系統的位置
。山口愛果・河村裕・堀口健雄

11 :00 A08 Chattonella globosa は Dictyocha属だった ! -c. B08 
globosa ・Dictyocha属の分子系統学的研究ー
。高野義人・山口晴生・坂本節子・山口峰生

11 :15 A09 Beta- チュープリン及び HSP90遺伝子によるヤコ B09
ウチュウ (Noctiluca scintillans) の系統解析
。福田康弘・遠藤浩

11 :30 A lO 和歌山産新規渦鞭毛藻の盗葉緑体に関する研究 B lO 
。山口晴代・甲斐厚・中山剛・井上勲

11:45 All パラオ海水湖のタコクラゲ( 湖外・湖内集団) に Bll
共生する Symbiodiniumの遺伝的多様性
。宍戸雄太・工藤創・原慶明

12:00 A12 従属栄養性渦鞭毛藻 Crypthecodinium cohnii におけ B12
るプラスチド atpB遺伝子
。神川龍馬・稲垣祐司・左子芳彦

勝俊・横浜康継
褐藻カジメの成熟に伴う貯蔵多糖と光合成活性の
変化
。石川尚子・倉島彰・前川行幸

千葉県沖ノ島周辺における紅藻ミリン浮遊藻体の
生長
。井上大輔・小川晃弘・能登谷正浩・藤田大介
褐藻アラメ・サガラメの温度特性と水平分布
。森勇樹・材津陽介・倉島彰・前川行幸

褐藻サガラメ・カジメの各生活史段階における紫
外線耐性
。材津陽介・有賀絵里・森勇樹・倉島彰・前川行幸
北海道東部沿岸に生育する大型褐藻の窒素利用効
率について
。坂西芳彦・長谷川夏樹
海洋深層水流水培養によるマコンブとガゴメの最
適条件の検討
。松村航・辻本良
ラオス中南部におけるアオミドロ( 緑藻類) の食
用利用について
鯵坂哲朗
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口頭発表 3 月2 4 日( 土) 午後

A 会場 (Z201j202号室)
14:30 A 1 3  無縦溝珪藻の系統と進化

B 会場 (Z103 号室)
B13 静岡県御前崎地先の潮間帯に生育する海藻類とそ

の季節変化。佐藤晋也・田中次郎・南雲保・ Linda K. Medlin 
。原雄一郎・芹揮( 松山) 和世・芹揮如比古

14:45 A 1 4  本邦の強酸性水域に出現する羽状珪藻 PinnulariαB 1 4 宮崎県南部のガラモ場の変遷
種の分布と分子系統 0荒武久道・清水博・渡辺耕平・吉田吾郎
。石井織葉・真山茂樹・出井雅彦

15:00 A15 中心珪藻 Cyclotella meneghiniana培養株における海 B15 千葉県館山湾沖ノ島周辺の磯焼け状パッチに及ぼ
水濃度変化によって誘発される有基突起の数の変 すガンガゼの影響
化 。完山暢・能登谷正浩・藤田大介
。城川祐香・真山茂樹

15:15 A 1 6  羽状珪藻の増大胞子に見られる鱗片について B16 
出井雅彦

15:30 A17 中心目珪藻 Chaetoceros休眠胞子の形態に基づく同 B17
定の試み
。石井健一郎・岩滝光儀・松岡敏充・今井一郎

15:45 A18 相模湾コールドシープの堆積物中における真核微 B18
生物の遺伝的多様性
。垣添奈月・雪吹直史・瀧下清貴・稲垣祐司・丸山
正

休憩

佐渡島真野湾小立沿岸における海藻植生の変遷
-1982 年と 2006年の 6 月の比較一
。山田蘭・石川竜子・吉田友和・藤田大介
佐渡島真野湾南部の藻場衰退域における植食動物
の食害について
。石川竜子・吉田友和・平野正人・藤田大介
伊豆市土肥大久保における海藻植生とウニの分布
。石井理香・安倍基温・長谷川雅俊・能登谷正浩・
藤田大介

16:15 A19 スサビノリ (Porphyra yezoensis Ueda) の造精器形 B19 兵庫県安室川におけるチスジノリの発生と光環境
成ならびに核分裂に関する微細構造学的研究 の関係
。植木知佳・長里千香子・本村泰三・嵯峨直恒 0杉野伸義・宮田祥史・関基・瀧健太郎・三橋弘宗・

佐藤裕司
16:30 A 2 0  褐藻ヒパマタ，エゾイシゲの細胞質分裂時の微細 B20 カサノリ (Acetabularia ryu匂uensis) の沖縄本島にお

構造観察 ける生育分布と生態について( 第 3報) 夏季にお
0長里千香子・本村泰三 けるカサノリの生態

。堤敏郎・香村員徳・高良鋭
16:45  A21 緑藻ハネモの先端成長部位形成と原形質流動 B21 Acaryochloris spp. の地理分布と生態分布

。峯一朗・尾里博和・奥田一雄 0大久保智司・宮下英明・土屋徹・三室守
17:00 A 2 2  雌雄配偶子の眼点と接合装置の性的非対称性とオ B22 降雪から単離された緑藻類

ルガネラ遺伝様式 。半田信司・大村嘉人・中原美保・中野武登
0茂木祐子・加賀美弥生・新井達・桑野手口可・宮村
新一・南雲保・河野重行

17:15 A 2 3  カヤモノリ (Scytosiphon lomentaria) における受精 B23
後の雌雄配偶子由来ミトコンドリアの挙動
。木村圭・長里千香子・小亀一弘・本村泰三

部分循環湖水月湖における微小( < 5μm) 植物プ
ランクトンの鉛直分布の年間変動と分離株を用い
た系統解析
。高橋明菜・織田夏未・部谷巡貴・吉川伸哉・神谷
充伸・近藤竜二・大城香

17:30 A 2 4 水表性黄金色藻 Chromophyton rosanoffii ( ヒカリモ) B24 水流が河川付着藻類群落の発達に及ぼす影響
に見られる光反射の研究 阿部信一郎
。野水美奈・松永茂・井上勲
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口頭発表 3 月2 5 日 ( 日) 午前
A 会場 (Z201/202号室) B 会場 (Z103号室)

9:00 A25 Cephaleuros属気生藻( 緑藻) 配偶子・遊走子の観察 B25 静岡県産ワカメの染色体数について
。周藤靖雄・大谷修司 0森康次・芹津( 松山) 和世・芹津如比古

9:15 A26 新属新種 Gungnir breviciliatum とヤリミドリ属 B26 沖縄県産ヤハズグサ属の一種の分類学的検討
イic中'h田lon崇'og志onium) の分割 。長谷川和清・孫忠民・田中次郎

.  Lothar Krienitz . 野崎久義・ Thomas
Praschold 

9:30 A27 群体性ボルボックス目 Pleodorina starrii の接合子 B27 千葉県沖ノ島産褐藻アミジグサ属の一種 Dictyoω
の発芽 sp. の形態分類学的研究
野崎久義 。孫忠民・長谷川和清・田中次郎

9:45 A28 ミトコンドリア遺伝子 C O X 1を用いた緑藻綱ボ B28 日本における汎存種 Chara braunii (シヤジクモ目)
ルボックス目 6種の分子系統解析 の複数核 D N A マーカーを用いた種内系統解析
。番場彩子・林八寿子 。加藤将・三沢計治・笠井文絵・渡遺信・田中次郎・

野崎久
10:00 A29 トランスポゾンによる突然変異体を斤] アマモ場の底泥における埋土種子の分布について

ボックスの形態形成機構の研究 。森田晃央・奥村宏征・阿部真比古・倉島彰・前川
。植木紀子・西井一郎 行幸

10:15 A30 ボルボックス旺の形態形成運動に必須な遺伝子 B30 三重県英虞湾産一年生アマモの温度特性
invD は細胞突起形成に関与する 。阿部真比古・倉島彰・前川行幸
。豊岡博子・石田浩一・西井一郎

10:30 A31 群体性ボルボックス目 IGのon解ium析pectorale における B31
性特異的遺伝子 G pM rD

和歌山県田辺湾内ノ浦のコアマモ底zo質ste環m境hのo関ni係ca Ascherson &  Graebner群落の構造と
。浜地貴志・西井一郎・野崎久義 。上出貴士・山内信・高橋芳明

口頭発表 3 月2 5 日( 日) 午後
A 会場 (Z201/202号室) B 会場 (Z103号室)

13:00 A32 ピコプランクトンサイズの新規クロララクニオン藻 B32 ヒラアオノリの成熟誘導条件の検討
RC C 3 6 5 株の形態，微細構造および分類上の位置 。山本真望・久保田頭美・原口悦子・石本美和・桑野和可
。大田修平・石田健一郎

13:15 A33 南西諸島沿岸域より分離されたプラシノ藻 B33 紅藻スサビノリの生長に対する海洋深層水の影響
Pyramimonas allrea とその近縁種について 0芹揮( 松山) 和世・鈴木平吉・原雄一郎・森康次・
須田彰一郎 芹津如比古

13:30 A34 黄緑色藻綱に近縁な不動性単細胞寵 B34 ラフィド藻綱 Chattonella 3 種の分子系統とマイク
Plellrochloridella botrydiopsisの微細構造 ロサテライト解析
。甲斐厚・中山剛・井上勲 0出村幹英・河地正伸・笠井文絵・渡遺信

13:45  A35 

14:00 A36 

新規ディクティオカ藻 Florenciella uniflagellataの
分類とディクティオカ藻の進化
。中山剛・河地正伸・井上勲
黄色植物における青色光受容体
A U R E O C H R O M Eの探索
。石川美恵・高橋文雄・野崎久義・長里千香子・本
村泰三・片岡博尚

14・15 A37 黄緑藻フシナシミドロにおける光受容体の解析
。高橋文雄・片岡博向

B35 有害赤潮渦鞭毛藻 Cochlodinium poかkrikoidesの増
殖機構における鉄配位子の役割
。内藤佳奈子・今井一郎

B36 赤潮藻 3種のウレアーゼ活性発現機作
。深尾剛志・山口晴生・足立真佐雄

B37 有毒渦鞭毛藻 Gymnodinillm catenatumのシストはど
のような環境で発芽するのか? 一水温・光・溶
存酸素の影響一
。坂本節子・板倉茂・山口峰生

休憩
14:45 ワークショップ A r最新! 分子系統解析法』

世話人: 稲垣祐司
18:00 講師: 稲垣祐司，坂口美亜子

ワークショップ B rONAを用いた藻類の集団解析ー海
藻・アオコ・赤潮研究の最前線一J
世話人: 河地正伸
講師: 田辺雄彦，土井進也，長井敏



ポスター発表
ポスター集中討議時間を以下のように設定します。ポスター発表者は少なくともこの期間中はポスターの前で説明，討議をお願いします。

3 月 24 日( 土) ポスター番号奇数のポスター( 例: P01. P03) 13:15-13:50; ポスター番号偶数のポスター( 例: P02. P04) 13:50-14:25 
3 月 25 日( 日) ポスター番号奇数のポスター 10:50-11:25 ; ポスター番号偶数のポスター 11 :25-12:00 

Y201 
POl マイクロサテライトとミトコンドリアハプロタ P17

イプからみた日本沿岸のワカメ属集団の遺伝的
関係について
0 上井進也・ Marie Voisin ・新井章吾・ Frederique
Viard ・川井浩史

P02 日本産褐藻カヤモノリにおける分子変異の解析 P18 
。小亀一弘・上井進也・栗原暁・増田道夫

P03 シヤジクモ藻類フラスコモ属の全系統関係の解 P19
明 (1)
。坂山英俊・ Adriana Garcia . 野崎久義・伊藤元己

P04 紅藻綱サンゴモ目モクゴロモとソゾゴロモの形 P20
態学的研究
。棲田智子・田中次郎

Y 2 0 2  Y203 
希少海産緑藻ヒメボタンアオサ Ulva tanneri (syn. P32 渦鞭毛藻 Dinophysisfortii における細胞接合機構
Chloropelta caespitosa) の天然個体群復元の試み 0小池一彦・西山麻美・斉藤一也・今井啓介・小
。飯間雅文・中西孝信・春山恵利奈・松浦さっき 檎山篤志・緒方武比古

レッドリストに掲載された淡水産紅藻の分布地図 P33 緑漢におけるペルオキシソーム輸送シグナルの
新井章吾・千原光雄・長谷井稔・羽生田岳昭・ 機能解析
比嘉敦・香村真徳・笠井文絵・ 0熊野茂・中村武・ υ篠崎晃子・林八寿子
大谷修司・佐藤裕司・洲揮譲・田中次郎・吉田忠生・
吉崎誠
海産種子植物ウミヒルモの夏季の光合成特性に P34 管状マステイゴネマ構成タンパク質 14B7遺伝
ついて 子の解析
。坂西芳彦・井上千鶴・田中次郎 0 洲崎敏伸・山田周平・有川幹彦・A . R .

Hardham • L. M. Blackman 
リュウキュウアマモ (Cymodocea serrulata) の人 P35 緑藻アミミドロの網状群体形成過程における微
工授粉による結実について 小管と y ・チュープリンの細胞内分布
。野中宝介・輿那覇健次・新城晴伸 。田中学・幡野恭子

P05 日本新産紅藻 Leptofauchea属について
。鈴木雅大・橋本哲男・中山剛・吉崎誠

P21 無色クリプト藻類 Goniomonas sp. の形態と系統 P36 不等毛植物 Ochromonas danica (黄金色藻綱)
。稲田翠・雪吹直史・本多大輔 における管状マスチゴネマ関連遺伝子 Ocml の

P06 Species and distribution of Sargassum (Phaeo- P22 A  brown algal superbug: T he  oomycete Eurychasma P37 
phyceae) from Thailand dicksonii 
Tetsuro Ajisaka・OThidarat Noiraksar • K ha吋anap吐j oKupperFC・Gachon C M M  • Sekimoto S  • Honda D  • 
Lewmanomont Beakes G W  • Muller D G  

単離・同定
。山岸隆博・長里千香子・加藤敦之・本村泰三・川井
浩史
ボルボックス腔の形態形成運動に必須な遺伝子
のクラミドモナスのホモログ同定と発現解析
。石田浩一・豊岡博子・西井一郎

P07 大阪湾におけるアオサ属藻類の遺伝的同定 P23 南極昭和基地周辺から採集された緑藻 P38 ヤコウチュウ (Noctiluca scintillans) 全生活環の
。中村規代典・羽生田岳昭・牛原康博・川井浩史 Oedogonium sp. の形態とその分布 解明

大谷修司 福田康弘 .υ遠藤浩
P08 紅藻イシゴロモ属の日本新産種 Lithophyllum P24 日本産シオハリケイソウ属 Tabulariaの微細構造 P39 陸棲ラン藻 Nostoc commune (イシクラゲ) にお

punctatum について と分類学的検討 ける光合成と窒素代謝の環境ストレス耐性
馬場将輔 0栗山住奈・南雲保・鈴木秀和・田中次郎 0 畠中裕二・坂本敏夫

o'l αコ



Y201 Y 2 0 2  
P09  瀬戸内海における紅言葉ユナの雌雄配偶体について P25 真核生物における EFlα-like (EFL) 遺伝子の P40

。山岸幸正・谷国也・三輪泰彦 分布と関係性について

P lO 日本産ペニスナゴ属植物の分類
。吉崎誠・鈴木雅大・中山剛・橋本哲男

。坂口美亜子・稲垣祐司・瀧下清貴・土屋正史・
橋本哲男

P26 無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium polykrikoidesの ITS P41 
領域にみられる反復配列について
。坂本節子・高野義人・西谷豪・足立真佐雄・山
口降生

Y203 
東アジア・北米産無殻渦鞭毛濠 Cochlodinium
poか'krikoidesの系統関係
。岩滝光儀・川見寿枝・ C.M. Mikulski ・G.J.
Doucette ・J.R. Relox Jr. • A. Anton . 福代康夫・
松岡敬充
マイクロサテライトマーカーを用いた
Chattonella antiqua (ラフィド藻綱) における有
性生殖の検証
。出村幹英・河地正伸・笠井文絵・渡過信

Pll 紅藻ツノマタ属 4種の生殖細胞( 胞子)
さの比較

の大き P27 S S U， L S U， rbcLが示すプラシノ藻類の系統関係 P42 連鎖群体を形成する無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium

P12 
。鈴木平吉・芹津( 松山) 和世・芹津知比古
千葉県銚子地先の潮間帯における海藻群落削除 P28
後の遷移
。横田智子・田中次郎

。千園友子・中山剛・井上勲 の形態と分類

淡水産珪藻 Achnanthes infla仰と近縁の分類群に P43
ついて
。豊田健介・南雲保・今井一志・出井雅彦

。松岡敬充・岩滝光儀・川見寿枝
西九州周辺海域における Cochlodinium
polykrikoidesの出現
。水野あかね・川見寿枝・山砥稔文・岩滝光儀・
松岡歎充

P13 高知県西部海域の海藻植生
。田中幸記・平岡雅規

P29 日本産浮遊性アナベナ属の分類 P44 ナショナルバイオリソースプロジェクトにおけ
る藻類の収集・保存・提供

P14 静岡県三保半島の砂浜海岸に打ち上げられる海 P30
藻類の季節変化

P15 

P16 

。松浦裕己・芹津( 松山) 和世・芹揮如比古
ハパノリの生産力におよぽすリン酸濃度の影響 P31 
0倉島彰・川崎泰司・前川行幸
配偶体から作成したホソメコンブ種苗の北海道
泊村における海域展開可能期間と水温及び栄養
塩との関係
。秋野秀樹・川井唯史・武藤卓志

。新山優子・辻彰洋・渡辺員之
。笠井文絵・川井浩史・井上勲・辻彰洋・鳥田智・
横田明・中山剛・平林周一・河地正伸・渡遁信

減数分裂のパターンと分子系統樹から推定され P45
る中心珪藻の進化

昭和記念筑波研究資料館所蔵の海藻タイプ標本
。北山太樹・並河洋

水野真
沖縄県西表島内離島の珪藻相
。渡辺剛・佐藤晋也・南雲保・田中次郎

P46 電子レンジを利用した簡易海藻標本作製
奈島弘明

P47 単細胞緑藻 Haematococcusは高等学校生物「環
境と生物の反応」に関する探究的な生徒実験に
使える
。片山智康・阿部晃一

ol 
Uコ



70 

口頭発表・ポスター発表要旨
A01 0設楽智文・. 村元京平軸・長谷井稔問. 野崎久義帥・)京

と系統

日本のぷ雪地域の雪W I{け時期に彩雪 という着色現象が積雪
表層に見られ，そ こには 1"-'数種類の微細H謀類，いわゆる雪
上藻類が優占 している。このような寒冷蹴境に生育する雪上
藻類のような植物を総称 して cryophytes といい， 1己|本を含
め世界中の高ILJ地域や極域で、その分布が報告されている。
本研究の現地調査は 2006年 4 月中旬"-'8 月上旬に山形県
の月 LLJ，鳥海IIJ，福島県の裏磐梯などの標高 1000 m 付近か
らさらに低地の森林の周辺で数回実施し， 雪上蕗類に関する
基礎的知見の集積に努めた。ここで、は主に黄雪( 緑雪にも混
在) の優占槌であ る黄金色部類 2 極について報告する。そ
れらはともに 1 0 μm 以下の単細胞で，出rn胞表面に 1"-' 4 個
の刺l状突起と 2本の不等長の鞭毛を持つ。この 2極は細胞の
サイズと腺状突起と含む制胞外形で識別できる。より 小型
の藻は 2"-'3μm の球形の紺|胞で利|胞壁はなく ，1  "-' 2  
黄色の葉緑体を持つ。一方より大型の部は約 1 0 μm の制!J包
で林状突起が発達し， 三角凹面体を呈する。両誌は室瓶では

察は新しい。そこで、低温室内で顕微鋭観察 し，小型の践を
O chromonas itoi と大型の誌を O chrom onas smithii と同定し
た。これらの 18Sr D NA の杭基配列の決定し，近縁の黄金色
藻類との系統関係を解析した。
(*山形大 ・理 ・生物，帥東大 ・院 ・生物科学，時 ( 株) ハセイ)

A 0 3  
へ )京鹿IY'J帥: 1  
微小管系の出J J i li羨式と分布

細胞分裂 ・紘分裂様式は，真核生物の系統進化を考える上で
重要な手掛かりを与えてくれる。しかし，紅色植物では研究例
が非前に少なく ，その手J 1卜かりを充分に利用できていない。そ
こで，我々は紅色他物の原始的なグループから着手し，広く 同
植物における出111胞・ 核分裂様式を調査する計画である。その端
緒としてロデラ綱の未記載極における出111胞周期を通した制JI包'H
格の挙動を，特に微小管系について， t九αチュープリン抗体，
抗 y チュープリン抗体を用いた|間接蛍光抗体法により追跡し，

の凝集は見られなかったが，分裂前W Jの剣11胞では，核の両極か
ら紡錘体微小管が染色体に向かつて{IIIび，その紡錘体極の仁11心

色体凝縮に伴い紡錘体への移行を思わせるように変化した。後
期には娘染色体の分自ffが始まるが，両極に集まった微小fid;はそ
れまでよりも収縮する傾向が見られた。このとき，娘染色体の
間には中間紡錘体は見られなかった。終WIに入ると細胞がくび
れ始め，微小包・はさらに収納した。細胞質分裂開始時になると，
再び微小管が仲長して くる。両極に局在した y チュープリンは
分裂終則まで見られた。以上の結果から，ここで用いた山政蛍
光抗体法は，紅色植物の創l IJI包・核分裂様式の解析に有効である
ことを確認した。単細胞性紅藻において， Ilitl接蛍光抗体法を川
いて y チュープリンの局在を確認した例はなく ， y チュープリ

伸長のt.!'l¥t，手としてはたらくことを示唆した。
(宇山形大 ・|涜. Jjjl・
生物)

A 0 2 高平花絵・.大江真司 神・加藤季夫時・!京医IY:J ・:微細H
構造と分子系統に基づく淡水産ラフィ ド藻類の分類

ラフィ ド藻類は 1 1科 8 属に分類され，そのうち 3
淡水産簡であり，海産種とは光合成色素組成の追い，及びピ
レノ イド ・収納胞の有無によって|明怖に識別できる。淡水産
種は出IHIJ包の大きさ，外形，あるいはミューコシス 卜の有無と
その分布様式，また収縮胞の形態など，光学顕微鋭レベルの
形態的特徴によって属 ・種が分瀕されてきた。一方， t自ー養株
はそのii'(ff立が葉ff しく，移転保存施設にもほとんど無いため，透
過型電子顕微鏡 (TEM) による微創I怖造観察や分子系統11刊行
もほとんど行われていない。従って，これまでの分類が系統
を反映しているかどうかの検証は未だ実施されていない。

G on.yostomum semen， G  
latum， G .  depressum および M erotricha bacillatαの梢益株を
確立し，透過型電子顕微鏡による制J!包観察と 18 S r D N A の取
基配列を決定し， データパンクに登録されている 凶cou/aria
virescens と海産極を合わせて系統樹を梢築した。その結巣，
G .latum とG. depressum の葉緑体にピレノイドが存在する
こと，および G onyostomum属が多系統となる ことが分かり，
同属の再定義と新属の提案を含めた分類体系の見直 しが必要
となった。
(*山形大・迎 ・生物， 料山形大 ・院 .J!1.工， 開園苧院大 ・文 ・
自然科学)

A 0 4 0帆111DE紀子* .  
藻の生溺1生態的特徴および分類学的考察

P orphyridium属は l個の星状架線体，埋没型のピレノイ
ドをもち，その種は色調と生育場所で識別されている。この
うち，赤い色調を呈する Porphyridium purpureu m は，熱;HJ
から冷市l;fi干の!J巴沃な土壊表面， 汽水，海水域に生育するコス
モポリタン極であるが，大型で、底生性の Peneroplis )，民有孔
虫の内部共生紅謀としても報告された (Lee 1990)。 しかし，
内部共生紅藻は，自 |羽生活型の P. purpureu m  ( U T E X  161 株 )
に比べて制胞外被が部しミという特徴を，単麓I音義株となった
後も{呆持することから，P. purpureu/'l1 とは遺伝的に分化して
いる可能性があると考えた。そこで本研究では，日本|主|内外
より採集した Peneroplis属有孔虫から，多くの内音11共生誌の
培養株を確立 し，形態観察と同時に，取分濃度に対する削殖
特性や光合成色素組成を分析した。その結果，形態には差が
見られなかったが，内部共生紅説と - f!illの海産 P. purpureu m  
は，いわゆる“真の P.purpureum" に比べ好塩性であること，
フィコシアニンの吸収波長域も高波長側へシフ トしているこ
とが明らかとなった。さらに， S S U  r D N A を用いた系統解
析では，有孔虫内部共生紅藻，および同様の生理生態的・ 系

purpureum"とは独立した単一クレードを形成した。したがっ
て，これらは P orphyridium屈の事Ir胞とすべきであるとの結
論を得た。



A05 0松崎素道掌・黒岩常祥軸・北潔開・野崎久義. . 貝類寄
生虫パーキンサスにおける藻類由来イソプレノイド生合成系

渦鞭毛藻とアピコンプレクサ類は互いに近縁でともに二次
共生色素体を持っているが，光合成性と寄生性という大きく
異なる生活型を示している。したがって色素体獲得とそれぞ
れの生活型への適応の経緯には興味が持たれている。とくに
アピコンプレクサ類の色素体の獲得の経緯や原虫内での機能
などが明らかになれば細胞内共生現象一般の理解も進むこと
が期待される。これまで我々は色素体のイソプレノイド合
成系である M E P経路の遺伝子を用いた系統解析に取り組ん
できた。今回は，アピコンプレクサと渦鞭毛藻の進化を論じ
る上で重要な位置を占める貝類寄生虫 Perkinsus marinusに
M E P経路の遺伝子を見出し解析を進めたので報告する。
T I G RのP. marinus暫定ゲノム配列に対する相同性検索に
より， M E P経路を構成する 7遺伝子のうち 6遺伝子をコー
ドするらしきコンティグが得られた。これに基づき設計した
プライマーを用い R A C E 法で 5 遺伝子について全長配列を
決定できた。いずれも系統解析で色素体型遺伝子であること
が示唆され，推定アミノ末端に小胞体経由の輸送を示唆する
シグナルペプチドおよび色素体への移行ペプチドと思われる
延長部位を持っていた。したがって P. marinusでは未だ色素
体の存在は知られていないものの，二次共生色素体またはそ
の痕跡オルガネラが存在しており，そこで M E P経路が機能
している可能性が考えられる。とくに色素体移行ペプチドは
既知の渦鞭毛藻のものと似た性格を持っていたことから，P.
m a l初 usの推定色素体は渦鞭毛藻のものと相同である可能性
が高い。
( 事東大・院・理・生物科学，輔立教大・理・生命理学，開東大・
院・医・生物医化学)

A07 0 山口愛果・河村裕・堀口健雄: 特異な形態をもっ
Protoperidinium の一種，P. bipesの系統的位置

Protoperidinium bipes は背腹方向に著しく扇圧された細
胞外形と 2本の長い後聴をもち，多様な細胞形態を示す
Protoperidiniumの中でも特異なことで知られている。さらに，
一般的な Protoperidinium は前帯板を 7 枚もつのに対し，本種
は6枚しかもたない。このように本種をはじめ，前帯板を 6
枚しかもたない種は Minusculum亜属に分類されている。一
方，本種を Minuscula bipes として別属に扱う研究者もいる。
本研究は分子系統学的な手法を用いて特異な形態をもっ p.
bipesの系統的位置を明らかにすることを目的とした。
北海道石狩湾と苫小牧湾から本種を複数個体採集し，光

学顕微鏡と蛍光顕微鏡による形態観察後，単細胞 P C R法
を用いて小サプユニット (SSU) リボソーマル R N A遺伝子
(rDNA)のほぼ全域と大サプユニット (LSU) r D N Aの部分
配列を決定した。得られた遺伝子配列に個体聞の変異は見ら
れなかった。この配列を用いて，最大節約法，近隣結合法，
最尤法による系統解析をおこない本種の系統的位置を推定し
た。その結果，本種は Protoperidinium属のタイプ種を含む
Protoperidinium節の種とともにクレードを形成することが示
された。このクレード内の分岐順序は解析方法によって異な
る結果を示し，本種が Protoperidinium節クレードの根本に位
置するのか，それとも Protoperidinium節クレード内に含まれ
るのかは推測できなかった。いずれにせよ，別属である可能
性も示唆されていた本種であるが，その系統的位置は明らか
にProtoperidinium属内に含まれることが判明した。さらに，
Protoperidinium亜属 Protoperidinium節の種と近縁であること
を示した今回の結果は，Minusculum亜属の妥当性を否定する
ものであった。
( 北大・院・理)
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A 0 6 0小池一彦' ・瀧下清貴軸・小槍山篤志間. 緒方武比古
醐: 渦鞭毛藻 Amylaxspp. におけるクリプト藻の細胞内共生

幾つかの渦鞭毛藻種においてクリプト藻を endosymbiont
として有する例が知られている。これらの場合，様々な共生
段階が見られるため，渦鞭毛藻における葉緑体の獲得~ 共生
進化の良いモデルとなっている。
我々はクリプト藻の endosymbiontを有する Amylax 属渦

鞭毛藻を発見し，その形態観察及び核・葉緑体 S S U r D N A  
解析を行った。 Amylax spp. は 2006年 5 月中旬に岩手県越
喜来湾に出現し，鎧板配列の観察から A. triacantha とA.
buxusであると同定された。両種とも，青色励起光下でクリ
プト藻葉緑体に特徴的な櫨色蛍光を発した。透過型電子顕微
鏡 (TEM) 観察において，葉緑体は 2"'3重のルースなチ
ラコイド構造をもち，各葉緑体は 1個の突出型ピレノイドを
伴った。葉緑体の周りにはクリプト藻由来のミトコンドリア，
ヌクレヲモルフおよび2 枚の葉緑体E Rが観察されたが，殆
どの場合クリプト藻の核は消化されていた。渦鞭毛藻とクリ
プト藻の細胞質の聞には，食胞膜やクリプト藻の細胞外皮は
なかった。核 S S U r D N A解析においては，A. triacantha と
A. buxusのそれは完全に一致し， Gonyaulacales クレード
内に位置した。葉緑体 S S U r D N A はクリプト藻 Teleaulax
amphioxeia および光合成性 Dinophysis spp. のものと一致
した。本結果は Gonyaulacales におけるクリプト藻由来の
kleptoplastidy を初めて示すものとして興味深い。
( * 広島大・院・生物園科学，制海洋研究開発機構，間北里大・
水産)

A08 0高野義人事. 山口晴生軸・坂本節子闇. 山口降生棉:
Chattonella globosa は Dicりlocha属だった! - C. globosa' 
Dicか'ocha属の分子系統学的研究ー

ラフィド藻 Chattonella globosa は，藻体が球形であり，不
等長の 2 本の鞭毛とピレノイドを欠く比較的小さな盤状
の葉緑体を持つことで，他の Chattonella と区別ができる。
C. globosa による漁業被害の報告はないが，実験的に他の
Chattone仰と同様の養殖魚への悪影響が確認されており，水
産業上注目される。これまで C. globosaの分子系統学的解析
は行われておらず，他の Chattonella との類縁関係は明らかで
はない。
まず， C. globosaの培養株 l株の確立に成功した。 L S U

r D N A部分配列を決定した結果，ディクティオカ藻網
の Dicη'ocha speculum の配列と最も相同性が高かった。
Dicη'ocha属は，特徴的な珪酸質の骨格を持つことでよく知
られているが，分子系統学的解析はほとんど行われておらず，
C. globωaの配列との十分な比較を行うことができない。そ
こで， C. globosa に加え，Dictyocha属 3種( 計 5変種) につ
いて，単細胞 P C R法を用いて SSU-ITS1-5.8S-ITS2-LSU 
(DI-D2) r D N A配列の決定を行った。
形態観察と分子系統解析の結果， 1) D N A配列が一致
することから， C. globosa は D. fibula var. stapediaの骨格
を持たない遊走細胞であること， 2) C. globosa (D. fibula 
V低 stapedia の骨格を持たない遊走細胞) と D. octonaria v低
pulchraの骨格を持たない遊走細胞は，非常によく似ている
が葉緑体の形態によって区別できること， 3) Dictyochaの
各変種は遺伝的にも分化していることから，それぞれを種と
して扱うことが妥当であること，が明らかとなった。
( * 長崎大・環東シナ海洋セ，輔高知大・農，棉瀬戸内水研)
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A09 0福田康弘・遠藤浩 :Beta-チュープリン及び HSP90遺
伝子によるヤコウチュウ (Noctiluca scintillans) の系統解析

これまで，渦鞭毛虫類の分子系統解析は様々な遺伝子を用
いて行われており，その結果，渦鞭毛虫がアルベオラータに
おいて胞子虫類と単系統をなし，オキシリスが最も祖先的な
渦鞭毛虫でとなる事が示唆されている。しかし，ヤコウチュ
ウを含めた渦鞭毛虫類の分子系統解析は， S S U  r D N A を用
いた解析しか行われていない。その系統解析では，ヤコウチュ
ウの系統的位置について進化的に全く異なる二つの位置が示
唆されている。すなわち，ヤコウチュウがオキシリスに次い
で祖先的な渦鞭毛虫の位置を占める場合と，進化的に新しい
系統とされる Gymnodinialesから分岐する場合である。今
回，我々はヤコウチュウの遊走子からゲノム D N A を抽出し，
Beta-tubulin遺伝子と HSP90遺伝子の塩基配列を決定，分
子系統解析を行った。その結果，ヤコウチュウはオキシリス
に次いで分岐し，祖先的な渦鞭毛虫である可能性が高く支持
された。そこで，このヤコウチュウが祖先的な渦鞭毛虫であ
るとする立場から，ヤコウチュウの遊走子の形態と渦鞭毛虫
の祖先が持っていたと想定される形質との比較から，渦鞭毛
虫の初期進化について考察する。
( 金沢大・院・自然科学)

All 0宍戸雄太事. 工藤倉ド・原慶明神: パラオ海水湖のタコ
クラゲ( 湖外・湖内集団) に共生する Symbiodiniumの遺伝
的多様性

パラオ諸島には約 l万年前に形成されたと推測されてい
る海水湖が約 80個存在する。これらの海水湖に生息する海
産生物はこの間地理的，生殖的に外海から隔離され，固有進
化をしてきたと考えられている。これら海水湖に生息する海
洋生物が実際に固有進化をしているかどうかを分子遺伝学的
に明らかにすることを目的として，一連の調査・研究を進め
ている。今回対象とする生物は既に海水湖で、固有進化した
ことが判明しているタコクラゲの l種 (Mastigas sp.) に共
生する渦鞭毛藻 Symbiodiniumであり，共生藻も固有進化し
ているか，海水湖内外個体聞での遺伝的差異の検出を試み
た。渦鞭毛藻類は他の真核生物には見られない多くの特徴が
見られ，その 1つは葉緑体関連の個々の遺伝子がミニサー
クル D N A と呼ばれる 2-3kbpのサイズで存在することであ
る。以前の研究で，Symbiodiniumのミニサークル D N A は
マルチコピーを有するものの，その非コード領域には種以下
分類群の系統解析に好適な進化速度を持つ塩基配列が存在す
ると指摘されている。本研究はそれにならって葉緑体遺伝子
psbA のミニサークル D N A を分子マーカーとしてその有用
性を検討するとともにパラオ海水湖聞を含めた海水湖内外の
タコクラゲ集団に共生する藻の遺伝的多様性を調査した。
( * 山形大・院・理工，神山形大・理・生物)

AIO 0 山口晴代・甲斐厚・中山剛・井上勲: 和歌山産新規渦
鞭毛藻の盗葉緑体に関する研究

渦鞭毛藻の多くは，ぺリディニン型葉緑体を持つが，幾つ
かの種は，それとは起源の異なる盗葉緑体( クレプトクロ
ロプラスト) を持っている。盗葉緑体とは，葉緑体として
一時的に利用される共生真核藻類で，Amphidinium latumや
Gymnodinium acidotum などはクリプト藻を盗葉緑体として利
用している。今回，我々は和歌山県の海岸から青緑色の盗葉
緑体を持った新規渦鞭毛蕗を発見した。そこで本研究では，
本譲の形態・分子形質を調べると共に，その盗葉緑体の起源
や葉緑体化への移行の程度を考察することを目的とした。
本藻は，無殻で上錘が下錘より小さいことから広義の

Amphidinium属に含まれるが，上錘は左に偏向しておらず，
ほぽ左右対称である点、で狭義の Amphidinium属とは異なり，
18S r D N A による分子系統解析からは狭義の Gymnodinium
属とクレードを形成した。また，走査型電子顕微鏡観察の結
果，本蔀は狭義の Gymnodinium属の特徴である反時計回りの
apical groove を持っていた。これらの結果より，本謀は狭
義の Gymnodinium属に近縁であることが示唆された。さらに
葉緑体コードの 16S r D N A及び psbA による分子系統解析の
結果，本藻の盗葉緑体遺伝子配列はクリプト藻 Chroomonas
属の中に位置した。加えて透過型電子顕微鏡観察の結果，ピ
レノイドに Chroomonas属に見られるチラコイド膜の陥入が
見られたが，Chroomonas属は葉緑体 l個につき，ピレノイ
ドが I個であるのに対して，本藻は葉緑体 l個に対し，複数
のピレノイドが観察された。
以上の結果より，本藻は新規の盗葉緑体を持った渦鞭毛藻
で，その盗葉緑体の葉緑体化への移行段階は A.latumのそれ
より進んだものと示唆される。
( 筑波大・院・生命環境)

A12 0神川龍馬車. 稲垣祐司ぺ左子芳彦事: 従属栄養性渦鞭
毛藻 Crypthecodinium cohnii におけるプラスチド atpB遺伝
子

渦鞭毛藻には光合成を行う種と従属性または寄生性の種が
存在する。ほとんどの光合成種はカロテノイド系色素として
ぺリディニンタイプの色素を持つ。ペリディニンタイプの渦
鞭毛藻の色素体ゲノムは 2 kbから 3 kb ほどの環状 D N Aで
あり，それぞれO から 3 遺伝子をコードしている。一方，従
属栄養や寄生性の渦鞭毛謀はもとは色素体を持っていたが，
それぞれ水平的に欠失させたと考えられている。しかし，も
ともと持っていた色素体がどのようなタイプであったかは知
られていない。
著者らは，従属性渦鞭毛藻 Crypthecodinium cohnii D N A  
を用いた P C R により得られた断片についてシーケンスを行
い，プラスチド A T P合成酵素 beta chain (atpB) 遺伝子を得
ることに成功した。 atpBのアミノ酸配列を用いて系統解析
を行った結果，Amphidinium operculatum等のぺリデイニン
タイプの渦鞭毛藻と単系統群を形成したため， C. cohnii はも
ともとぺリディニンタイプの光合成渦鞭毛藻であり，進化の
過程で従属栄養性へ移行したと考えられた。今後，本遺伝子
の発現の確認およびコードされているゲノム構造について詳
細に解析する予定である。
( 命京大・院・農，神筑波大・院・生命環境)



A13 D佐藤晋也 * . 田中次郎幹・南雲保醐. Linda K. Medlin* :  
無縦溝珪藻の系統と進化

珪藻の分類体系はこれまで主に被殻形態の特徴に基づき中
心類と羽状類に大別されてきた。このうち羽状珪藻はさらに
縦溝の有無で有縦溝珪藻と無縦溝珪藻とに分けられている。
このうち無縦溝珪藻は従来の 18S r D N Aの系統解析では多
くの場合側系統となり，内部クレードの分岐順序も解析方法
によりかなり異なる。本研究はこの無縦溝珪藻に焦点を当て，
その系統進化を明らかにすることを目的として行われた。
無縦溝珪藻を大幅に追加した 18S r D N A系統解析に加え
28S r D N Aの部分配列と複数の葉緑体遺伝子について系統解
析を行った結果，いかなる解析でも強く支持される幾つかの
クレードが認識された。これらのクレードは従来の分類体系
とはかなりの不一致がみられたが，生育環境や群体形状など
の生態的特徴により支持された。ただクレード聞の系統関係
については未だ明確な結果は得られておらず，今後のより詳
細な解析を必要とする。
さらにこれらの進化について考察するため，塩基配列及び

化石情報を用い分岐年代推定を行ったのでこの結果について
も報告する。
ドドイツ・アルフレッドウェゲナー研究所・生物海洋，神海
洋大・藻類，榊日歯大・生物)

A15 D 城川祐香* ・真山茂樹軸: 中心珪藻 Cyclotella
meneghiniana培養株における海水濃度変化によって誘発さ
れる有基突起の数の変化

淡水域から汽水域まで広域に出現する中心珪藻 Cyclotella
meneghiniana Kutzing は，中心域に通常 1"'3個程度の有
基突起( 粘液糸を放出する殻器官) を持つ。本種を淡水の池
と川の汽水域からそれぞれ単離し，淡水培地( 5倍希釈の
B B M培地) にてクローン培養したところ，増殖後の株には
中心域に I個の有基突起をもっ個体が9 割程度観察された。
この株を用いて淡水培地に，海水培地 (f/2培地) を加えて
培養したところ，海水培地の割合が増えるにつれ，中心域の
有基突起の数が多い個体の割合が，実験前に比べて増加した。
その後，この個体群を再び淡水培地に戻して培養したところ，
中心域の有基突起の数が少ない個体の割合が増加した。また，
シリカ濃度を上昇させた場合にも中心域の有基突起の数が多
い個体の増加がみられた。
淡水培地にスクロースを添加し，海水培地を混合した場合
と同じ浸透圧に培地を調整し，培養実験をしたところ浸透圧
が上昇するにつれ，中心域の有基突起の数が多い個体の割合
が増加した。これにより中心域の有基突起の数の変異が，浸
透圧の変化により誘発される可能性が示唆された。
本実験では，すべてクローン培養した個体を用いているに
もかかわらず，中央域の有基突起の数は個体により 0 - 4個
の範囲で変異することから，その数は遺伝的に緩く決定され
ているということが示唆される。また，その数の制御には，
塩濃度や浸透圧の変化が関与していることが示唆された。
( 本東学大・院・生物，韓東学大・生物)
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A 1 4 石井織葉事. 真山茂樹* ・出井雅彦. . . 本邦の強酸性水
域に出現する羽状珪藻 Pinnularia種の分布と分子系統

Pinnularia acidojaponica は，産地の異なる個体群間で幅
広い形態変異が認められることが知られているが，従来それ
は種内変異として扱われてきた。しかし，形態のわずかに異
なる個体群の系統関係は，未だ明らかにされていない。本研
究は，形態的に本種および本種の類似種と同定された 19個
体群について， 18S r D N A， rbcL， ITS領域の塩基配列を用
いて系統関係の解明を試みた。
解析の結果，これらの個体群は，P. acidojaponica， P. 

valdetolerans，および P. sp. の 3つのクレードに分けられた。
この系統関係は，形態的特徴および生育地の別により支持さ
れるものであった。また，P. acidojaponica と同定される 14
個体群は単系統群の中で緊密な系統関係にあることが示され
た。これらの個体群聞で見られるわずかな形態的差異は，地
理的隔離により生じた多様性の表れと考えられた。
P. negoroiおよび P. paralange-bertalotii は，恐山の強酸
性水域から報告された種である。これら両種と同地から単離
した P. acidojaponocaの塩基配列を比較した結果， 3つの
D N A領域で最大 l塩基の違いしか見られなかった。また，
S E M観察から，前 2 種が P. acidojaponica に特有の short
segmental band を持つことも明らかになった。今後， 3珪
藻の種同一性および形態多型について検討が必要である。
( * 東学大・生物，神文教大・教育・生物)

A 1 6 出井雅彦: 羽状珪藻の増大胞子に見られる鱗片について

珪藻は一般には有性生殖によって増大胞子を作り細胞サイ
ズの回復を行う。この増大胞子は，有機物の被いの他に珪酸
質の鱗片やぺリゾニウムと呼ばれる構造物によっても被われ
ている。鱗片は基本的には小型で、放射状の模様を持った構造
物で，中心珪藻の増大胞子には普遍的に見られる。しかし，
縦溝珪藻ではほとんど知られていない。プロペリゾニウムま
たはぺリゾニウムは帯状の構造物で，中心珪藻でも羽状珪藻
でも見られる。それ故，これらの構造物の有無や構造の違い
が系統を考える一つの手掛かりとされてきた。
演者は様々な珪藻の増大胞子を観察した結果，これまでほ
とんど鱗片の存在が知られていない羽状珪藻の増大胞子にも
鱗片が存在することを見いだした。今回は，羽状珪諜双縦溝
類の Pinnularia，Diploneis， Trachyneis， Amphora等の増
大胞子に見られた鱗片について報告する。これらの鱗片は完
成した増大胞子の両極に見られた。これは，球形の接合子の
段階で作られていた鱗片が， 2極的に伸長した増大胞子の両
端に残されたと推論出来る。かつて，Diploneisの 1種の接
合子が多数の鱗片で被われている事実を発見し，羽状珪藻で
も球形をした接合子は鱗片で被われているとの仮説を立てた
が，その他の羽状珪藻の増大胞子に鱗片を見つけることが出
来なかった。全ての羽状珪藻の接合子が鱗片で被われている
とは言えないが，鱗片が今まで考えられている以上に普遍的
な存在であることが今回の観察で裏付けられた。
( 文教大・教育・生物)
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Al7 (j石井健一良s• . 岩滝光儀幹・松岡数充へ今井一郎事: 中
心目珪藻 Chaetoceros休眠胞子の形態に基づく同定の試み

中心目珪藻 Chaetoceros属は， 200種以上の現生種を包含
する主要な属である。本属は生活史の中で休眠胞子と呼ばれ
る耐久細胞を形成する種が多い。休眠胞子は当該種の生活史
を知る上で重要な細胞であるが，これまで形態学的な研究が
少ないため，休眠胞子の形態から種を同定するのは困難で、あ
る。本研究では，沿岸域に生息する Chaetoceros属について
休眠胞子の形態L 栄養細胞との対応関係を明らかにし，各
種の同定基準を検討した。
観察試料は， 2004年 4 月から 2006年 1月に長崎県沿岸

域において，海水，海底堆積物，及び海中沈降物の採取によっ
て得た。水柱に出現する休眠胞子はしばしば栄養細胞の殻を
残しており，対応関係を知ることができた。また，海底堆積
物中の休眠胞子は，室内培養条件下で発芽させて種の同定を
行った。
観察の結果， 20種の Chaetoceros属休眠胞子の出現を確

認できた。これら休眠胞子の形態は，種により大きく異なっ
た。特に細胞表面にある装飾物は，種同定の重要な形態要素
となる。また，近年の化石研究で発見された本属休眠胞子の
穿孔列と呼ばれる構造が，現生種でも確認された。この穿孔
列は細胞の上下方向を決定する構造で，同定の際に極めて重
要な基質である。今回，休眠胞子の形態形質から種同定が可
能になったことにより，本属の生態学的な調査研究に貢献す
ると考えられる。今後，さらに未同定の休眠胞子の形態と栄
養細胞との対応関係を明らかにすることが重要で、ある。
( 地京大・院・農，柿長崎大・環東シナ海セ)

Al9 0植木知佳本. 長里千香子町本村泰三 h 嵯峨直↑亙事:ス
サビノリ (Porphyra yezoensis Ueda) の造精器形成ならび
に核分裂に関する微細構造学的研究

アマノリ属植物の葉状配偶体に形成される造精器では，精
子形成過程において一連の核分裂，葉緑体の退化などが進行
する。本研究では，スサビノリ配偶体における造精器の形成
過程について光学顕微鏡ならびに急速凍結置換法を用いた透
過型電子顕微鏡観察を行った。
造精器形成初期における間期核には球形の核小体が 1個存
在しており，ヘテロクロマチンが全体的に見られた。ポーラー
リング (PR) は核膜上に 1個観察された。 P R は2個のリン
グが上下に圧着して積み重なった形態であった。前期に既存
の P R付近にもう 1個が出現し，将来の極に移動した。その
後，核の中央に向かつて P Rの直下の核膜が陥入した。核分
裂期の進行に伴い，その窪みは更に深く，核の中央部分で膨
潤するようになった。 P Rの上下 2個のリングは，前期まで
は圧着していたが前中期になると上部のリングが離れ始め，
P Rの“ずれ" が観察されるようになった。中期では P Rの“ず
れ" は更に顕著になり，下部のリングも核膜から離れていた。
2個の娘核の移動後，クロマチンの脱凝縮が起こった。 P R
は娘核上に l個観察され，前中期からの“ずれ" は見られず
上下 2個のリングは圧着していた。葉緑体は細胞の中央に位
置することで細胞質分裂の際に分断された。また，分裂極付
近には繊維状の物質が充満した小胞が見られた。それらがゴ
ルジ体由来の小胞の融合によって形成され，大型化していく
過程が観察された。
( * 北大・院・水産，神北大・フィールド科学セ)

Al8 ( 垣添奈月本. 雪吹直史帥・瀧下清貴田. 稲垣祐司 h 丸
山正榊: 相模湾コールドシープの堆積物中における真核微生
物の遺伝的多様性

近年，環境サンプル中に存在する真核生物の r D N A を指
標とした培養を介さない多様性解析( 環境クローン解析) に
よって，環境中における真核( 微) 生物の驚くべき多様性が
明らかとなりつつある。しかしそれでも従来の環境クローン
解析では，真核性微生物の多様性を実際より低く見積もって
しまっている可能性が示唆されている。そこで本研究では，
相模湾コールドシープ( 冷水湧出域) で採取した堆積物サン
プルだけではなく，そのサンプルを用いた 2種類の組培養サ
ンフ。ル( 計 3種類) における真核性 r D N Aの多様性を解析
した。その結果，堆積物サンプルから得た r D N A クローン
の過半数は担子菌のc ，ツ'Ptococcus curvatus由来であり，そ
の他には Apicomplexa，Ichthyosporea， Phytomyxeaのよ
うな寄生性真核生物由来のものも見られた。一方，一つの培
養サンフ。ルからは補食性ストラメノパイル由来の配列が比較
的多く得られ，もう一つの培養サンプルからは，以前に深海
熱水噴出孔で検出されたエクスカベート由来の配列が圧倒的
に多く得られた。これらの配列は培養を介していない堆積物
サンプルからは検出されなかったことから，通常の環境サン
フ。ルだけでなく，その培養サンフ。ルも同時に解析することに
よって，環境中に存在する真核性微生物の多様性をより正確
に把握できるものと思われる。
ド日大・生物資源，輔筑波大・院・生命環境，時海洋研究開
発機構)

A 2 0 0長里千香子・本村泰三: 褐藻ヒパマタ，エゾイシゲの
細胞質分裂時の微細構造観察

塙藩植物ヒパマタ (Fucus distichus)，エゾベシゲ (Silvetia
babingtonii) の接合子は，仮根伸長，核分裂，細胞質分裂と
いった発生過程がほぼ同調的に進行する。細胞質分裂は仮根
伸長方向に対して垂直に起こる不等分裂であり，細胞質分裂
の結果生じた娘細胞は互いに異なる細胞運命( 葉状細胞，仮
根細胞) をたどることが知られている。ヒパマタ，エゾイシ
ゲの接合子は，仮根形成時の極性発現の実験モデルとして古
くから研究されてきており，核分裂と不等分裂についての研
究も盛んに行われているが，不等分裂の際の 2つの娘細胞を
仕切る細胞質分裂がどのように進行するのかは明らかにされ
ていなかった。
本研究では，急速凍結置換法を用いて電子顕微鏡試料を作
製し，ヒパマタ，エゾイシゲ接合子の細胞質分裂過程の詳細
について微細構造観察を行なった。その結果，核分裂前から
核周辺に発達していた粗面小胞体が，核分裂終了後は娘核の
周辺とともに二つの娘核の聞にも発達し，新しい細胞の仕切
りである隔膜の形成に関与していることが明らかになった c

他の褐藻植物における細胞質分裂と同様に， ヒパマタ，エゾ
イシゲの細胞質分裂は，ゴルジ由来の小胞と平板小胞が融合
しながら伸展し，親細胞の細胞膜へ到達することが確認され
た。また，これまで、不明だった平板小胞の由来が，今回の観
察によって小胞体で、ある可能性が強く示唆された。さらに，
阻害剤( latrunculin B) 投与により，アクチンフィラメント
の細胞質分裂への関与を考察する。
( 北大・フィールド科学セ)



A21 0峯一朗 *. 尾里博和 h 奥田一雄・: 緑藻ハネモの先端
成長部位形成と原形質流動

先端成長は多くの生物にみられる典型的な局所的細胞成長
様式であり，その成長の局在化に細胞骨格に基づく細胞長軸
方向の原形質流動が必要であると考えられている。本研究で
は，先端成長細胞の形態形成過程における原形質流動の役割
を明らかにするために，先端成長を行う主軸と多数の側枝か
らなる多核緑藻ハネモ配偶体を用い，新たな先端成長部位が
出現する側枝の形成過程と，プロトプラストから再生した細
胞( 小球体) が成長し始める過程における原形質流動と微小
管細胞骨格の変化を調べた。
主軸先端から下方に位置する円簡形の細胞部分において，
細胞の周縁に分布する原形質層に含まれる葉緑体は主軸の
軸方向に沿って上下に流動していた。また，主軸の原形質層
には，軸方向に配列する微小管が観察された。側枝は主軸先
端からすぐ下方の側面に細胞表面の隆起として形成され始め
るが，このとき主軸の葉緑体の上下流動は変化がなく，主軸
の微小管は原形質突出部においても連続して軸方向へ配列し
た。その後，側枝の伸長が進むと，側枝の軸方向に沿って葉
緑体流動が起こり，併せて微小管も軸方向に配列するように
なった。小球体が主軸を形成するために新たな成長部位を隆
起させるときに，微小管は隆起した成長部位に向かつて求心
的に配列したが，葉緑体の流動は細胞が伸長し円筒形の主軸
が形成された後に開始した。本藻における新たな成長部位の
形成は，細胞の広範囲にわたる葉緑体流動を必要とせず，む
しろ細胞局所における細胞内構造の変化と原形質の運動が関
係している可能性がある。
( * 高知大・院・黒潮圏，帥高知大・理・生物科学)

A 2 3 0木村圭' ・長里千香子ぺ小亀一弘醐. 本村泰三帥: カ
ヤモノリ (Scytosiphon lomentaria) における受精後の雌雄
配偶子由来ミトコンドリアの挙動

褐藻カヤモノリ( 同型配偶子接合) の受精時における葉緑
体，ミトコンドリアの細胞質遺伝については，雌雄配偶子の
遺伝子型が異なる株をかけ合わせ，その接合子の遺伝子型を
調べる方法によって解析されてきた。その結果は，葉緑体は
両性配偶子由来であり， ミトコンドリアは雌性配偶子由来
であることを示した。葉緑体の両性遺伝が形態学的にも裏付
けされているのに対して， ミトコンドリアの母性遺伝を示す
ような雄由来のミトコンドリアの消失像等は確認されていな
い。本研究では，雄ミトコンドリア D N A (mtDNA) だけ
を選択的に消化する機構の解明と，雄 m tDN Aが消失する時
間を特定する目的で以下の実験を行った。まず，雄 m t D N A
の消失に関しては， m tDN Aの選択的メチル化が関与してい
るかどうかを Bisulfite 法を用いて比較解析した。その結果
は，雌雄で m tDN Aのメチル化に大きな差が見られない可能
性を示唆するものであった。次に，雄 m t D N Aの消失時間の
特定に関しては，雌雄配偶子で遺伝子型の異なる株を受精さ
せ，発生のどの段階まで，雄 m t D N Aが検出されるのか単
細胞 P C R法を用いて解析を行った。その結果は，受精後 48
時間経過し，既に 2細胞になっているサンプルからも雄の
m tDN Aが検出され，雄 m t D N Aの消失が 2細胞期以降に行
われていることを示唆するものであった。現在は， 2細胞期
以降のどの段階で雄 m t D N Aの消失が行われているのかを解
析するとともに，受精後のミトコンドリアの挙動について観
察を行っている。
( ・北大・院・環境科学，軸北大・フィールド科学セ，間北大・
院・理)
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A 2 2 0茂木祐子・. 加賀美弥生' ・新井達事. 桑野和可軸・宮村
新一間. 南雲保問・河野重行事: 雌雄配偶子の眼点と接合装
置の性的非対称性とオルガネラ遺伝様式

緑藻ヒラアオノリ (Ulva compressa)の配偶子は， 2本の鞭
毛， 1つの眼点をもっ涙滴型で，異なる交配型聞でわずかに
大小がある。緑藻の雌雄は細胞サイズで定義されてきた。し
かし，鞭毛根に対して接合装置と眼点の位置が雌雄で異なる
ことが見いだされており，雌雄の新たな指標になると考えら
れている。
本研究では，鞭毛恨に対する接合装置と眼点の位置関係に
よる雌雄判別を容易にするため，ヒラアオノリの接合装置を
F E・S E Mで観察する方法を検討した。従来の臨界点乾燥法
に適度な乾燥ストレスを加えると，配偶子表層に円形の構造
が観察できるようになる。この構造は， M G E C - I 株の配偶
子( 雌) では眼点側に， M G E C - 2株の配偶子( 雄) では眼点
と逆側に観察された。凍結乾燥すると雌の円形構造には突起
物が観察されることもわかった。雌雄配偶子の接合は円形構
造の位置で起こり，そこにはやや肥厚した細胞膜と直下に多
数の頼粒があることが確かめられ，これがヒラアオノリの接
合装置であることがわかる。鞭毛根に対する接合装置と眼点
の配向を，連続切片法による三次元立体構築で確かめた。眼
点は常に左鞭毛根 (2S) の先端側にあり，雌の接合装置は右
鞭毛根( ld)の根元に，雌の接合装置は右鞭毛根 (2d)の根元
にあることが確かめられた。一方，オルガネラ D N Aの多型
を用いて，葉緑体とミトコンドリアの遺伝様式をヒラアオノ
リの雌雄性という観点から調べている。
( * 東大・院・新領域，神長崎大・院・生産科学，叫筑波大・院・
生命環境，同日歯大・生物)

A 2 4 0野水美奈' ・松永茂軸・井上勲牟: 水表性黄金色藻
Chromophyton rosano.がi (ヒカリモ) に見られる光反射の研
究

淡水性単細胞藻類ヒカリモは，水中を泳ぐだけでなく，水
面に立ち，空気中に出ることができる。水面のヒカリモは層
構造で包まれた細胞塊を形成し，光を強く反射させるため，
大発生すると水面が黄金色に輝いて見える。細胞内に入射し
た光が反光源側にある黄色い半球状の葉緑体を通過した後，
細胞質と空気の境界面で反射して光源側に戻るため，黄色に
輝いて見えると考えられてきた。しかし科学的なデータは少
なし光条件によって色が黄色から白色に変化するなど，単
なる細胞後端での反射だけでは説明できない現象も知られて
おり，反射のしくみについては謎が多い。
反射光の性質を調べるため，水面のヒカリモに白色の平行
光を照射し，入射方向に近い位置から反射光のスペクトルを
測定した。水面のヒカリモが黄色に見える時と白色に見える
時の反射スペクトルを比較すると，前者は後者よりも葉緑体
の吸収する波長の反射強度が小さく，色の変化は葉緑体によ
る吸収量の変化が原因であることが示唆された。さらに蛍光
顕微鏡による葉緑体自家蛍光観察から，葉緑体は弱光照射時
( 黄色に見える時) には反光源側に位置し，強光照射時( 白
色に見える時) には光源側に位置することがわかった。ヒカ
リモの細胞はほぼ球形であり，入射光はレンズ効果により反
光源側に集まると考えられる。弱光時はより多くの光を吸収
するように，強光時は光から逃げるように葉緑体の位置が変
化し，これによりヒカリモの色が変化すると考えられる。
( * 筑波大・院・生命環境，輔総研大・葉山高等研)
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A25 0周藤靖雄場・大谷修司輔 :Cephαleuros属気生藻( 緑藻)
配偶子・遊走子の観察

2003 '" 2006年，島根県松江市において各種樹木生葉上
で採集した Cephaleuros 属藻のモルフォタイプ 5種類につい
て，配偶子と遊走子の形成量と時期を調査し，形態と構造を
観察した。配偶子はいずれのタイプでも多量形成された。遊
走子は Cephaleuros (2) では多量に形成されたが， (1)と (4)
では少量であり， (3) と (5) では遊走子のうの形成がまれで
遊走子は観察できなかった。配偶子は (3) では 3 月下旬"'5
月下旬，他のタイプでは 4 月下旬"'7 月下旬に形成された。
遊走子は 6 月上旬"'8 月上旬に形成された。配偶子，遊走子
とも放出直後は細い紡錘形であるが，活発に遊泳して 2"'3
分経過すると幅広い紡錘形~ 楕円形になる。配偶子の大きさ
は (5) が最も大きく 7.8'" 12.0 x  3.8"'7.0μm，ついてー (1)， 
(2) および (4) が大きく 6.0'" 9.8 x  3.5 "'5.5μm， (3) が最
も小さく 5.0'" 7.5 x  3.0'" 4.5μmo (1)， (2) および (4) の
遊走子はいずれのタイプも配偶子より大きしまたほぼ同じ
大きさで， 7.0'" 11.3 x  4.0 '" 7.0μm。べん毛は配偶子では
2本， 15 '" 2 2 μm。遊走子でははじめ 2本であるが，遊泳
中に先端から分かれて 4本になり， 17'" 2 2 μm。核は配偶子，
遊走子とも上方のべん毛基部下にあり，サフラニン O で暗
赤色に染まる。全長の 70'" 8 0 %下方には緑色の葉緑体と櫨
色のへマトクロームが楕円形の頼粒として詰まり，ルゴール
液で黒褐色に染まる。頼粒中にはアゾカーミン G で中心が
黒褐色点に染まり周辺白色のピレノイドと考えるものを認め
た。
( * 元島根林技セ，帥島根大・教育)

A27 野崎久義: 群体性ボルボックス目 Pleodorina starrii の
接合子の発芽

メスとオスは生物界で広く認められる性であり，配偶子が
大きくて運動能力がない( 卵) か，小さくて運動する( 精子)
かで決まる。単細胞生物等ではメスとオスの区別ができない
性( 同型配偶) も知られ，同じような配偶子が合体する。古
くから同型配偶の生物からオスとメスの性をもつものが進化
したと考えられていたが，これにかかわる遺伝子レベルの研
究は我々が研究する以前はまったくなかった。最近我々は，
性決定遺伝子が研究されている同型配偶のクラミドモナスに
近縁なメスとオスの性をもっ生物 Pleodorina starrii (Nozaki 
et al. 2006， J. Phyco1 . ) からオス特異的遺伝子 " O T O K O GI"
を発見した (Nozaki et al. 2006， CUIT. Bio1 . ) 。その結果，性
の原型はメスであり，オスは派生した性であると理解された。
しかし， P. starrii は継代培養で株を維持すると性発現能力が
減少するので長期間にわたる研究には不向きであった。従っ
て，性の研究を継続するには新たに自然界から株を分離する
か Fl を作製する必要があった。 2005 年の時点で 2001 年採
集・分離の株が多少性発現したので接合子が形成され，暗処
理の後 Fl 株を数株得た。現在 F2 株も得ている。また，こ
れまで明らかで、なかった本種の接合子の発芽も観察すること
ができた。発芽細胞が I個または 2個形成されるタイプであ
り，異形配偶/ 卵生殖のボルボックス科内の比較的末端の系
統を反映していた。
( 東大・院・理・生物科学)

A26 0 仲田崇志ホ・ Lothar Krienitz帥. 野崎久義* ・ Thomas
Proschold欄: 新属新種 Gungnir breviciliatum とヤリミドリ
属 (Chlorogonium) の分割

緑藻綱オオヒゲマワリ目には二鞭毛単細胞性で紡錘形の
細胞を持つ種が多数含まれている。これらの紡錘形の種は
伝統的にヤリミドリ属 (Chlorogonium)，コナミドリムシ
属 (Chlamydomonas)，Chloromonas 属などに含まれ，分
裂時の「原形質の回転」の有無やピレノイドの有無によって
区別されてきた。しかし分子系統解析からコナミドリムシ属
および Chloromonas 属が多系統性であることが示され，属
レベルの再定義が試みられている。ヤリミドリ属についても
単系統性が疑われており，分類の見直しが必要であった。今
回， ドイツで分離された紡錘形の二鞭毛単細胞性の緑藻類を
光学顕微鏡，電子顕微鏡を用いて観察したところ，ヤリミド
リ属とコナミドリムシ属の中間的な特徴を持つ新種である
ことが明らかになった。本種は紡錘形の細胞や，細胞表面
に収縮胞が散在する点ではヤリミドリ属に似るが，分裂時
に核や収縮胞などが再配置する点では，「原形質の回転」を
行うコナミドリムシ属に似る。分子系統解析からは，本種
が Chlorogonium neglectum およびカサキヤリミドリ( C .
kasakii) に近縁であることが示されたが，タイプ種である
C. euchlorum とは系統的に離れていた。この系統は，眼点
およびピレノイドの微細構造によっても区別されたため，
新属グングニル属 (Gungnir) として， ドイツ産の新種 G.
breviciliatum と共に独立させることを提案する。
( キ東大・院・理・生物科学，寸G B，Germany，同C C A P，
UK )  

A28 0番場彩子・林八寿子: ミトコンドリア遺伝子 C O X 1  
を用いた緑藻綱ボルボックス目 6種の分子系統解析

我々はこれまでに，緑藻綱 9種とトレボウキシア藻綱 4種
の計 13種についてミトコンドリア遺伝子 C O X 1を単離し，
ミトコンドリアの遺伝暗号変異や分子系統樹の結果から，各
藻類聞の近縁関係を明らかにしてきた。鞭毛装置の構造は，
緑藻類にとって有力な分類指標のひとつである。しかし，我々
がこれまでに解析した種は鞭毛構造が C W型または D O型
のものがほとんどであり， C C W型についてのデータは少
ない。そこで， C C W型の鞭毛装置を持つ H φlIomonas属
3種( H . conica， H. reticulata， H. sp.) と特殊な鞭毛基部
構造を持つ種が存在する Carteriα属 2種( c . obtusa， C. 
ceras扮rmis) および Pseudocarteria属 1種 (P. mucosα) 
の解析を行い，より広範な緑藻の系統関係について考察する
ことにした。 C O X 1解析の結果，この 6種のミトコンドリ
アには遺伝暗号変異はないことが明らかになった。また，得
られたデータをもとに近隣結合法による分子系統樹を作成し
た結果， C. obtusa は P. mucosa とぺアを組んで Volvocales
とクレードを作り， H φlIomonas属 3 種はさらにその外側
の， Volvocales では最も基部に位置した。特殊な鞭毛基部構
造を持つC . cerasiformis は， トレボウキシア藻綱の基部に
位置した。このことは， C. cerasiformisが他の Carteria属
と近縁でない可能性を示唆している。
( 新潟大・院・自然科学)



A 2 9 0植木紀子・西井一郎: トランスポゾンによる突然変異
体を用いたボルボックスの形態形成機構の研究

ボルボックスは約 2 千個の体細胞が球面上に並び，16個
の生殖細胞を内部に取り込んだ形をしている。生殖細胞は 11
回の細胞分裂を経て成体と同じ細胞数の匪になるが，成体と
比べて表裏が逆転している。その後，旺の一方の極に穴が聞
き，そこから順に細胞シートが外側へ反り返る inversion と
呼ばれる形態形成運動を行う。これにより旺の表裏が逆転し，
成体の形が完成する。我々はこれらの過程を多細胞生物の形
態形成のモデルとし，その分子機構を明らかにするため，形
態に異常を持つ突然変異体の解析を行っている。今回報告す
るInvB表現型では，細胞シートの変形が局所的に生じるの
みで表裏逆のまま成体になる。新規トランスポゾン Idaten
を用いた解析により，InvB株特異的に Idatenが挿入された
遺伝子 invBを同定した。 invBを含むゲノム断片を形質転換
すると形態異常を相補できることも確認した。 invB は糖ヌ
クレオチド輸送体の一種である膜タンパク質をコードしてお
り，酵母や高等植物の研究から，細胞質の糖ヌクレオチド( 糖
供与体) を糖鎖合成の場であるゴルジ内へ輸送する働きを持
つことが示唆された。糖鎖に関して，ボルボックス匪の細胞
表面の糖タンパク質をレクチンを用いて阻害すると細胞分裂
や inversion に異常が生じるという報告がある。これらのこ
とから，invBは細胞表面の糖タンパク質の糖鎖を介して形態
形成に働いているのではないかと考え，さらなる解析を進め
ている。
( 理研・フロンティア)

A31 0浜地貴志事. 西井一郎 h 野崎久義 .. 群体性ボルボッ
クス目 Gonium pectorale における性特異的遺伝子 G pM fD I
の解析

群体性ポルボックス目は，同型配偶から異型配偶/ 卵生
殖に至る進化を研究するためのモデル系統群である。 16
細胞群体性 Gonium pectoraleでは，+ 型/ ー型両方の交
配型の配偶子が両方向的接合突起を形成するのに対し，
Chlamydomonas reinhardtiiの配偶子は+ 型のみが片方向的
に接合突起を形成し，異型配偶化の前段階で片方向から両方
向へ突起の進化が推定されている。 C. reinhardtiiでは，「性
染色体領域J mating type (MT) locusが知られており，接合
突起に関連した性特異的遺伝子が局在している。我々は G.
pecωrale M T  locusのゲノム構造を明らかにし，接合突起の
両方向化にともなう M T locusの変化を解明することを目指
している。これまでに C. reinhardtiiでー型 M T locus上の性
決定遺伝子 CrMIDの G. pectoraleオーソログ (GpMID) を
報告した( 日本植物学会第 70回大会) 。今回，G p M I D配列
を起点とした inverse P C R によって， G. pectorale ・型ゲノ
ム上に， C. reinhardtiiの機能未知性特異的遺伝子 M fD I オー
ソログ (GpM fDI) を発見した。 G pM fD I は群体性ボルボッ
クス目において M I D以外で見出された初めての性特異的遺
伝子であり，一型のゲノムにシングルコピーでコードされて
おり，一型の交配型のみに遺伝した。m RN A量は配偶子特異
的に増大した。 B L A S T X によって，G pM fDl と核移行タン
パク質ファミリ- karyopherinlimportinの弱い相向性が見出
された。 G p M T D l はM T -配偶子で G p M I D またはその他
の因子を各へと運搬する機能に関与していることが考えられ
る。
( * 東大・院・理・生物科学，輔理研・フロンティア)
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A 3 0 0豊岡博子・石田浩一・西井一部: ボルボックス匪の形
態形成運動に必須な遺伝子 invD は細胞突起形成に関与する

ボルボックスは，球面状に並んだ約 2000個の体細胞から
なる一層の細胞シートと，それに内包される 16個の生殖細
胞から構成される。生殖細胞が分裂して形成された球状の臨
では，生殖細胞は球体の外側に，体細胞の鞭毛は球体の内側
に生じ，成体と逆の体制をとっている。その後，匪の一方の
極にできる開口部から細胞シートが順々に外側へ屈曲して最
終的に表裏が完全に反転する運動 (inversion) を経て成体と
なる。 inversionは，多細胞生物の形態形成運動の研究に非
常に適したモデルであり，我々はその分子メカニズムの解明
を目的として研究を行っている。今回我々は， inversion欠
損突然変異株から，未知のタンパク質をコードする新規遺伝
子 invDにトランスポゾン Idatenが挿入されている株を 4 系
統単離した。これまでの研究から，細胞シートの屈曲部位付
近では，細胞が伸長して突起を形成し( 突起形成)，細胞を
連結している原形質連絡に対して細胞が移動した結果，連結
部位が細胞中央部から突起先端部へ移動する( 細胞移動) こ
とが知られている。ビデオ顕微鏡と間接蛍光抗体法による観
察から，invD変異株では，細胞移動は正常に起こるが，突
起形成に異常があることが分かつた。したがって，invDは
この細胞形態変化を制御することで inversion に機能するこ
とが示唆された。
( 理研・フロンティア)

A 3 2 0大田修平' ・石田健一郎幹: ピコプランクトンサイズの
新規クロララクニオン藻 R C C 3 6 5株の形態，微細構造およ
び分類上の位置

ピコプランクトンサイズの真核藻類は，緑色植物門，不等
毛植物門，ハプト植物門など，さまざまな分類群に存在して
いる。今回，ピコプランクトンサイズのクロララクニオン藻
(RCC365株) が初めて発見されたので，その形態，微細構
造および分類上の位置について報告する。
RCC365株は地中海の海洋表層水より分離されたクロララ
クニオン藻で，通常，細胞壁および鞭毛を持たない球状細胞
が栄養状態であったが， 1本鞭毛を持った細胞も時々観察さ
れた。いずれの細胞も平均直径は約 3 μmであり，既知のク
ロララクニオン藻の中では最も小さかった。観察の結果，核
および葉緑体はそれぞれ l個，細胞周縁部に存在し，また，
ミトコンドリアは複数個，葉緑体を挟むように位置している
ことが判明した。葉緑体の立体形状は杯状で，ヌクレオモル
フは葉緑体の凹部周辺の葉緑体周縁区画内に存在した。また，
連続切片観察により，本藻はピレノイドを完全に欠いてい
ることが判明した。本藻の系統的位置を推定するため，18S 
r D N A配列による系統解析を行なったところ，クロララクニ
オン植物門における既知の主要クレードには含まれないこと
が示唆されたが，本藻の正確な系統的位置の決定には至らな
かった。この分子データに加え，本藻は，葉緑体が杯状で，
ピレノイドを欠くという，既知の属には見られない形態的特
徴を持っていることなどを合わせて考えると，本藻をクロラ
ラクニオン植物門の新属新種として位置付けるのが妥当であ
る。
( 準金沢大・院・自然科学，樟筑波大・院・生命環境)
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A33 須田彰一郎: 南西諸島沿岸域より分離されたプラシノ藻
Pyramimonas aurea とその近縁種について

Pyramimonas aurea は，海洋バイオテクノロジー研究所
の保存株 MBIC10862 をもとに 2004年に新種記載された
(Suda 2004)。細胞の側面観は，ピラミッド形か倒卵形で，

長鞭毛は前端部の窪みから生じ，細胞長の約1 .5倍の長さで
ある。カップ型葉緑体は一枚で， 4枚の裂片状となり，裂片
の間隙と細胞前端部にはプンクタと呼ばれる小胞が数多く存
在する。細胞により粘液胞状の小胞を多数有する。培養藻体
の色調は黄緑色を帯びたオレンジから褐色で，培養器の底部
付近での増殖が認められたことで，底棲性であると考えられ
ている。これらの特徴により，本種は既知の Pyramimonas
属種の中で Punctatae 亜属に属す P. muc俳ra に形態的に最
も近縁であると考えられている。しかしながら，分子系統解
析は，Punctatae亜属の基準種である P. olivacea とP. aurea 
が単系統にならないことを示し，Punctatae頭属の成立が疑
問視されている (Suda 2004)。
本報告では，西表島や沖縄島本島各地から分離培養に成功
した多数の P.olivacea に近縁な未記載種株と P. aurea株な
らびに近縁の未記載種株を用い，形態ならびに分子データか
ら，プンクタを持つことで設立された Punctatae亜属につい
て論議し，本亜属がピレノイドの形態で少なくとも 2系統に
分けられることを示す。
( 琉球大・理・海洋自然)

*  . 河地正仲判・井上勲* . 新規ディクティオカ
藻 Florenciella uniflagellataの分類とデイクティオカ藻の進
化

ディクティオカ藻綱は不等毛植物門に属する藻類群の lつ
であり，ディクティオカ類，シリオフリス類，ペディネラ類
を含んで、いる。近年の環境 D N Aの調査から，ディクティオ
カ藻類は海洋に普遍的に存在することが示されているが，分
類学的な調査は未だ不十分で、あり，多くの未記載種があるも
のと予想される。今回，沖縄県瀬底のサンプルからペディネ
ラ類に似た微細藻類の培養株を得たので，光学・電子顕微
鏡観察および分子系統解析を行い，本藻の分類学的検討を
行った。本藻は直径 2・4 μm程であり，細胞頂端から生じる
I本の鞭毛を有していた。鞭毛には管状マスチゴネマと翼状
構造が観察された。黄褐色の葉緑体が4 個，細胞中央の核を
取り囲むように位置していた。細胞前方にはゴルジ体とミト
コンドリアが存在した。また細胞後端にはペディネラ類のも
のに似た柄状構造が見られた。形態的にはペディネラ類に
似た特徴が多く見られたが， 18S r D N A 塩基配列に基づく
系統解析の結果，本藻は原始的なディクティオカ藻である
Florenciella parvula に近縁であることが示された。両者は
鞭毛数，葉緑体数，ピレノイドの有無などの点で明らかに異
なり，塩基配列の類似度からも別種とするのが妥当で、あると
考え，今回の藻類は新種 Florenciella uniflagellata として扱
う。今回，F. uniflagellataで観察されたペデイネラ類との類
似性は，平行進化およびディクティオカ藻の原始形質と考え
られる。また F. uniflagellataが I本鞭毛性であることは，ディ
クティオカ藻が潜在的に I本鞭毛世代と 2本鞭毛世代をもっ
ていることを示唆している。
ド筑波大・院・生命環境，韓国環研)

A 3 4 0甲斐厚・中山剛・井上勲: 黄緑色藻綱に近縁な不動性
単細胞藻 Pleurochloridella bo的 diopsis の徴細構造

不等毛植物門は鞭毛装置などの微細構造や光合成色素組
成において，綱ごとに非常によくまとまっており，現在 14
の綱が提唱されている非常に多様な分類群である。近年の
分子系統解析から褐藻綱，黄緑色藻綱，シゾクラディア藻
綱，クリソメリス藻綱，ファエオタムニオン藻綱の 5つの
綱が単系統群( 以下 P X クレード) を形成することが示唆さ
れている。 P X クレードは細胞壁を持つという共通形質を持
つが，海水，淡水域，土壌にまで生息し，単細胞不動性から
多細胞体まで含む多様な系統群である。また褐藻は陸上植
物に匹敵する複雑な体制を持つことから， P X クレードにお
ける単細胞から多細胞体へ至る体制の進化は興味深い。しか
しP X クレード内の系統関係は明確ではなく，またファエオ
タムニオン藻綱については，微細構造などの知見が少なく，
系統解析から多系統群である可能性も示唆されている。特
に Pleurochloridella botrydiopsis は， 18S r D N A及び 18S
rDNA+rbcLの分子系統解析の結果，黄緑色藻綱と姉妹群関
係であることが強く示唆された。そのため鞭毛装置構造を含
む詳細な微細構造観察を行い，黄緑色藻綱や他の P X クレー
ドの藻類と比較した。その結果，遊走細胞の微細構造に黄緑
色藻綱と共通する特徴が見られた。一方，ファエオタムニオ
ン藻綱と共通する特徴は P X クレードの原始形質であること
が示唆された。
( 筑波大・院・生命環境)

A36 0石川美恵ホ. 高橋文雄* ・野崎久義帥・長里千香子榊.
本村泰三間. 片岡博尚 *. 黄色植物における青色光受容体
A U R E O C H R O M Eの探索

我々は，不等毛植物門黄緑藻綱に属するフシナシミドロ
(拍ucheria frigida) から 2種の新奇の青色光受容体を発
見した。この光受容体は， 1個の L O V ドメインと l個の
bZIP ドメインを持っており，フシナシミドロの青色光形態
形成の光受容体であることが明らかになった。フシナシミド
ロを含む不等毛植物は，クリプト植物，ハプト植物などと共
に従属栄養型の真核生物が紅藻を取り込んで成立した二次共
生生物であることが知られている。そこで我々は，この光受
容体が不等毛植物に共通か，または紅藻を二次共生させた系
統群で共通の光受容体ではないかと考え，これらの生物群か
らオルソログを探索している。
これまでに，珪藻 Thalassiosira pseudonanaのゲノムにこ

の光受容体のオルソログがみつかり、褐藻ヒパマタ (Fucus
distichus) の受精卵のm RN Aからもオルソログを単離し
た。ところが，クリプト植物には L O V ドメインは確認され
ず，ハプト植物には， L O V ドメインは確認できたが， bZIP 
は確認できなかった。そこで，この受容体を不等毛植物に
共通の光受容体と考え A U R E O C H R O M E (AC) と名づけ
た。現在，黄金色藻の Ochromonas danica とラフィド藻の
Heterosigma akasiwoで A C を探索してしミる。
( * 東北大・院・生命科学，幹東大・院・理・生物科学，時北大・
フィールド科学セ)



A37 ( ) 高橋文雄・片岡博尚: 黄緑藻フシナシミドロにおける
光受容体の解析

管状の多核細胞である黄緑藻フシナシミドロ (Vaucheria)
は，活発な光屈性や葉緑体光定位運動を示す。さらに，局所
的な青色光 (BL) 照射によって核を移動させ，細胞基部の
非成長域から成長点を形成する。しかし，様々な B L反応が
みられるのにもかかわらず. B L受容体は単離されてこなかっ
た。本研究では緑色植物の光屈性や葉緑体光定位運動の原因
遺伝子である phototropinの L O V domain (LOV) をもと
にprimerを作製し. RT-PCR によって，フシナシミドロか
らB L受容体を単離し，その遺伝子の機能解析を行った。
その結果. L O V を持つ二つの遺伝子の全長を確定し，

A U R E O C H R O M E  (ACl， AC2) と名づけた。これらの遺
伝子は N 末に bZIPをコードし. C末に L O V をもっ構造で
あった。 A C l の L O V を大腸菌で発現させたところ. F M N  
がL O V に結合しており. B L を受容する能力を持つことが
わかった。また転写因子としての機能を調べるために，これ
らのタンパク質の局在と D N A結合の実験を行った。その結
果，これらのタンパク質は核に局在し. cis配列 (TGACGT)
と結合し，転写因子としての能力を持つことが示された。最
後にこの遺伝子の機能を確かめるために. R N A i による遺伝
子の発現制御を行うと. B Lによる成長点形成が血害された。
しかし葉緑体定位運動は阻害されなかった。以上の結果から，
本研究で単離された新奇 B L受容体 (AC1. AC2) は光形態
形成の受容体であることが示唆された。
( 東北大・院・生命科学)

B02 0村上明男・内田博子・牛原康博・飯田聡子: 紅藻着生
シアノバクテリア Acaryochlorisの分光的多様性

クロロフィル d を主要色素に持つ特殊なシアノバクテリ
アAcaryochloris は，サンゴ礁に生育するジデムニ科ホヤ類
のEpizoon ( パラオ諸島，オーストラリア Heron島). 真
正紅藻類の Epiphyte ( 淡路島など). 塩湖湖底の Algal mat 
( 米国カリフォルニア州 Salton Sea) などから発見されて
いる。 1943年のクロロフィル d の発見以来，クロロフィ
ルd が粗抽出液から検出された紅藻類についての採集地情
報などをあわせると Acaryochloris は世界中の熱帯海域から
寒海域にかけて広く分布するものと推定される。これらの
Acaryochlorisの生細胞が示すクロロフィル d に由来する蛍
光の極大波長( 700 n m以上) を比較すると，株間で顕著に異
なることが明らかになってきた。この形質は、緑色植物や他
のシアノバクテリアなどにおいて，クロロフィル a に由来す
る蛍光が一定した極大波長 (685 n m付近) を示すことと比較
して大きく異なっている。我々は 1998年にクロロフィル d
を検出した淡路島産の真正紅藻ホソパノトサカモドキをはじ
め，これまでに数十種の紅藻類についてクロロフィルd の有
無の確認や Epiphytesの分離を行ってきた。その結果，産地・
着生母藻・着生様式が異なる複数の Acaryochloris株の分離
に成功している。これらの株について分光特性を比較したと
ころ，蛍光極大波長が 725 n mから 745 n mの範囲で多様性
をもつことが明らかになった。本発表ではこれらの解析結果
とともに，培養条件による蛍光特性の変化について紹介する。
( 神戸大・内海域セ)
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BOI O内田博子・. 洲津譲# ・羽生田岳昭本. 二羽恭介柑・村
上明男傘: 原始紅藻 Bangia属淡水産種の生長生理

Bangia atropurpurea (タニウシケノリ) は，北半球( 北
米五大湖，ヨーロッパ・中国各地) に点在して分布するウシ
ケノリ科唯一の淡水産種である。圏内では，岡田喜一 (1942)
と州揮譲 (2001 ) がそれぞれ発見した山梨県早川町雨畑川
奥沢谷( 海抜 650m) と静岡市東河内沢 (800m) 渓流域の
飛沫が当たる岩上での局所分布のみが報告されている。同属
の海産種 B. }Uscopurpurea (ウシケノリ，世界中の寒海域~
暖海域の潮間帯上部付近に分布) とは，“単列糸状護体の細
胞サイズ" や“仮根をもっ細胞の数" などの顕微的特徴が異
なると報告されているが (Kikuchi et al. 2002). 両者の判別
は非常に困難である。しかし. rbcLや 18S-rRNA による分
子系統解析により，世界の B. atropurpurea (淡水産種) は
B. }Uscopurpurea (海産種) から独立したクレードを形成す
ることが明らかになってきた (Muller et al. 2001， Hanyuda 
et al. 2002)。一方. B. atropurpureaが局所的な分布ノ号ター
ンを示す要因として，特定の水質条件( 溶存成分や水温など)
が生育に必須であることが推測されている。我々はこれらの
制限要因を明らかにするため，東河内沢で採集した藻体から
単離した培養株を用いて，培地成分が藻体の伸長生長や細胞
の生存率にどのような影響を与えるかを調べた。その結果，
従来の報告にもあるように海水中の塩成分が生長を促進する
ことなどが確かめられた。本講演では.B.}Uscopurpurea (海
産種) での比較実験もあわせて紹介するとともに. Bangia 
属の淡水環境への適応について考察する。
( * 神戸大・内海域セ，軸河川生物研究所，同兵庫県水産技術セ)

B03 0保浦一輝 .. 吉井幸恵# ・藤井歩* . 浅井竜哉' ・若菜勇
開. 吉井裕四: 緑色植物の光合成アンテナ色素系の進化ーマ
リモからの考察

緑色植物の光合成アンテナ色素系は，カロテノイドの組成
から大きくシホナキサンチン (Sx) タイプ，ロロキサンチン
(Lo) タイプ，ルテイン (Lut) タイプに分類できる。これに対
し著者らは，青緑色光吸収型アンテナである Sx タイプから
L o タイプを経て強光防御機能を有する Lut タイプへ変遷し
たとする進化仮説を提唱した。このうち Iρ タイプは Sx タ
イプと Lut タイプの中間に位置し重要な役割を担っていると
考えられるが，その機能は明らかでない。
そこで本研究では，代表的な L o タイプであるマリモを用
い，その特性を調査した。今回，著者らは阿寒湖に生息する
様々な光環境の藻体を採集し. H P L C を用いて色素組成を調
べた。その結果，明環境で生息する藻体は Lut I  (Lut +  Lo) 
比が高く，暗( 弱光) 環境で生息する藻体は同比が低い傾向
が見られた。また，球状体の表面と光のあたらない内部で比
較したところ同様の結果が得られた。さらに，著者らは Lut
とLoで一重項酸素を三重項基底状態へ緩和する能力が異な
ると予想し，リノール酸の酸化抑制を測定することで，これ
らのカロテノイドが一重項酸素に及ぼす影響を調査した。そ
の結果 Lutの一重項酸素緩和能は L o よりも高かった。
以上の結果から. L o タイプは光量変化の激しい環境に適
応的で，強光適用的な Lut タイプへの進化の前段階である可
能性が示唆された。
( * 福井大・工，輔福井大・ BIRC. 時阿寒湖畔エコミュージ
アムセ，時福井大・医)
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B04東史翁・ 0佐藤博雄・山口征矢: 油壷湾におけるタチア
マモ (Zostera caulescens) の光合成特性の季節変化

神奈川県三浦半島油壷湾の海箪群落からタチアマモ
(Zostera caulescens) を採集し， 2004年 1月から 2005年
1月にかけて各月の光合成特性を調べた。水深 4 mの群落よ
り採集した葉体試料を実験室に持ち帰り，置換式検容計( プ
ロダクトメーター) を用いて，現場水温，光強度 0"" 400 
μmol m-2  S-I の条件下で測定した。得られた値を Ei1ers and 
Peeters (1988) の式で近似して光合成ー光曲線を得て，最
大光合成速度 Pmax (μg 0 2  mgDW-1 hサおよび初期勾配α
を算出した。調査期間中に現場水温は 12.1 0 C (3 月) から
25.80C  (9月) の範囲で変動した。タチアマモは有性生殖と
無性生殖を行い，有性生殖時には生殖枝と呼ばれる花を形成
するシュートを水面下約 50cm まで伸ばす。本研究でタチ
アマモの生殖枝形成は 2 月から 7 月の聞に認められた。タ
チアマモの光合成特性を各パラメータからみると，栄養枝の
Pmax は4 月に最大 14.6 となり，その後ゆるやかに減少し
10月に最小 5.32 となった。一方，生殖枝は 3 月( 13.3) に
最も高くなった後減少し、 7月には消失した。栄養枝のαは
春季に高く夏季に低く，生殖枝においては 2 月に高〈、 7月
まで減少傾向にあった。 Pmaxおよびαの結果から，タチア
マモは生殖枝が存在する春季に光合成活性が高くなり、夏か
ら秋に低くなるという一年間のサイクルが確認できた。とく
に生殖枝の Pmaxでは 2""3 月に栄養枝よりも高く， αは2
月から減少していた。これらのことから強光適応が起こって
いたことが示唆された。
( 海洋大)

B06 0石川尚子・倉島彰・前川行幸: 褐藻カジメの成熟に伴
う貯蔵多糖と光合成活性の変化

カジメの胞子体は夏の終わりから秋にかけて成熟し子嚢斑
を形成する。これまでの研究から，成熟に必要なエネルギー
源としてラミナランが利用されていることが明らかにされて
きた。そこで，カジメ胞子体の葉片を室内培養で成熟させ，
それに伴う光合成・呼吸活性の変化と，ラミナラン含有率の
変化を比較した。また，配偶体においても成熟にいたるまで
のラミナラン含有率の変化と光合成活性の変化を比較した。
材料のカジメ胞子体は三重県麦崎で採取した。培養条件
を 10・C . 1 0 0μM m -2sー1，20・c ・1 0 0 μM mセー1，20・c・25
μM m -2sーIに設定して胞子体葉片を培養した。 48・60 日間培養
しながら，光合成・呼吸活性の測定，またラミナラン含有率
の分析を行った。配偶体についても，光合成・呼吸活性の変化，
ラミナラン含有率の変化を測定しながら，培養を行った。
胞子体では 20・C ' 1 0 0 μM mセーIで培養したものが 16 日
目に，また 20・c ・2 5μM m -2sー1で培養したものが 24 日目に
成熟した。ラミナランはとくに， 20・C ・100μMm-2s・1で培
養したもので，成熟直前，成熟初期に多量に蓄積されていた。
また，呼吸活性も成熟に伴い塘加した。配偶体についても成
熟に伴いラミナラン含有率が増加した。呼吸活性は成熟初期
に雌雄配偶体ともに増加した。このことから，カジメの胞子
体・配偶体の呼吸活性の増加は，成熟期にラミナランをエネ
ルギー源として利用しているためと考えられた。
( 三重大・院・生物資源)

B05 0駒津一朗事. 坂西芳彦制・安藤和人‘・滝尾健二事・川辺
勝俊 .. 横浜康継糊: 伊豆大島における褐藻アントクメの光
合成特性と光環境

アントクメ Eckloniopsis radicosa は伊豆諸島沿岸に生育
する唯一のコンブ科褐藻で，漸深帯に大規模な群落を形成し，
サザエ，アワビなど有用磯根生物の餌料となっている。本研
究は同海域に生育するアントクメの光合成ー光特性と光環境
との関係を明らかにすることを目的に行われた。伊豆大島の
波浮港地先の海域で 2006年 3 月から 10 月にかけて毎月 1
回，胞子体を採集し，種々の光条件下で光合成速度を測定し
た。また，アントクメが生育する海域で地上および水中の光
量子束密度を測定した。
光合成速度と光強度との関係を数式化した光合成ー光曲線
に近似して，パラメーターを求めたところ， Pn ( 光飽和純光
合成速度)， R  ( 暗呼吸速度)， Ik値， Ic ( 光補償点) はそれ
ぞれ 22.1 "" 36.9μL 0 2  cm-2h-l， 1.3"" 7.3μL 0 2  cm-2h-l， 
62.1 "" 103.4μmol' m-2 ・s七 3.5 "" 16.8μmol' m-2 ・S-I，
I c より求めた C d ( 日補償積算光量) は 0.3 "" 1.4  mol m-2  
day-I であった。海水の吸光係数( 月平均値) は 0.18 "" 0.24 
の聞で変動した。地上光，海水の吸光係数，葉面積指数から
求めた水深 11m における群落内のアントクメが捕集できる
平均的な 1 日あたりの積算光量は，常に日補償積算光量を上
回っていた。
( * 東京都島しょ農林水産総合セ，軸北海道区水産研究所，制
南三陸町自然環境活用セ)

B07 0井上大輔・小川晃弘・能登谷正浩・藤田大介: 千葉県
沖ノ島周辺における紅藻ミリン浮遊藻体の生長

千葉県館山市沖ノ島では， ミリン Solieria pacifica 
(Yamada) Yoshidaが砂混じりの岩盤や転石に生育する。こ
れまでの調査により， 10月頃に新芽が現れ，春から急速に
成長し， 5""6月に成熟し， 7 月に消失することが判明して
いる。 3""7月には寄り藻としても多く観察され，海岸に大
量に打ち上げられることもある。本研究では，本土側の護岸
と島の聞に形成された砂州の北側の入江で，海中における浮
遊状態のミリンの生長を調べた。 2006年 5 月 12 日に，結束
バンドで番号札を付けて標識したミリン 57個体( 以下，放
流ミリン，うち付着器保有は 28個体) を放流したほか，同
様に個体標識を施したミリン 5個体( 以下，カゴミリン，う
ち付着器保有は 2個体) をカゴに入れて海底に沈めた。カゴ
ミリンについては，海底で振動流に伴い動くことを確かめて
いる。回収は 7 月7 日まで 4 回試み，現地で写真撮影および
湿重量の測定を行い，最終日を除き，再び海中に戻した。放
流ミリンの回収率は， 3 日後に 38.5%，25 日後に 6.9%，47 
日後に 6.9%，56 日後に1 .6 %で，カゴミリンは常に全数個
体を測定できた。発見地点は主にアマモ場とその周辺の砂泥
域で，密なアマモ群落に捕捉された個体，砂浜に打ち上げら
れた個体のほか，標識のみが砂浜や海中で発見された場合も
あった。放流ミリン，カゴミリンともに，短期間で大幅な生
長を示し，付着器の有無による日間生長率の違いは特に認め
られなかったが， 47 日後からはウズマキゴカイの付着が顕
著に認められた。
( 海洋大・応用藻類)



B08.:)森勇樹・材津陽介・倉島彰・前川行幸: 褐藻アラメ・
サガラメの温度特性と水平分布

本研究では，アラメ・サガラメの温度特性の把握と水平分
布の制限要因を解明することを目的とし，両種の生活史全体，
すなわち雌雄配偶体，幼胞子体および胞子体を用いて温度特
性実験を行った。配偶体と幼胞子体の温度特性実験は 5-25。
C の5 "C 間隔と 25・30.Cの I.C間隔で行い，胞子体の温度
特性実験は 25-30.Cの I.C間隔で行なった。その結果，雌
雄配偶体の生育適温はアラメの配偶体は 15・20.C，サガラメ
配偶体は 25-26.Cであった。また，雌性配偶体の成熟適温
はアラメが 10・20.C，サガラメが1 O-26.Cであった。アラ
メ幼胞子体は 5.Cの低温でも高い生長率を示したが，サガラ
幼胞子体はやや低い生長率を示した。幼胞子体の生育上限温
度は両種ともに 29.Cであった。胞子体の成熟可能水温はア
ラメ，サガラメとも 25-29.C の範囲であったが，サガラメ
は30.Cで培養後，水温を 25.C に変更することで成熟が可
能であった。アラメは 30.Cでは枯死・流失した。
本研究の結果より，アラメ，サガラメ配偶体の生長・成熟，
幼胞子体の生長，胞子体の生長・成熟についての適応温度範
囲の差が明らかになった。すなわち，配偶体の生長および成
熟適温や胞子体の成熟可能水温で両種に 1-2.Cの差がみら
れ，サガラメはアラメに比べより高温に適応していた。この
ことがアラメはより北方に分布し，サガラメはより南方に分
布する要因であると考えられた。
( 三重大・院・生物資源)

B l O つ坂西芳彦・長谷川夏樹: 北海道東部沿岸に生育する大
型褐藻の窒素利用効率について

葉の窒素含量と光合成能力との相関関係の例で明らかな
ように，窒素が光合成特性に及ぼす影響は極めて大きいこ
とがわかっている。このことは“同化器官に含まれる窒素
の大半は光合成系に含まれていること" や“窒素は，しばし
ば，天然に生育する植物にとって不足しがちな資源になるこ
と" からも容易に想像できる。したがって，“窒素の効率的
な利用" とし寸観点、から光合成特性を理解する手法は生理生
態学的な光合成研究において重要な方法論の一つになってい
る。そこで，本研究では，北海道東部太平洋沿岸に生育する
複数の大型褐藻について，光合成窒素利用効率を調べ，比較
検討した。北海道釧路市沿岸に生育する褐藻コンブ目のナ
ガコンブLaminaria longissima，ガッガラコンブ Laminaria
coriacea，スジメ Costari.αcostata，アイヌワカメ Alaria
praelonga を採集し，実験に供した。クラーク型酸素電極で
測定した光飽和純光合成速度と試料の窒素含量から光合成窒
素利用効率を計算した。
4 種の光合成窒素利用効率を比較したところ，アイヌワカ
メ，スジメ，ナガコンブ，ガッガラコンブの順に高い値を示
した。これら 4種は同所的に生育し，アイヌワカメとスジメ
は，漁獲対象種であるナガコンプ，ガッガラコンブと競争関
係にあり， しばしば，コンブ漁業に悪影響を及ぼす“雑草"
である。本研究で明らかになったアイヌワカメとスジメの高
い光合成窒素利用効率は，両種の強力な雑草としての特性の
ーっと考えられる。
( 北海道区水産研究所)
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B09 材津陽介・有賀絵里・森勇樹・倉島彰・前川行幸: 褐
藻サガラメ・カジメの各生活史段階における紫外線耐性

サガラメとカジメは海中林と呼ばれる密な群落を形成し，
生態学的にも水産的にも重要で‘ある。両種の垂直分布は異
なり， 0-5 m にサガラメ， 3-20 m にカジメが生育している。
サガラメが深所に生育できない理由は，カジメとの光をめぐ
る競争の結果であるとされているが，カジメが浅所に生育で
きない理由は明らかにされていない。本研究では，これら 2
種の生育上限水深を規制する要因として紫外線に注目し両種
の各生活史段階における紫外線耐性の違いを明らかにするこ
とを目的として行った。
実験では両種の遊走子，配偶体，幼胞子体の紫外線暴露実

験を行った。培養条件は 200μmol m-2  S-)， 12L:12D とし，
水温は遊走子で 20.C，配偶体，幼胞子体で 15.C とした。
紫外線量の制御にはアクリル板を使用した。遊走子，配偶体
では両種間で紫外線耐性に大きな差はみられなかった。幼胞
子体において，サガラメはカジメに比べて明らかに高い紫外
線耐性をしめした。サガラメは水深 2 m に相当する 2.44 W  
m-2の紫外線量で生長に影響が見られなかった。これに対し
カジメは水深 3 m に相当する 1.22 W  m-2で白化，枯死し，
水深 5 m に相当する 0.56 W  m-2では正常に生長した。した
がって水深 3-5 m の紫外線量はカジメの生育限界であると考
えられた。これはカジメの実際の生育水深とほぼ一致した。
これらの事から，幼胞子体世代の紫外線耐性の差がサガラメ
とカジメの生育水深に大きな影響を与えることが考えられ
た。
( 三重大・院・生物資源)

Bll ，. 松村航・辻本良: 海洋深層水流水培養によるマコンブ
とガゴメの最適条件の検討

海洋深層水( 以下，深層水) は低温で栄養塩が豊富である
ことから，冷水性コンフゃ目海藻の流水培養に適している。本
研究では，コンブ目海藻の陸上養殖の確立を目指し，深層水
を培養水としたときのマコンブとガゴメの最適培養条件を明
らかにすることを目的とした。葉状部先端側を暫定した両種
の幼胞子体( 葉長 3cm) を恒温槽内で深層水をかけ流して
10 日間培養を行い (10藻体 /800 m L ) ，相対生長率 (RGR)
を測定した。培養条件の検討は，水量( 換水率: 1-10回転
/日)，水温 (5・20度)，光強度 (20・400μmol/m2/sec)，光
周期及び深層水と表層水混合( 深層水濃度 0・100%) につい
て行った。なお，試験期間の深層水及び表層水の硝酸塩濃度
は，それぞれ 18.7-22.4μM及び 2.3-4.6μM，リン酸塩濃度
では1 .51-1.6 6 μM及び 0.27-0.35μMであった。
本試験の結果，マコンブとガゴメの最適培養条件は，両

種ともに換水率 5回転以上，光周期 12L:12D，深層水濃度
100%であり，水温ではそれぞれ 1 0 S C と7 S C，光強度で
はそれぞれ 9 0μm ol/m 2/s と80μmol/m2/sであった。最適
条件下での両種の R G R を比較するとマコンブの方が常に高
い値を示した。両種の最適条件を比べると，ガゴメの方が低
い光強度かつ低水温であることが確認できた。水温 5度での
R G R を比較すると，ガゴメの方が有意 (U検定， P<O.Ol) 
に高い値を示したことから，ガゴメの方が深層水の特性で、あ
る低水温での培養に適しているものと考えられた。
( 富山水試)
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B12 鯵坂哲朗: ラオス中南部におけるアオミドロ( 緑藻類)
の食用利用について

ラオス中南部では，アオミドロ( 現地語で「タオ」と称する)
を農家の日常のおかずとして利用している。また，サパナケッ
ト州のパクセー郊外では，アオミドロ専門のレストランやタ
オの売り場がみられる。アオミドロは，「ポン」と呼ばれる
ラオスでの基本スープに入れられ，次の手順で料理名「ラー
プタオJ に調理されている。
ラープタオの作り方: 水を煮て，レモングラスを香りとし

て入れる。トウガラシ( 生を使う) に魚醤をいれて，火を通
しておく。これとは別に，内臓をとった魚など( カエル，タ
ニシ，カワニナも使うことあり) をナベに入れて，火を通し
て( 焼いて)，魚を揖いてつぶす。これにさきほどの魚醤スー
プを入れる。これが基本の調味料( ポンと呼ぶ) になる。さ
らに，タオ以外で具になる野菜としては，マッケーン( 小さ
なナスビ)，マックアー( 大きなナスビ)，マッププア( イン
ゲン)，ハックホムペー，ハックシーカイやレモングラスを
いれて煮込んで，できあがり。主食であるおこわご飯のおか
ずとなる。
また，アオミドロ以外には，藻類ではないが，タオと一緒

に蓮池に生育するタヌキモ( 水生植物) の数種類を「ネーJ
と称してやはり食用にするし，またミジンコウキクサも「パ
ム」と称して食用にするので，水質調査などの結果もあわせ
て紹介する。
( 京都大・院・地球環境)

B14 0荒武久道 *. 清水博* ・渡辺耕平 h 吉田吾郎榊: 宮崎
県南部のガラモ場の変遷

宮崎県南部の串間市沿岸においては，環境庁の委託を受け
た 1976年( 過去調査1 ) と，県単独による 1998'" 2001 年( 過
去調査I I ) の聞の 2回，詳細な譲場分布調査が行われている。
我々 は， 2005 '" 2006年( 今回調査) に宮崎県南部の串間市
沿岸のほぼ全域のガラモ場の分布状況の調査を行い，過去の
報告と比較し，ガラモ場の変遷の検討を試みた。なお，過去
調査 11では，過去調査 Iでは記載されていない 7 カ所で，今
回調査ではさらに 2 カ所で新たに蕩場が発見されているが，
過去調査I時点、でこれらの藻場が分布していなかったという
確証がないので今回の比較，検討からは除外した。
串間市沿岸のガラモ場は，過去調査 Iでは 11 カ所に総面

積約 260haであったが，過去調査 11 までに 1カ所は消失， 8  
カ所で著しく衰退し，総面積は約 36haに減少していた。こ
れら藻場が消失，衰退した 9 カ所の内 3カ所では今回調査で
わずかな回復が認められたが， 3カ所ではさらに衰退してお
り，総面積は約 27haに減少していた。衰退域に現存してい
る藻場の多くは，浅所や，巨岩の上部等周辺よりも高い場所，
すなわち，相対的に流動条件が強く，魚類やウニ類の海藻に
対する採食圧が低いと考えられる場所に分布していた。また，
過去調査Iから今回調査まで良好な状態で残存しているー里
崎の藻場は，周辺よりも低水温環境にあり，さらに，良好な
ウニ漁場でウニ類に対する漁獲圧が高く，生息密度が低く保
たれている場所であった。
( * 宮崎水試，輔西日本オーシャンリサーチ，蝉瀬戸内水研)

B13 0原雄一郎' ・芹津( 松山) 和世 h 芹津如比古・: 静岡
県御前崎地先の潮間帯に生育する海藻類とその季節変化

駿河湾南西部，御前崎地先の潮間帯に生育する海藻類の
現存量と出現種の季節的変化を明らかにすることを目的に，
2005年 5 月' " 2006年 12月に毎月一回大潮の干潮時に潮間
帯中部で一辺 50cmの方形枠 2"'4枠の刈り取り調査を行う
とともに，潮間帯上部から下部に生育する海藻類の採集と種
の同定を行った。
その結果，現存量は 4"'5 月にかけて多く( 最大 0.84kg

乾重 1m2)，10 '" 12月にかけて少なかった( 最小 O.13kg乾
重1m2)。調査期間中，緑藻 15種，褐藻 21 種，紅藻 75種の
合計 111 種が確認され，このうち御前崎地先で初めて確認さ
れたものは，緑藻 5種，褐藻 3種，紅藻 4種の合計 12種で
あった。月別の出現種数は 4"'6月に多く，最大 73種とな
り， 9"'10月に少なし最小 19種となった。 2006年の湿
重量に基づく最優占種は， 1"'4月がペニスナゴ， 5"'6月
がフダラク， 7"'8 月がヒラムカデ， 9 月はへラヤハズであ
り，それ以降は不明瞭であった。海藻相を特徴付ける指標で
ある LFD指数， RlP値， CIP値を算出すると，それぞれの
値は1 . 15，3.57， 0.71 であった。過去の知見よりR lP値と
C/P値を算出し比較したところ，御前崎地先の海藻相はより
暖海的な傾向が強まってきていることが明らかとなった。
( * 東海大・海洋，柿東海大・海洋研)

B15 0完山暢・能登谷正浩・藤田大介: 千葉県館山湾沖ノ島
周辺の磯焼け状ノ号ッチに及ぼすガンガゼの影響

近年，南日本では熱帯・亜熱帯系のガンガゼやアイゴなど
の植食動物の影響による藻場の衰退が顕著であり，房総半島
先端部の館山湾の沖ノ島周辺でもガンガゼが優占する磯焼け
状のパッチが見られる。カリプ海では同様のパッチを「ハロ」
と呼ぶ。本研究では，沖ノ島周辺の「ハロ」の維持にガンガ
ゼが関与しているかどうかを明らかにするために，ガンガゼ
除去実験を行い 1年間植生の観察を行った。 2005年 12月に
沖ノ島の約 7 0 m沖で認められた最大の「ハロ」に 5 x 5 m
2 区画を設定し， 1区画では毎月の潜水によりウニ類を除去
し，残りの I区画では除去せずに対照区として観察を続けた。
毎月，両区画の全体を観察し，区画内の定点において写真撮
影を行ったほか，周辺でガンガゼおよびその他のウニを採集
して実験室に持ち帰り計測した。区画内で除去したガンガゼ
の消化管内容物の組成は実験室に持ち帰って調べた。その結
果，除去区内では 2 ヵ月後からワカメ，アラメ，ホンダワラ
類など大型多年生褐藻が繁茂したが，対照区では僅かな藻類
しか出現しなかった。ガンガゼは，毎回除去したウニ類の 6
"'8割を占め，常に優占していた。除去区画へのウニの侵入
数は，冬季には少なかったが，夏期に増えた。消化管内容物は，
堆積物が見られなかった 2 月を除き，石灰藻と堆積物が多く，
海藻ではアラメとホンダワラ類がほとんどであった。以上，
沖ノ島の「ハロ」の維持にはガンガゼが大きく影響している
と考えられた。
( 海洋大・応用藻類)



B16 0山田蘭・. 石川竜子ペ吉田友和 h 藤田大介 *. 佐渡島
真野湾小立沿岸における海藻植生の変遷 -1982年と 2006
年の 6月の比較一

近年，佐渡島沿岸では藻場の衰退が懸念され， 2001 年の
藻場分布調査では， 1991 年と比べて，真野湾で 2割，その
南岸の背合~ 大倉谷地区に限ると 4 割jのガラモ場が減少した
と算出されたが，潜水調査の事例が乏しし植生変化の内容
は明らかになっていない。この地区のうち，湾口部に近い小
立地先では， 1982年 6月に「佐渡海域総合開発調査J (1981 
"'3年) の一環として， 5測線( 海岸線~ 水深 25 m) の7
水深(1， 3，5，10， 15，20および 25 m) で坪刈調査が行われ，
水深 2 0 m までガラモ場が確認されていた。そこで，演者ら
は， 2006年 6月，この 5測線のうち 3測線の 6水深 (25 m  
を除く) において，海藻は 1 x  1  m 2，底生の植食動物は 5 x
2.5 m 2の坪刈を行い，種組成と現存量を当時と比較した。そ
の結果，3測線とも水深 2 0 mでマメタワラ群落( 現存量>
lkg/m2が記録されていた) が消失し，水深 15 m でノコギ
リモク群落がアカモク主体の群落に変わっていることが判明
した。水深 15m以浅でも，イソモクとフシスジモクは培え
ていたが，ノコギリモク，ヤツマタモクおよびマメタワラは
減少していた。植食動物では，アワビ類が減少し，サザエが
増えていたほか， 1982年には調べられていなかったパフン
ウニやウラウズガイが高密度に生息していることが明らかに
なった。
( * 海洋大・応用藻類，輔新潟県水産海洋研究所・佐渡水産技
術セ)

B18 0石井理香・- 安倍基温輔・長谷川雅俊神・能登谷正浩 *.  
藤田大介牟: 西伊豆土肥大久保における海藻植生とウニの分
布

伊豆半島西岸の海藻植生やウニの分布については周年観察
事例がなく，演者らは昨年度大会で，内浦湾の沼津市西浦の
海藻植生について報告したが，外海寄りの土肥大久保におい
ても， 2005年 6 月から 1年間，毎月 1回潜水して距岸 200
m (水深 2'" 13 m ) の定線調査を行ったので報告する。底
質は長径 1 m以上の岩が点在する岩礁で，沖に向かつて砂の
割合が増加した。 6 月( 繁茂期) には距岸 10"'50 m にマクサ，
30'" 140 m にヨレモクモドキ， 150'" 190 m にマジリモク，
アントクメ，ヒロメが優占し，内浦湾よりも藻場の分布範囲
( 離岸距離) が広く，多年生種も多かった。このうち，マク
サは周年認められたが，他の 4種はいずれも 8月に消失し，
ヨレモクモドキは 11 月から，アントクメやヒロメは 2，3 月
から再び見られた。このほか， 8"'11 月には 1 0 0 m以沖で
シワヤハズが優占した。ウニの優占種は，内浦湾と同様，沖
側ではガンガゼ，藻場内ではムラサキウニであった。ガンガ
ゼは，内浦湾( 藻場の沖側，距岸 20 m 以沖，最大 9.8個体
/ m2) と異なり，藻場内部( 沖寄り，距岸 140 m 付近) で
ハロ( パッチ状) として低密度 (0.2'" 2.6個体/ m2) に分
布していた。一方，ムラサキウニは，内浦湾( 距岸 2 0 m以浅，
最大 5.6個体/ m2) と比べて広い範囲( 距岸 8 0 m以浅) で
低密度 (0.2'" 2.8個体/ m2) に分布していた。
( ・海洋大・応用藻類，輔静岡県水試・伊豆分場)
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B17 0石川竜子' ・吉田友和$ ・平野正人事. 藤田大介輔: 佐渡
島真野湾南部の藻場衰退域における植食動物の食害について

佐渡島真野湾南部の藻場衰退域では，サザエやアイゴ等の
植食動物によるホンダワラ類の被食が確認されているが，藻
場回復に及ぼす影響は明らかではない。そこで，本研究では
真野湾南部の背合地先の藻場衰退域で囲い網や龍を用いた海
藻移植試験を行い，植食動物の食害の影響を調べた。
まず，食害防護用の固い網( 外周 9 m，高さ 0.75 m) 内外

に設置した 1 m 2方形枠の中にノコギリモク，ヨレモクおよ
びヤツマタモクを移植し，生残率を調べた。その結果，試験
開始 1ヶ月後に発生した強波浪により，聞い網の内外とも 6
割程度の移植海藻が流失した。 6 ヶ月後，固い網の内側では
37%の移植海藻が生存していたが，外側では 8 %に減少した。
次に， 2つの食害防護用の龍( 1 x  0.5 m ) の底に玉石( 人頭大)
を敷き，片方の寵には抱卵したヤツマタモクを入れ，龍内，
および周囲の玉石に出現する幼体の密度を調べた。その結果，
2 ヶ月後に全ての玉石に幼体が出現したが， 7 ヶ月後には母
藻を投入した龍内の玉石にのみ幼体が残存し (3667個体 /
m 2)，他の玉石の幼体は消失した。以上から，背合地先では
植食動物の食害が藻場回復を血害していると考えられた。
( ・新潟県水産海洋研究所・佐渡水産技術セ，輔海洋大・応用
藻類)

B19 0杉野伸義・宮田祥史・. 関基軸・瀧健太郎田. 三橋弘宗・
佐藤裕司問: 兵庫県安室JlIにおけるチスジノリの発生と光環
境の関係

チスジノリ (Thorea okadae) は日本固有の淡水紅藻で，
環境省 RDBでは絶滅危倶 2類に指定されている。兵庫県安
室川では 2004年 1月に 9年ぶりに配偶体の生育が確認さ
れ，配偶体の出現には前年夏季の出水が引き金になっている
可能性があることを報告した( 第 29回京都大会) 。兵庫県
では，チスジノリの生育環境保全を目標とした河川の自然再
生計画を検討中であり，チスジノリをとりまく様々な環境条
件について調査や現地実験を行っている。中でも光環境は水
温や流れとともに水生植物群落の成立において重要な制限要
因の一つであり，チスジノリのように水中で生育する藻類は
実際の日照量以外に水深や水中の濁りによる光減衰の影響を
受けると考えられる。今回，配偶体の生育場所において光環
境に関する調査を行った結果，生育場所と光環境の聞に一定
の関係がみられたので報告する。まず最初に現地地形データ
から生育場所の水面での日照時間を算出し，次に水深，光減
衰係数から生育水深での光環境を算出した。その結果，チス
ジノリが生育する場所は1 . 山陰や木陰あるいは橋の下等比
較的日照時聞が短い場所， 2. 日照時聞が長い場合は水深が比
較的大きい場所や. 光が直接当たりにくい河床レキや護床プ
ロックの側面，に多いことがわかった。この結果は，チスジ
ノリ配偶体の生育が光環境に影響されることを示唆している
と考えられる。
(*KA N S O，神八千代エンジ，相リバーフロント，叩兵庫・人博)
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B20 0堤敏郎本・香村員徳 h 高良鋭本: カサノリ (Acetabularia
ryu勾uensis) の沖縄本島における生育分布と生態について
(第 3報) 夏季におけるカサノリの生態

筆者らは 2004年から沖縄本島のカサノリの生育状況につ
いて調査し，これまで， (1) カサノリは現在においても本島
沿岸域に広く生育していること， (2) いくつかの生育の活発
な地点では，夏季においても発芽ー生長ー成熟ー消失のサイ
クルを繰り返していること， (3)夏季の生態は台風の来襲パ
ターン( 来襲波浪) と関係が深いことなどを報告した。 2006
年も引き続き波名城において観察を継続したところ， 2006 
年には沖縄本島に台風が上陸せず， 2005年と同様に台風来
襲後のカサノリの一斉出芽は観察されなかった。しかし夏季
に場所，時期的に変化しながら出芽したカサノリは，波浪に
よる減耗をほとんど受けないまま生育を続け，多くの藻体が
シストを形成した。夏季のカサノリは冬季のものに比べ，カ
サの胞子枝数が少なく小形で、あるように観察されたため， 5  
月以降に出芽したことが確実で， 10 月末日に生育している
藻体を夏季のカサノリとし，その胞子枝数と，シストを形成
したカサの直径( 円錐形カサの部分を展開した場合の半径の
2倍とした) を測定したところ，それぞれ平均 48本， 8.2mm
となり，冬季の平均枝数 61 本，平均直径 14.2 m m に比べ，
胞子校数が少なく小ぶりであることが確認できた。また，こ
れまで 2年半にわたり継続してきた破名城の定点観察から，
カサノリの生育状況は，環境や経年履歴などを要因として毎
年変動することが分かった。
ド那覇港管理組合，輔( 財) 沖縄県環境科学セ)

B22 0半田信司率. 大村嘉人榊・中原美保明. 中野武登間‘: 降
雪から単離された緑藻類

大気中には，花粉や菌類の胞子をはじめ，さまざまな生物
質の粒子が浮遊しており，生物の分布拡大の繁殖戦略にかか
わっているとされる。藻類では，藍藻，珪藻，緑藻などのさ
まざまな分類群が，大気中や降下物中から報告され，その起
源は土壌あるいは海岸の飛沫と考えられていることが多い。
本研究では，2005年 1月および 12月に広島市において

降雪直後の雪を採取し，濃縮した顕濁物から B B M とIMK-
SP培地の寒天平板で韻類の単離を行い，降雪中の緑藻類フ
ロラを明らかにした。その結果， B B M培地上ではトレボウ
クシア藻綱を主体とした 28種， 270個の緑藻類のコロニー
を得た。出現種の多くは，陸上の基物付着性の気生藻で，
Apatococcus lobatusが 3割を占めていた。また，Trebouxia属
をはじめとした地衣類の共生藻も多かった。塩分を含んだ
IMK-SP培地上でも同様の緑藻類が若干出現したが，海産種
は確認できなかった。
緑藻類の含有率は，降雪初期に降り積もった下層で高く，
表層になるに従って減少していた。このことから，降雪中に
含まれている緑藻類の多くは大気中に浮遊しており，それが
降下してくる雪に付着したものと考えられた。この傾向が顕
著な種は，Radiofilum parado.λu m， Pseudochlorella pyrenoidosa 
であった。一方 Chlorella luteoviridis， Pseudococcomyxa simplex 
などは，すべての層で確認され，雪の結晶の核などとして，
もともと雪の中に含まれていた可能性が示唆された。
( 市( 財) 広島県環境保健協会，韓国環研，時広島大・院・理・
生物科学，明暗広島工大・環境・地球環境)

B21 0 大久保智司事. 宮下英明へ土屋徹へ三室守神:
Acaryochloris spp. の地理分布と生態分布

Acaηlochloris spp. はクロロフィル d を主要色素とするシ
アノバクテリアで，熱構海域のパラオ沿岸に生息する群体
ホヤの体内から最初に分離された。我々はこれまで， PCR-
D G G E法を用いて 16S rRNA遺伝子を検出することにより，
Acaηochloris spp. の地理分布と遺伝的多様性を調べてきた。
その結果，日本沿岸の奥なる 4 つの地域で採取した海藻から
Acaryochloris spp. を検出し，さらに日本および、パラオ沿岸
には遺伝子型の異なる複数の Acaηochlorisが存在すること
を明らかにした。本研究では，海藻および石，海水等のサン
プルを新たに加えて Acaryochloris spp. の付着の有無を調べ
るとともに，基質と付着畳の関係を明らかにすることを目的
とした。
日本および南アフリカ共和国の沿岸で採取した各種サンプ

ルから D N A を抽出した。これを鋳型とし ，Acaryochloris 
属に特異的なプライマーセットを用いて PCR-DGGE を行っ
たところ，どのサンプルからも Acaryochloris に由来する複
数の遺伝子型が検出された。この結果から ，Acaryochloris 
spp. が地理的に広い範囲にわたって分布していることが支持
された。また，海藻や群体ホヤだけでなく様々な基質に付着
していること，海水中に浮遊して存在していることも明らか
になった。さらに，各サンプルから色素を抽出し， HPLC に
よってクロロフィル d の有無を調べ，異なる基質問( 海藻の
種類や石など) での A Ca Jツochloris spp. の付着量の違いにつ
いて検討を行った。
ド京大・院・人環 f 京大・院・地球環境)

B23 0高橋明菜・織田夏未・部谷巡貴・吉川仲哉・神谷充仲・
近藤竜二・大城香: 部分循環湖水月湖における微小( < 5  
μm) 植物プランクトンの鉛直分布の年間変動と分離株を用
いた系統解析

水月湖( 福井県若狭町，面積 4.15km2，最大水深 34 m) 
は，淡水と海水が流入し，表層水と下層水が安定した成層を
なす部分循環湖で， 2 層の中間( 水深 4"-' 6  m ) には，塩分
濃度 2"-' 10%。で，溶存酸素濃度がゼロとなり，硫化水素が
検出され始める酸化還元境界層 (ORL ) が形成されている。
2005年度の調査で，ラン藻を主体とする細胞径が 5 μm以
下の微小植物フ。ランクトン (PP) が O R Lに鉛直分布極大を
示し，細胞密度が 3.6"-' 48 x  104 細胞 1m! に達することを
見出した。 2006年度には， O R L における分布極大形成は
2005年度ほど顕著では無く， PP は表層に多い傾向が見られ
たが， O R L と下層水上部 (4"-' 9  m) にも 0.1 "-' 36 x  104 
細胞 1m!存在し，これら PPが光合成阻害効果のある硫化水
素の存在する環境に生息することが再確認された。 p pの細
胞密度は，表層・ O R Lでは， 6， 9， 11 月に極大を示し， 4， 
5， 7， 8， 10， 12 月には極大時の 112-11230 に減少したが，
下層水上部では年聞を通じて大きな分布変動は見られなかっ
た。 PPの鉛直分布変動と，溶存酸素・塩分・硫化物濃度ま
たは水温の鉛直変動の間には明確な相聞は見られなかった。
16S-23S rRNA遺伝子間領域の塩基配列に基づく分子系統
解析により， O R L ・下層水より分離した PPの一部は淡水性
Cyanobium属 PP と近縁であることが明らかになった。
( 福井県立大・生物資源)



B24 阿部信一郎: 水流が河川付着藻類群落の発達に及ぼす影
響

水流は，河川付着藻類群落の発達に強い影響を及ぼす環境
要因の lつである。流速の増加は，群落表面と河川水の聞の
境界層の厚さを薄くし，群落内部への栄養塩類の供給を促進
する( 促進効果) 一方，興断力の増強により寵類細胞の剥離
を引き起こす( 抑制効果) 。本研究では，流速と付着藻類群
落の内的自然増加率および最大現存量の関係を表す近似式に
ついて検討した。先ず，流速 0....... 102 cm /sに調節した実験
水路において付着藻類を定期的に採集し，現存量( 強熱減量)
の時間変化を測定した。そして，その時間変化を最尤法によ
りロジスティック式に当てはめ，各流速条件下における内的
自然増加率および最大現存量を求めた。さらに，近似式とし
て放物曲線式の他，水流の促進と抑制効果を含む式および抑
制効果のみを含む式を作成し，実測値との当てはまりの良さ
を決定係数 (R2)および赤池情報量基準 (AIC ) を用いて比較
した。その結果，流速と内的自然増加率の関係については，
水流の促進と抑制効果を含む近似式の R 2が最も大きしそ
のA I C は最も小さくなった。一方，流速と最大現存量の関
係については，水流の抑制効果のみを含む近似式の A I Cが
最も小さくなった。内的自然増加率は，水流の促進と抑制効
果の影響を受ける一方，最大現存量は，抑制効果の影響を強
く受けているものと考えられる。
( 中央水産研究所)

B26 0長谷川和清・孫忠民・田中次郎: 沖縄県産ヤハズグサ
属の一種の分類学的検討

演者らは，沖縄県中城村 (2004年 2 月) および久米島町
(2006年 5月) において，褐藻毛の密生する毛叢が，枝の中
肋周辺から両縁に向け，左右相称に斜め下向きの線状に配列
する特徴を持つヤハズグサ属の海藻を採集した。本種の葉状
体は，絡み合った仮根からなる円錐状付着器より叢生する。
上部の枝は明黄褐色で柔らかし規則的に二叉分枝する。枝
の縁辺はゆるやかに波打ち，全縁であるが， しばしば上方か
ら斜めに裂けて鋸歯状となる。枝の翼部は，ほぽ 2細胞層か
らなり，縁辺のみ単層となる。体下部は，翼部が脱落して中
肋が肥厚するとともに，表面および翼部脱落痕から褐色の仮
根を生じ，わずかに側扇した円柱状となる。斜線状の毛叢配
列は，小型の葉にも認められ，葉の年齢に無関係である。「原
色日本海藻図鑑J (瀬川 1956，p1.l5，五129) には，ウラボ
シヤハズ D. polypodioides として，毛叢配列からして本研究
の対象と同一種と目される標本が掲載されている。しかし本
種と地中海原産の D. polypodioides とは毛叢配列が異なるた
め，それは誤同定と考えられる。本種と同様の毛叢配列を持
つ種として D. australisが挙げられるが，側脈の存在により
区別される。 Nizamuddio (1981 ) は，本種と形態が類似する
D. tr.伊olitana を地中海から記載しているが，その内容に不
明確な部分がある。本種の分類学的検討のため，上記 3種お
よび同属の他種と，毛叢配列や細胞層数，側脈の有無などの
形態学的特徴を比較した。
( 海洋大・寝類)
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B25 ' 、森康次* ・芹津( 松山) 和世軸・芹津如比古. . 静岡県
産ワカメの染色体数について

ワカメ Undaria pinnatifidaの染色体数は北方型のナンプ
ワカメ (f. distans)で 0 = 3 0，南方型のワカメ (f.ηpica)で
0=22 と報告されているが，南方型のワカメでも 0 = 3 0 とす
る知見もある。そこで知見のない静岡県産ワカメの染色体数
を明らかにすることを目的に，御前崎，焼津( 浜当目)，三保，
下田( 白浜)，比較のため千葉県銚子で成熟したワカメ胞子
体を採集し，放出させた遊走子を 200C，長日条件( 14L:lOD)
で培養し，配偶体の染色体数を観察した。固定液は酢酸エ
タノール( 1:3) を用い， 24時間浸漬させ水洗いした後，
lN-HCl に 10分間浸漬させた後水洗いし，酢酸鉄へマトキ
シリン抱水クロラール溶液で染色した後，押しつぶして観察
した。御前崎及び三保産の配偶体は暗期 8時間後，明期 12
時間後まで 2時間毎に固定して観察した。また，全産地の配
偶体で明期 8時間後にふHydroxyquioaldioe を加え，その 2
時間後に固定して観察した。
その結果，胞子体の形態に関しては三保と下回産は南

方型に近く，御前崎，焼津，銚子産は北方型に近かっ
た。 2時間毎に行った観察では明期 8 ー 10時間後に固定
した配偶体で多くの核分裂中の細胞が観察された。また，
8・H ydroxyquioaldioeの前処理を行うことで，より明瞭な染
色体を観察することができた。染色体数を測定した結果，今
回採集した全産地のワカメ配偶体における染色体数は 0=30
であることがわかった。
( ・東海大・海洋，軸東海大・海洋研)

B27 0孫忠民・長谷川和清・田中次郎: 千葉県沖ノ島産褐藻
アミジグサ属の一種 Dictyoωsp. の形態分類学的研究

千葉県館山市沖ノ島において，葉状体全体に“横縞" 模様
をもっ大型のアミジグサ属の一種を採集し，その形態につい
て詳しく観察した。
本種は漸深帯に生育し， 3月から 5 月にかけて繁茂する。

藻体は発達した毛状付着器で岩に固着し，葉状体は平面的で
規則的に二叉分枝を行い，上方に向けて広がる。成熟体は高
さ20....... 30 c m に達する。基部から先端まで 15 回以上分枝
し，分枝の角度は 40....... 600 である。葉状体は 1層の小型の
皮層細胞と 1層の大型の髄層細胞より構成され，表面に毛叢
は発達しない。髄層細胞の中央に色素体の集塊が 1つ形成さ
れ，それが外観上の横縞模様をなしている。最も幅広い節聞
は，長さ 2.5....... 3.0 c m，幅 1.0....... 1.5 c m，厚さ 250....... 300 
μm，皮層細胞は長さと厚さは 20....... 3 0μm，幅 10....... 15 
μm，髄層細胞は長さ 350....... 4 5 0μm，幅 150....... 2 0 0μm， 
厚さ 230....... 280μmである。生殖器官は体両面に生じる。胞
子嚢は球形で直径 90....... 110μmであり，不規則に散在する。
生卵器と造精器は，数十個が集まり群をなす。生卵器は倒卵
形で，高さ 90....... 100μm，幅 60.......70μm になる。造精器
は高さ 100.......115μmの角住状で，多数の小室に分かれる。
本種はアジア太平洋沿岸の既知種のいずれにも該当せず，

髄層細胞内の色素体の集まり方を特徴とする新種であると考
えられる。
( 海洋大・藻類)
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B28 0加藤将' ・三沢計治事・笠井文絵 h 渡遺信岬. 田中次
郎同・野崎久義 .. 日本における汎存種 Chara braunii (シヤ
ジクモ目) の複数核 D N Aマーカーを用いた種内系統解析

Chara braunii は世界的に分布し，日本でも普遍的な種で
ある。一般に水田などの浅い場所から，湖沼などの深い場所
まで幅広い環境に生育する。また，藻体のサイズの変異が
大きいことが知られており，多くの種以下分類群が記載され
てきた。演者らはこれまでに， C. brauniiの種の実態を明ら
かにするための第一段階として，日本各地の様々な生育環
境より採集された藻体を用い，葉緑体 D N Aの塩基配列情報
(rbcL遺伝子及び a月pB-rbcLの遺伝子間領域，計 3154 bp， 
89 0 T U ) による系統解析および種以下分類群の識別形質と
して扱われている形態形質の数量的計測を実施した。その結
果，本種内には種以下分類群の識別形質では識別できない，
生育環境( 水田と湖沼等) を反映した 2大クレード (group A， 
B) の存在が明らかになった( 日本植物学会第 69回大会発
表) 。しかし母性遺伝する葉緑体 D N Aを用いた系統解析は，
その遺伝様式の違いから核 D N A を用いた系統樹とは矛盾す
ることがある。本研究では，核コードの hsp90 (約 3200 bp) 
及び E F・Iロ( 約 2500 bp) の遺伝子領域について C. braunii 
に特異的なプライマーを開発し，系統解析を実施した。その
結果，それぞれの核遺伝子領域を用いた解析で構築された
系統関係は，葉緑体 D N Aで解析されたものとは一致せず，
group A ， B 聞で遺伝子交流が存在している可能性が示され
た。 Tajima's D 検定を行ったところ，核コードの両領域それ
ぞれでは有意な値は検出されなかったが，葉緑体 D N A領域
の方では有意に正の値となった。このことから葉緑体 D N A
領域に自然淘汰が働いている可能性が示唆された。
( ' 東大・院・理，輔国環研，榊筑波大・院・生命環境，間海洋大・
藻類)

B30 0阿部真比古・. 倉島彰輔・前川行幸町三重県英虞湾産
一年生アマモの温度特性

海草アマモは一般的には多年生草本であるが，一年生も確
認されている。演者らは日本藻類学会第 29回大会で三重県
伊勢湾産多年生アマモの高温限界が 28.Cであることを報告
した。今回は一年生アマモの温度特性を種子発芽，生長，光
合成・呼吸活性から明らかにできたので報告する。
三重県英虞湾産一年生アマモ種子を用い，種子の発芽実験
において 5-25.C (5.C間隔) で 150粒ずつ播種し， 90 日間
培養・観察した。相対生長率と光合成・呼吸活性の測定にお
いて草体長約l Oc mの実生を用い， 10-30・C (5.C間隔) と
27-30・C (1.C間隔)， 50μmol photons m-2  S-I， 12L:12Dの
条件で， 1週間通気培養した。相対生長率と光合成・呼吸活
性の測定は培養初日と最終日に行い，培養液は 1日おきに換
水した。相対生長率は草体の面積から求め，光合成・呼吸測
定にはプロダクトメーターを用いた。
発芽は 5・20.Cで起こり， 10・15.Cでの発芽率は 84-95%
であった。生長の好適水温は 15・20.Cであり，相対生長率
はともに 4.3%であった。 27・28.Cでは葉部の一部が脱色し
たが枯死せず， 29-30・C では葉部全体が脱色し枯死する草体
があった。培養期間中の光合成・呼吸活性は 10-20・C の活
性は安定していたが， 25.C以上では草体の状態に関わらず
低下した。英虞湾産一年生アマモの高温限界は草体の状態や
光合成・呼吸活性の特性から判断して，多年生と同じ 28.C
であると考えられた。
( ' 中央水研，韓三重大・院・生物資源)

B29 0森田晃央 *. 奥村宏征ぺ阿部真比古拙. 倉島彰問・前
川行幸間: アマモ場の底泥における埋土種子の分布について

三重県英虞湾の湾口部には多年生アマモ，湾奥部には一年
生アマモの群落が分布している。多年生アマモは水深 3・12
m の砂質に生育し，一年生アマモは水深 1・4 mの泥質に生
育している。多年生アマモは，成熟株の流失後も地下部及び
地上部が生存し，再び群落を形成する。しかし，一年生アマ
モは，夏季に草体が全て枯死流失し，種子のみが底泥中に生
残する。そこで本研究では，多年生及び一年生アマモの埋土
種子の役割を群落の維持機構の観点から明らかにしようと試
みた。
埋土種子は， 2004年 5 月， 10月及び 2004年 11 月，

2005年 3 月に採泥器を用い採集した。底泥中の充実種子及
び空種子は，多年生及び一年生アマモ場において大きく異な
り，特に多年生アマモ場ではほとんど分布していなかった。
一年生アマモ場において，充実種子は 8 c m層以浅に 915粒
1m2分布していたが，8  c m層以深には分布していなかった。
種子は， 8  c m層以浅で発芽可能であり，埋土種子密度は一
年生アマモ場における発芽数の密度と同程度であった。一年
生アマモは，多量の種子を底泥に残すことで群落の維持を
行っているものと考えられた。また，底泥中の大量の空種子
(7960粒1m2) の存在と，既存文献での甲殻類や魚類の種子
の補食ということから，種子は群落維持に加えてアマモ場の
生態系において重要な役割を果たしていると考えられた。
( * 三重産支セ，林三重科技セ水，開中央水研，由三重大・生
物資源)

B31 0上出貴士・山内信・高橋芳明: 和歌山県田辺湾内ノ浦
のコアマモ Zostera japonica Ascherson &  Graebner群落の
構造と底質環境の関係

和歌山県田辺湾内ノ浦の 12 カ所のコアマモ群落において
群落構造と底質環境の関係について検討した。調査はアマ
モの現容量が最大に達する時期に相当する 2005年 7 月7 日
に実施した。コアマモ群落の海底堆積物は広い範囲の AVS，
T O C， T N及び T P濃度を示し，粒度組成についても多様で
あった。このことから，コアマモは生育基質として内ノ浦周
辺の砂泥域の潮間帯のほとんどを利用できるものと考えられ
た。また，葉条密度の増加とともに平均葉部長が短くなる傾
向がみられ， AVS値と泥分が高くなるに従って地下部現存
量と葉条密度が低下する傾向のあることが確認された。しか
し，平均葉部長や地上部現存量と底質環境との聞には関連性
は認められなかったことから，底質環境はコアマモ群落の地
下部の構造と葉条密度にのみ影響を及ぼしていることが示唆
された。平均葉条長や地下部現存量などの地上部の構造につ
いては，それらを取り巻く水質や海水の流動などの影響が考
えられ，今後これらを詳細に調査することで生育環境とコア
マモの群落構造の関係がより一層明らかになると考えられ
る。また，コアマモの生長に関して N，P がともに制限要因
であることが示唆され，特に N はコアマモの生育環境中で
不足した状態にあると考えられた。
( 和歌山県農林水産総合技術セ・水産試験場)



B32 0山本真望 *. 久保田亜美 h 原口悦子 h 石本美和・- 桑野
和可・: ヒラアオノリの成熟誘導条件の検討

ヒラアオノリの配偶子形成は，藻体を新鮮な培養液に移す
ことによって人工的に誘導することができる。本研究では，
さまざまな明暗条件下での配偶子放出時刻について解析し，
栄養生長から成熟への切り替えがどのような機構で制御され
ているのか検討した。
ヒラアオノリ (MGEC-l 株) を材料とし，培養温度 150 C，

光周期 14L:lOD で培養した。成熟誘導するため，麗体を滅
菌海水で十分に洗浄した後，新鮮な培養液に移し， 21 0 C で
培養した。誘導処理時刻や明暗条件をさまざまに変え，誘導
処理の翌日から配偶子放出の有無を観察した。配偶子が放出
された場合にはその全量を採取し，セルカウンターで計数し
て1時間毎の放出配偶子数を求めた。
通常の光周期で明期中に誘導処理を行うと，処理後 2 日目
に多量の配偶子が放出され，暗期になってから処理を行うと
配偶子の最大放出日は 1 日遅れた。通常よりも明期を延長し
て誘導処理時まで光が照射されるようにしても， 22:00以降
に誘導処理した場合には配偶子の最大放出日は l 日遅れた。
誘導処理後，連続明期にすると配偶子の放出は通常より約 6
時間早まった。一方，光周期の位相を前にずらした場合には，
配偶子放出は新しい光周期の位相に同調し，誘導処理後 21
時間以上後に暗期が始まると，その次の明期中に多量の配偶
子が放出された。放出直前の暗期は少なくとも 4時間必要
だった。また，放出前日の明期は 8時間以上必要で，それよ
りも短くなると 1 日遅れて配偶子が放出された。
( * 長崎大・院・生産科学，輔長崎大・水産)

B34 0出村幹英* ・河地正伸軸・笠井文絵軸・渡過信・: ラフィ
ド藻綱 Chattonella 3種の分子系統とマイクロサテライト解
析

Chattonella antiqua， C. marina， C. ovataの3種は，主に
西日本で，夏季に赤潮を形成し，養殖漁業に多大な被害を及
ぼし続けている。 3種は形態的に識別されるが，遺伝的近縁
性も指摘されてきた (Connell 2000 など) 。しかし， 3種の
遺伝的な実態，すなわち形態種が遺伝的にまとまったグルー
プなのか，否かについて明確な結論は出ていない。
Chattonella 3種の遺伝的な実態を解明することを目的と
して，分子系統解析( 核 ITS領域，葉緑体 rbcL遺伝子， ミ
トコンドリア coxI遺伝子) およびマイクロサテライトマー
カーによる解析を行った。分子系統解析では 3種の各々 15
株について解析し，マイクロサテライトマーカーでは， C. 
antiqua 28株， C. marina 22株， C. ovaω2 8株の株間の遺
伝的距離に基づくクラスター解析を行った。
遺伝子の分子系統解析では，どの分子種でも 3種は混在し，
種ごとのクレードは認められなかった。マイクロサテライト
マーカーのクラスター解析では， 3つのクラスターが認めら
れ，各クラスターと形態で識別される 3種との聞に対応関係
が認められるなど， 3種聞の遺伝的差異が初めて示された。
一方で，形態的に異なる株がC . antiqua クラスターに 18%，
C. marina クラスターに 4 %，C. ovata クラスターに 1 0 %入
り込んでおり，種間交雑の可能性が考えられた。
( ・筑波大・院・生命環境，韓国環研)
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B33 0芹津( 松山) 和世: 岬・鈴木平吉 h 原雄一郎 h 森康
次輔・芹津知比古輔: 紅藻スサビノリの生長に対する海洋深
層水の影響

紅藻スサピノリの生長に対する海洋深層水の影響を明ら
かにすることを目的に，実験 lでは深層水，混合水( 深層
水: 表層水= 1  :  1)，表層水を試水に，実験2 では深層水
と，その栄養塩濃度と同様になるよう硝酸塩と燐酸塩を添加
した表層水と人工海水を試水にスサビノリの培養を行い，実
験終了時に葉面積，乾重量，クロロフィル量を測定した。実
験 Iでは 1 L 容器に約 1 c m2の配偶体を 5 枚ずつ入れ，15・
C， 100μphoton/m2/sec， 10: 14時間明暗周期，通気で 10
日間，実験 2 では 1 L 容器に約 0.5 c m2の配偶体を 3枚ずつ
入れ，実験 I と同条件で 8 日間培養した。表層水は小笠原諸
島の西之島付近から，深層水は焼津地先水深 687 m から採
水し，櫨過して実験に供した。なお，試水は 24時間毎に全
量を換水した。
その結果，葉面積，乾重量，クロロフィル量は実験 1で

は深層水，混合水，表層水でそれぞれ 7.2，4.3， 2.6 c m2， 
18.0， 12.8， 2.9 m g， 60.0， 35.6， 6.1μgでいずれも深層
水で最大であり，実験 2 では深層水，表層水，人工海水でそ
れぞれ 5. 1， 2.7， 2.7 c m2， 2.7， 1.7， 1.7  m g， 10.9， 7.3， 
12.1μgでクロロフィル量を除き深層水で最大であった。以
上より，海洋深層水に含まれる栄養塩類以外の何らかの微量
元素の存在がスサビノリの生長を促進していると推察され
た。
( * 東海大・海洋研，神東海大・海洋，出芙蓉海洋開発( 株) )

B35 0 内藤佳奈子・. 今井一郎幹: 有害赤潮渦鞭毛藻
Cochlodinium polykrikoidesの増殖機構における鉄配位子の
役割

有害渦鞭毛藻 Cochlodinium poか'krikoidesは，大規模な赤
潮の発生により，日本や韓国沿岸域で魚介類の大量艶死を起
こしている。本種による被害を軽減し水環境を保全するため
には，その発生機構の解明や防除技術の開発が喫緊の課題で
ある。本種の培養は極めて困難であるため，化学組成が明ら
かな人工海水を用いた合成培地での増殖生理における研究例
はない。また今まで，本種の栄養要求性は N ，P 等のみ検討
されていたが， Fe等の微量金属については全く未解明であ
る。
本研究では，多種の赤潮藻の培養が可能である人工合成培
地IHN培地をC . polykrikoidesの良好な増殖が得られるよ
う改良し( 改変 I H N培地)，この培地を用いた培養実験によ
り， p H  8.0の条件下で鉄錯体として溶存する有機配位子お
よび他の微生物由来のシデロホア( 鉄運搬体) を中心に，本
種による鉄利用と増殖に及ぼす影響について検討を行った。
その結果， E D T A を配位子として添加した場合にのみ増殖を
確認でき，難溶性鉄および他の有機錯体鉄の利用はみられな
かった。そこで，増殖に利用可能であった E D T A類縁体に
ついて添加培養実験を実施したところ， Fe(III) との錯生成能
が大きい配位子ほどc . poか'krikoidesの増殖を抑制する傾向
があった。このことから，本種は鉄錯体の解離能力が小さい
と判断することができた。
( * 県立広島大・生命環境，軸京大・院・農)
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B36 0深尾剛志 *. 山口晴生輔・足立真佐雄梓: 赤潮藻 3種の
ウレアーゼ活性発現機作

沿岸海域における赤潮の発生機構解明に向け，これまで赤潮
藻の窒素源については主に無機態窒素に注目が集まっていた。
しかしながら我々は，これまでに有機汚濁海水中には有機態窒
素のー積である尿素が高濃度で存在することがあり，この濃度
と無機態窒素濃度は大きく変動しうること，さらに赤潮藻のな
かには尿素を窒素源として利用可能な種も存在することを明ら
かとしており，赤潮の発生に対して尿素が寄与する可能性につ
いて指摘してきた。本研究では，代表的な赤潮藻の尿素分解酵
素ウレアーゼの活性発現機作を調べることにより，尿素と無機
態窒素の濃度が激変する環境下における，これら赤潮藻の尿素
利用戦略について考察しようとした。
実験には尿素を利用可能な渦鞭毛藻 Karenia mikimotoi と

Prorocentrum minimum ならびにラフィド藻 Heterosigma akashiwo 
を供した。アンモニア，硝酸および尿素を唯一の窒素源として
その終濃度がいずれも 250μM-N となるように，あるいはいず
れの窒素源も添加しない埼地をそれぞれ調製し，これらを用い
て各供試藻を培養した。 14C-Ureaを用いることにより，これら
窒素源の異なる各培養系におけるウレアーゼ活性を求め比較し
た。その結果，P. minimum のウレアーゼ活性は窒素源に関わり
なく概ね一定であり，本種はウレアーゼを構成的に発現してい
ることがわかった。一方，K. mikimotoiのウレアーゼ活性はアン
モニアと硝酸添加区ではかなり低いことから，その活性発現は
無機態窒素で抑制されることがわかった。また，H. akashiwo は
尿素を利用する時にのみウレアーゼ活性を発現させた。以上の
ように，これら赤潮藻のウレアーゼ活性発現機作は大きく異な
るが，なかでも本酵素を構成的に発現する種は，現場海域にお
いて無機態窒素から尿素へと窒素組成が激変した場合に，より
有利である可能性が考えられた。
( ‘愛媛大・院連合・農，神高知大・農)

POI O 上井進也事・ Marie Voisin神. 新井章吾榊・ Frederique
Viard** .  JlI井浩史* . マイクロサテライトとミトコンドリア
ハプロタイプからみた日本沿岸のワカメ属集団の遺伝的関係
について

ワカメ属 3種ヒロメ，ワカメ，アオワカメの遺伝的関係を
調べるために，日本沿岸数カ所の集団からサンプリングを行
い，マイクロサテライト 5遺伝子座に基づく集団構造の解析
とミトコンドリアゲノムの 2領域に基づく系統関係の推定を
行なった。なおそれぞれの「集団」は採集地と形態による同
定に基づいて定義した。集団構造解析では日本沿岸のワカメ
属集団は 7 グループ( ヒロメ 4集団/ 三重ワカメ/ 下回ワカ
メ/ 東北ワカメ 2集団/ 日本海ワカメ 2集団/ 下回アオワ
カメ/ 日本海アオワカメ 2集団) に分かれ明瞭な地理的構造
を示した。複数のグループが分布していたり，分布域が接し
ていたりする地域の集団では，同種別種に関わらず 2つのグ
ループ由来の遺伝的要素をもっ個体がみられ，グ、ループ間雑
種の存在が示された。雑種個体を除いた上で集団聞の遺伝的
距離を計算し，集団聞の系統樹を推定したところ，ブートス
トラップ値は低いものの 7 グループのそれぞれがクレードと
してまとまり，ワカメとアオワカメの集団がそれぞれ種レベ
ルでーまとまることはなかった。ミトコンドリアゲノム 2領域
に基づくネットワーク系統樹においても，各グループのもつ
ハプロタイプ同士が非常に近縁である一方，巽なるグループ
のもつハプロタイプの聞には大きな遺伝的距離がみられ，や
はりワカメとアオワカメの単系統性は否定された。
( * 神戸大・内海域セ，軸フランス・ロスコフ臨海実験所，出( 株)
海藻研究所)

B37 0 坂本節子・板倉茂・山口峰生: 有毒渦鞭毛藻
Gymnodinium catenatum のシストはどのような環境で発芽
するのか? 一水温・光・溶存酸素の影響一

Gymnodinium catenatum はシストを形成することから，
栄養細胞の増殖に適さない環境下ではシストが個体群維持に
大きな役割を果たしていると考えられる。本研究では室内培
養実験において本種シストの休眠・発芽に及ぼす環境要因の
影響について検討し，得られた結果からシストが発芽可能な
環境を推察した。
長崎県上五島今里湾で分離した 2株の G. catenatum を

混合培養して得られたシストを実験に用いた。異なる温
度 (7.5-300 C ) ，光強度 (0・140μmol photons/m2/s) ・光波
(400-700 nm)，および溶存酸素条件( 静置および嫌気) でシ
ストを培養し，発芽率および発芽までの日数を比較した。
シストは 17.5-300 C で発芽し， 15 0C 以下では発芽しなかっ
た。 1 ヶ月培養後の発芽率は 22.5-300 C では 9 0 %以上と高
かったが， 17.5 および 200 C では 6 0 %以下であった。発芽
に要する日数の平均は 17・21 日で，温度による差はなかった。
異なる光強度および光波長でシストを培養したところ，シス
トは無光下でも発芽できるが 0.8μmol photons/m2/s程度の
弱光により発芽がさらに促進されること，発芽率は光強度に
は依存しないこと，光波長 450-500 n mの青色光が発芽に有
効であることがわかった。また，シストは嫌気条件下では発
芽しないことがわかった。以上の結果から，シストの発芽環
境を考察する。
( 瀬戸内水研)

P02 0小亀一弘事. 上井進也輔・栗原暁柑・増田道夫事: 日本産
褐藻カヤモノリにおける分子変異の解析

日本各地で採集した褐藻カヤモノリについて，核リボソー
ム遺伝子の ITS2領域とミトコンドリア cox3 (チトクローム
酸化酵素サプユニット 3) 遺伝子の塩基配列を調べた。 ITS2
領域の比較では，塩基置換による変異は少なかったが，アラ
インメントにおけるギャップの入り方の特徴から 5 つのグ
ループが認められた。 cox3 では 10.8% までの塩基変異がみ
られ，分子系統樹で支持されるいくつかのグループが認め
られた。 cox3 解析での各グループのサンプルは，それぞれ，
ITS2解析でみられた特定のグループの塩基配列をもってお
り，cox3解析で、の各グループと ITS2解析のグループに特定
の対応があった。用いたサンプルの多くで有性生殖が認めら
れ，また，核とミトコンドリアのゲノムは独立に遺伝する c

もし，比較的自由な交配が起こっているとすると，cox3 と
ITS2の塩基配列タイプのそのような特定の対応は説明しが
たい。従って，cox3 とITS2の聞でみられたグループの特定
の対応は，何らかの生殖的隔離がある程度の強さである程度
の時間働いていることを示唆していると考えられる。
( 事北大・院・理，帥神戸大・内海域セ，榊ハワイ大)



P03 0坂山英俊* .  Adriana Garcia帥. 野崎久義棉・伊藤元己* .  
シヤジクモ藻類フラスコモ属の全系統関係の解明 (1)

シヤジクモ藻類( シヤジクモ目) は世界中に広く分布し，
その大分部は特異な形態や生態を示す地域固有種である。
シヤジクモ藻類の分類体系 (Wood 1965) は，近年の分子
系統学的研究によって全ての属聞の系統関係は支持された
が，各属内の系統関係は多くの点で矛盾していることが報告
されている。従って，各属内の全ての重要な種を網羅した分
子系統解析を実施して W o o d (1965)の分類体系の改訂を行
う必要がある。本研究では演者らの研究によって分類学的研
究基盤が最も整っているフラスコモ属に焦点、を絞り，全ての
重要な種を収集して属全体の系統関係を明らかにする。具
体的には，フラスコモ属全 15節・ 49種のうち 11 種は既に
McCourt et al. (1999) とSakayama et al. (2002， 2004， 2005， 
2006) によって研究されているので，本研究では残りの 38
種中，日本固有種 2種， ヨーロッパ固有種 l種，オーストラ
リア・ニュージーランド固有種 16種，北中米国有種 2種( 合
計 21 の固有種) を新たに採集する。そして，現地調査が困
難であるアフリカ固有の 2節を除く全ての 13節と，全種数
の約 6 0 % (32種) をカバーした分子系統解析を実施する。
本大会ではこれまでに明らかとなった系統解析の結果を報告
する。
( * 東大・院・総合文化， **School of Earth and 
Environmenta1 Sciences， Univ. Wollongong，開東大・院・理・
生物科学)

P05 0鈴木雅大* ・橋本哲男町中山岡ド・吉崎誠場: 日本新産
紅藻 Leptofauchea属について

岩手県山田町で養殖牡嫡殻上に生育する日本新産の紅藻へ
イゴコロ( 新称) を採集した。体は小盤状の付着器から直立
し，高さ 3'"" 5  c m，膜質で，規則正しく 3'""5回叉状分枝し，
全体として扇状に広がる。体は多軸型構造で，葉緑体を含む
小さい細胞から成る皮層と，大形の細胞から成る内層とから
構成される。体の先端部の表面に精子嚢を密に生じる。造果
枝は 3細胞から成る。支持細胞より 2細胞から成る I本の助
細胞枝を生じ，プロカルプを形成する。受精後，造果枝を構
成する細胞と支持細胞は融合し，造果枝融合細胞は助細胞と
直接接触して助細胞に複相の核を渡す。複相の核を受け取っ
た助細胞は内容を増し，その母細胞と融合してゴニモプラス
トを生じる。ゴニモプラストは密に分裂を繰り返し，全ての
細胞が発達して果胞子となる。果胞子体の周囲の細胞は果胞
子体を取り囲むように発達して果皮を形成する。果皮の内側
の細胞は糸状に伸長する。嚢果は体の縁辺部に限って形成さ
れ，成熟した嚢果は球形で体の外側に突出し，頂部に巣孔を
持つ。四分胞子体は配偶体と同形同大である。四分胞子体の
先端付近の枝の表面に nemathecium状の塊を作り，四分胞
子嚢を形成する。四分胞子嚢は十字状に分裂。以上の観察か
ら，へイゴコロは，我が国では未報告の Leptofauchea属の
l種であることが分かった。形態観察と， S S U r R N A遺伝子，
rbcL遺伝子を用いた分子系統解析から Leptofauchea属の分
類と系統について報告する。
( * 東邦大・院・理，神筑波大・院・生命環境)
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P04 0棲田智子・田中次郎: 紅藻綱サンゴモ目モクゴロモと
ソゾゴロモの形態学的研究

無節サンゴモ類のモクゴロモ Hydrolithon sargassi 
(Foslie) Chamberlain 1994 f. sargassi と，ソゾゴロモ H.
sargassi f. parvula M a s止i 1968 の形態の比較を行った。ソ
ゾゴロモの特徴として「ソゾ属の上にのみ着生し，モクゴロ
モより小さな胞子嚢生殖器巣をもっ」という記載しかなく，
両者の違いは暖昧である。
そこで，実体顕微鏡，走査電子顕微鏡 (SEM) による外

部形態の観察と，光学顕微鏡， S E M による内部形態の観察
を行った。その結果，モクゴロモ，ソゾゴロモ共に雌雄同株
であり，生殖器巣の大きさは Masaki (1968) の記載通り，
ソゾゴロモのほうがやや小さい。生殖器巣の内部構造( 果胞
子嚢，四分臨子嚢など) には大きな遣いは見られない。栄養
藻体部分の細胞層数，及び生殖器巣下に存在する細胞層数は
ソゾゴロモのほうが多い。生殖器巣の突出程度を比較した結
果，モクゴロモのほうが顕著に突出する傾向がある。一方，
ソゾゴロモの生殖器巣には僅かに突出するものと，藻体内に
埋没するものの 2種類がある。つまり，モクゴロモとソゾゴ
ロモには胞子体嚢殖器巣の大きさの他に，生殖器巣の突出程
度，藻体の細胞層数，及び生殖器巣下の細胞層数が異なって
いる。また，モクゴロモの基質であるホンダワラ類は潮下帯
に，ソゾゴロモの基質であるソゾ類は潮間帯中部~ 下部に生
育している。上記の形態的違いと生育環境の違いから，モク
ゴロモとソゾゴロモは異なる分類群であると考えられる。
( 海洋大・藻類)

P06 Tetsuro Ajisaka*' oThidarat Noiraksar** .  K ha吋姐叩吋
Lewmanomont開': Species and distribution of Sargassum 
(Phaeophyceae) from Thailand 

More than ten species of Sargassum (Sargassaceae， 
Phaeophyceae) were found in Thai water. Nine species were 
from th巴 west coast of the Gulf of Thailand， five species 
from the east coast of the Gulf of Thailand， and six species 
from the Andaman Sea. They are: Sargassum baccularia 
(Mertens) C.A. Agardh， S. binderi Sonder， S. cinaeum 
J. Agardh， S. crassifolium J.G. Agardh， S. cristaefolium 
C. Agardh， S. long併uctum Tseng et L u， S. oligocystum 
Montagne， S. polycystum C.A. Agardh， S. siliquosum J.G. 
Agardh， S. stolonifolium Phang et Yoshida， S. swartzii 
(Turner) C.A. Agardh and two unidentified species. The 
most common species are S. poかcystum and S. stolonifolium 
distributing wid巴ly in the Gulf of Thailand and the Andaman 
Sea， respectively. S. longサuctum was found restrictively in 
Chumphon Province， S. siliquosum in Surat Thani Province， 
unidentified species 1  in Songkhla Province and unidentified 
species 2  in Krabi Province. S. crista問folium，S. poかcystum
and S. swartzii were found both coasts of Thailand. Three 
species (S. cinereum， S. long伊uctum and S. swartzii) were 
n巴w records for the flora of Thailand. Five species (S. 
baccularia， S. cinereum， S. longifructum， S. poかのぼtum and 
the unidentified species 1  from Songkhla Province) have 
zygocarpic receptalces. 
(*Kyoto Univ.，神Burapha Univ.，時Kasetsart Univ.) 
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問 7 0中村規代典・羽生田岳昭・牛原康博・川井浩史: 大阪
湾におけるアオサ属藻類の遺伝的同定

アオサ属藻類は大阪湾内の潮間帯で最も一般的に見られる
海藻類であるが，同時に形態形質による種の同定がしばしば
困難な分類群である。その同定には分子データが有効である
ことが明らかになっているが，大阪湾内に出現するアオサ属
藻類については分子データを用いた研究は行われていない。
一方，近年，日本沿岸，特に海岸線の改変や富栄養化により
在来種の多様性が減少し，また国際港湾が位置することの多
い都市部沿岸に，海外からの移入種が優占している可能性が
指摘されている。大阪湾内に出現するアオサ属藻類の中にも
移入種が含まれている可能性があるほか，今後移入種を速や
かに検知するためにも遺伝的な情報の蓄積と簡便な検出方法
の確立が重要である。
本研究では，2006年 2 月から 11 月にかけて神戸空港島内
の人工海浜および大阪湾北部の 6地点に出現するアオサ属を
採集し，核の ITS領域の塩基配列を用いて種の同定を行っ
た。また，より簡易な遺伝的同定方法として， ITS領域を用
いた PCR-R F L P を試みた。これまでに確認されたアオサ属
藻類は，Ulva arasakii， U. californica， U. compressa， U. 
fasciata， U. flexuosa， U. linza， U. ohnoi， U. pertusa， U. 
sp. (U. scandinavica ?)， U. tanneriの 10種であり，このう
ち4 種は瀬戸内海において初めて確認された。 U. californica 
は三河湾で確認されたのに続き日本で 2例目の報告である。
( 神戸大・内海域セ)

P09 0山岸幸正・- 谷昌也 h 三輪泰彦 *. 瀬戸内海における紅
譲ユナの雌雄配偶体について

紅蔀ユナ Chondria crassicaulis H 紅 vey は北海道から九州
までふつうにみられる海藻であり，四分胞子体および球芽と
呼ばれる小枝を形成する藻体が知られているが，配偶体につ
いては韓国から報告されている( L ee and Yoon 1996) のみ
で，日本ではほとんど知見がない。演者らは瀬戸内海の広島
県福山市輔町および尾道市因島において本種配偶体が生育し
ていることを確認し，生態および形態的特徴について調べた。
調査は鞘町海岸において 2006年 2 月から 2007年 1月ま
で毎月行った。球芽を形成したユナは潮間帯中部~ 下部の岩
上に一年中みられ，伺旬枝をともなった盤状付着器を持ち，
高さ 20 c m まで，直径 2.6 m m まであり， 10月， 11 月には
四分胞子嚢を形成した。雌雄配偶体は同じ生育帯に混生する
褐藻ヒジキの体上にのみ着生しており， 2 月"""'7月および 12
月， 1月にみられた。配偶体は盤状付着器のみで伺旬枝を持
たず，そこから多数の直立体が出て房状となっていた。雌性
配偶体は高さ1 .0-10 c m，直径 0.5-2.0 m mあり，不規則に
互生し，嚢果は球形から卵形で直径1 .0 m m までであった。
雄性配偶体は小さし高さ 0.2-1.7 c m，直径 300・7 0 0μmあ
り，分枝しないかまたは枝をまばらに生じ，軸や枝の上部に
精子嚢板を房状に形成していた。精子嚢板は楕円形で，多細
胞列の柄を持ち，ト3 層の周辺不稔細胞がみられた。球芽を
形成した藻体と配偶体の rbcL部分塩基配列は同一であった。
「福山大・生命工，神北大・院・理)

間 8馬場将輔: 紅藻イシゴロモ属の日本新産種 Lithophyllum
punctatum について

Lithophyllum punctatum Foslie は 1906年にスリランカ
産の標本をもとに記載された無節サンゴモであり，その後，
1982年にハワイのオアフ島から報告されている。鹿児島県
沖永良部島産の標本を詳細に観察した結果，本種に同定され
ることが明らかになったので，その形態と生殖器官の構造を
報告する。
本種は礁原のタイドプール底面のサンゴ片上に生育する。
藻体は殻皮状で，薄紫色，はじめ円形でのちに隣接する個体
が固着し，各個体は直径 1"""'3 c m，厚さ 0.6 ...."， 2 m m にな
る。体組織は二組織性からなり，基層糸は一層でやや細長い
細胞で構成され，隣接する直立糸の細胞聞に第二次原形質連
絡がみられ，細胞の融合はない。表層細胞は 1 ...."， 3  (5) 層
からなり，生毛細胞がまれに生じる。生殖器巣は体表面にや
や突出し，成熟後にその屋根の部分が脱落するため，体表面
に多数の窪みがみられる。四分胞子嚢生殖器巣は単孔で，内
径 lω ...."， 2 3 0μm，巣孔に乳頭状細胞が突出する。四分胞子
嚢は巣底の縁辺部と中央部に形成され，そのあいだに中性細
胞糸が散在する。巣底中央部に小柱は形成されない。本種の
配偶体は初めて観察され，雌雄異株である。雄性生殖器巣は
内径 60""'" 1 0 0μm，単純な形態の精子嚢が巣内の底面に形
成される。雌性生殖器巣は内径 80 ...."， 1 2 0μmである。果胞
子嚢生殖器巣は内径 160""'" 2 1 0μmであり，巣内底面に融合
細胞が広がり，その縁辺部から 4"""'7細胞からなる造胞糸が
発達する。
( ( 財) 海洋生物環境研究所)

PIO 0吉崎誠事・鈴木雅大' ・中山剛輔・橋本哲男輔: 日本産ペ
ニスナゴ属植物の分類

ペニスナゴ (Schizymenia dubyi) は赤色の膜状体で，皮層
細胞に長楕円形の腺細胞が頂生する紅藻ペニスナゴ科のメン
バーである。わが国にはペニスナゴ l種のみが生育すると言
われてきた。しかし，千葉県から岩手県にかけての沿岸の潮
間帯中部から下部にかけては，ペニスナゴによく似ているが
体の色が緑色がかった褐色で，皮層に楕円形の腺細胞をもっ
通称アオスナゴという海藻が生育する。ペニスナゴ属植物の
体構造は多軸型。造果枝は 3細胞からなる。受精卵と栄養助
細胞が連絡して栄養助細胞から多数の連絡糸を生じ助細胞に
達する。助細胞からゴニモプラストを生じ，果皮は形成され
ない。アオスナゴの体構造と，生殖器官，果胞子体形成過程
を調べたところペニスナゴ属の I種とわかった。潮間稽中部
から下部にかけてはアオスナゴのほかに体は黄褐色でほとん
ど腺細胞をもたないものがある。また，潮間帯下部から漸深
帯にかけては，濃赤色で長楕円形の腺細胞をもつもの，種赤
色で楕円~ 球形の腺細胞をもつもの，赤褐色で細長い腺細胞
をもつものなどがある。このように，わが国には複数のペ
ニスナゴ属植物が生育することがわかった。これらの中で
Schizymenia dubyi に相当する種はどれかも大きな問題であ
る。生育帯位，体色，形態，有性生殖器官，果胞子体形成過
程と，遺伝子解析とからこれらの仲間違の分類を検討する。
( * 東邦大・院・理，神筑波大・院・生命環境)



P l1 0鈴木平吉傘・芹津( 松山) 和世 h 芹津如比古宇: 紅藻ツ
ノマタ属 4種の生殖細胞( 胞子) の大きさの比較

本州中部に生育する紅麓ツノマタ属4 種，ツノマタ，オオ
パツノマタ，イボツノマタ，コトジツノマタの生殖細胞( 放
出された胞子) の大きさを比較することを目的に， 2006年
3 - 8 月に静岡県御前崎，焼津( 浜当目)，清水( 折戸) ，下
回( 白浜)，および千葉県銚子( 外川) 地先の潮間帯で大潮
の干潮時に採集を行い，各種の四分胞子体および果胞子体( 13
- 30個体) から胞子を放出させ， 2 0 - 5 0個の輪郭を描画
装置を用いてスケッチし，直径を測定した。
その結果，放出された胞子の直径は採集地や採集した月，
また母藻聞でも違いが見られた。ツノマタ，コトジツノマタ，
オオパツノマタ，イボツノマタの四分胞子の直径は，母藻平
均の範囲とその平均でそれぞれ 15.6 - 20.3 (17.4:t 1.5) ， 
16.7-18.9 (17.7 :t 0.5) ，17.7-20.3 09.0 :t 0.8) ，17.1 
- 22.0 (19.4:t 1.3 ) μmであり，果胞子の直径はそれぞれ
17.2 - 23.0 (20.2 :t 1.7) ，17.9 - 21.8  (19.8土1.4) ，18.9 
- 23.1 (20.8 :t 1.4) ， 18.3 - 21.6  (19.5 :t 0.9)μmであっ
た。ツノマタ，オオパツノマタ，コトジツノマタでは果胞子
の大きさが四分胞子より大きく，イボツノマタでは両胞子の
大きさがほぼ等しいことが明らかになった。
( * 東海大・海洋，輯東海大・海洋研)

P13 0田中幸記事- 平岡雅規軸: 高知県西部海域の海藻植生

高知県沿岸における海藻類の生育状況に関して，近年，ガ
ラモ場を構成するホンダワラ類の南方系の種類の移入や分布
拡大が報告されており，海水温上昇との関係が指摘されてい
る。しかし，これらはすべて大型の有用海蕩を中心に調べら
れており，中型や小型の海藻まで含めた海藻相全体の変化や
群集構造については明らかにされていない。そこで，黒潮の
影響を強く受けている高知県西部海域において，生育する海
藻に関する定性的な調査を行い，過去のデータと比較するこ
とで種組成の変化を明らかにすることにした。また，季節的
な消長がある海藻群集の構造をより正確に把握するために，
永久コドラートを用いた定量的な調査を定期的に行い，種組
成や構成比の周年観察を開始した。今回は，本研究の中間報
告として， 2006年 8 月から 2007年 1月までの調査結果に
ついて発表する。コドラートによる調査を行った西泊では
15科 34種( 緑藻 6種，褐藻 10種，紅藻 18種) ，桜浜では
15科 36種( 緑藻 2種，褐藻 15種，紅藻 19種) の海藻が確
認された。西泊では 8 月から 12 月にかけて，優占種がフク
リンアミジから有節サンゴモ類へと移り変わり，タマナシモ
クからなるガラモ場が成体から幼芽へと推移した。桜浜では
キレパモクやアッパモクと同定される南方系のホンダワラ類
が見られ，それらは水深帯によって分布が異なっていた。
(* ( 財) 黒潮生物研究所，高知大・院・理，輔高知大・総合
研究セ)
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P12 0芹津知比古* ・羽賀秀樹梓・原雄一郎市・芹津( 松山) 和
世同: 千葉県銚子地先の潮間帯における海藻群落削除後の遷
移

千葉県銚子市外川地先の潮間借における海藻類の遷移につ
いて明らかにするため，2003 年 7 月に特定の岩盤の片側の
海藻類を全てはぎ取り，ガスバーナーで焼き， 2 5 x 2 5 c m
の永久コドラートを設置し，その後に出現する海藻類の被度
を 2005年 2 月までほぼ毎月 I回大潮の干潮時に測定し，削
除していない側のそれと比較した。なお，永久コドラートは
海藻類を削除した側( 実験区) の上部と下部に 3 ヶ所ずつ，
削除していない側( 対照区) の上部と下部に 2 ヶ所ずつ設置
した。
その結果，植被率は対照区では上部下部とも調査期間中ほ

ぽ 100% であり，実験区では徐々に増加して上部で 7 ヶ月後
以降に，下部で 4 ヶ月後以降に 9 0 % に達した。最優占種は
調査期間中対照区では上部でヒジキ (57 - 99%)，下部でイ
ソマツ (48 - 88%) であったが，実験区では上部で 9 ヶ月
後までが無節サンゴモ類( 18 - 46%)， 10 ヶ月後 (2004年
5 月) 以降がヒジキ (31 - 85%)，下部で 8 ヶ月後までが無
節サンゴモ類( 16 -40%)，その後イソマツ，無節サンゴモ類，
イソマツ，カイノリとなり， 13 ヶ月後 (2004年 8 月) 以降
がイソマツ (22 - 37%) となった。月別出現種数は 3 ヶ月
後から実験区の方が対照区より多く，最大で上部では 10種，
下部では 13種多かった。また，調査期間中に対照区では上
部で 8種，下部で 27種，実験区では上部で 29種，下部で
41 種が確認された。
( * 東海大・海洋，軸千葉大・海洋ノqイオ，時東海大・海洋研)

P14 0松浦裕己' ・芹津( 松山) 和世輔・芹津如比古牟: 静岡県
三保半島の砂浜海岸に打ち上げられる海藻類の季節変化

静岡県三保半島の折戸海岸と真崎海岸に打ち上げられる海
藻類の出現種及び打ち上げ量の季節変化を明らかにする目的
で，2006年ト 12 月に毎月数回，海岸線約 500m に打ち上
げられる海藻類を採集し，種別に湿重量を測定した。なお，
明らかに 1 kg以上打ち上がっているものは，種と階級の記
録のみにとどめた。打ち上げ量は湿重量を対数で 5階級に分
け，各階級の中央値から重量を算出した。
その結果，折戸では 79種，真崎では 54種，両地では緑藻

7種，褐藻 40種( ホンダワラ類 22種)，紅藻 43種，海草類
2種の計 92種が確認された。過去の知見と比べ，三保半島
の打ち上げ海藻として新たに緑藻 6種，褐藻 15種( ホンダ
ワラ類 2種)，紅藻 30種の計 51 種を確認することができた。
月別の出現種数は折戸では 4 月に 59種，真崎では 8月に 30
種で最大，両地とも 11 月に l種で最少であった。年間総打
ち上げ量は折戸では約 150 kg，真崎では約 190 kgで，ホン
ダワラ類が大半を占めた。月別の打ち上げ量は 6 月に折戸
では約 68 kg，真崎では約 107 kgで最大，両地とも 11 月に
0.003 kgで最少であった。打ち上げ海藻は折戸では海岸に設
置されているテトラポット上に着生する海藻類にも影響を受
けたが，総じて両地とも駿河湾東岸の伊豆半島に生育するホ
ンダワラ類の季節変化に大きく依存していると推察された。
( * 東海大・海洋，神東海大・海洋研)
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P15 0倉島彰' ・川崎泰司軸・前川行幸・: ハパノリの生産力に
およぽすリン酸濃度の影響

演者らは，ハパノリの大量培養法の確立を目的として，そ
の生長や成熟におよぽす環境要因の影響について研究を行っ
てきた。日本藻類学会第 30回大会においては，栄養塩，特
に無機リン酸がハノfノリの発芽や生長に大きく影響している
ことを報告した。今回は，光合成速度からノ、パノリの生産力
を推定し，無機リン酸濃度が生産力に与える影響を調べた。
材料には，三重大学藻類学研究室で保存培養されている
ノ、ノTノリ株を用いた。培地には， リン源として KH2P04を
添加した1 I5PESI培地を用いた。まず，ノ、ノTノリを光強度
100， 4 0 0 μM  m-2  S-I，水温 20・C，P04・p 濃度 0，0.5， 1， 
5 μMの条件で予備培養した後に，予備培養と同一条件で光
合成・呼吸速度を測定し生産力を計算した。ハパノリの面積
と乾燥重量から生産力の実測値を求め，計算した推定値と比
較した。つぎに，光強度 0 - 6 0 0 μM m-2  S-I，水温 15・C，
P04・p 濃度 0，1 μMで光合成一光曲線を作成し， LAI と生
産力の関係を計算した。
光合成・呼吸速度から計算した推定値と実測値はよく一致
した (R =  0.93)。生産力が最大となった培養条件は P04・p
濃度 1 μM，光強度 4 0 0 μM m-2  S-I であり，最小であった O
μM，4 0 0μM m -2s-1 の 10倍以上であった。三重県の年間平
均日射条件，水温 15・C，P04-P濃度 1 μM における生産力は，
LAIが 2 のときに約 11 g  d瓜 m ・2day-I で最大になると推定
された。
( ・三重大・院・生物資源，輔尾鷲市水産農林課)

P17 0飯間雅文・中西孝信・春山恵利奈・松浦さっき: 希少
海産緑藻ヒメボタンアオサ Ulva tanneri (syn. Chloropelta 
caespitosa) の天然個体群復元の訴み

海産緑藻ヒメボタンアオサ Ulva tanneri (アオサ目アオサ
科)は， Tanner (1980)が世界で初めて報告し，その独特な
初期発生様式から新属新種 Chloropelta caespiωsa として記
載された。その後，分子系統分類学の飛躍的進展により，遺
伝子変異が少ないことから，Enteromorpha アオノリ属とと
もに Ulva アオサ属に統合され，種名も発見者 Tannerの名に
ちなんだ Ulva tanneri に変更された (Hayden et al. 2003)。
日本国内では， Iim a  and Fukusumi(1996) により，長崎

市周辺海岸 3地点で初めて報告された。しかしながら，その
後の圏内調査で淡路島と下田市海岸でのみ生育が確認された
ものの，他の地域では全く生育確認されていない。世界的に
も， Tannerの北米カリフォルニア沿岸域の報告後，南アフ
リカ，メキシコ，ギリシャでのみ見つかっている希少種であ
る。 1990年代に生育が確認されていた長崎市周辺 3海岸の
うち，野母崎および茂木海岸では， 2001年度以降全く生育
が確認されていない。
長崎大学環境科学部藻類学研究室では，本種の天然個体群
復元を目的として，唯一わずかに生育する手熊海岸より春季
に採集した天然護体を，夏季に室内培養により増殖させ，冬
季に潮間帯域に打ち付けた釘よりロープを垂らし，今年度ま
で5年間にわたり海だし実験を実施した。その結果を報告す
る。
( 長崎大・環境科学)

P16 0秋野秀樹・川井唯史・武藤卓志: 配偶体から作成した
ホソメコンプ種苗の北海道泊村における海域展開可能期間と
水温及び栄養塩との関係

北海道泊村のホソメコンプの成熟時期は他海域のコンブ類
に比べて遅いため，コンプ種苗の生産開始に適した 8月末に
母藻を得ることが難しく，地元生産者は他海域の母藻や種苗
を購入している。しかしホソメコンプ配偶体の保存株から成
熟誘導により胞子体を得る技術を用いると，時期を問わず地
元のコンプで種苗生産が可能となる。そこでこの手法による
種苗の海域展開を時期別に行い，本海域での展開適期を水温
と栄養塩に基づき検討した。
ホソメコンブ配偶体の保存株 (2004年 11 月に北海道泊村

で採取した母藻より作成) を用いて，クレモナ糸上にコンブ
種苗を作成し， 2005年 10月" " 2006年 5 月まで毎月 1回泊
村の養殖施設に海域展開し，期間中の環境測定( 水温・栄養塩)
と種苗の計測( 葉長・葉幅) を行った。
海域展開期間中の水温は 4.5"" 1 9 S C，硝酸塩濃度は 0.5
"" 10.1μM，リン酸塩濃度は 0.2"" 1.2 μMで推移し，水温
は2月中旬に最低となり，栄養塩濃度は 3月末から 4 月初旬
に最大になり 4 月中旬以降減少した。 2005年 10月， 2006 
年 4，5 月に展開した種苗は枯死した。 2005年 11， 12月，
2006年 1""3 月に展開した種苗は生長し，最大平均葉長は
それぞれ 225，271， 156， 86， 53 c mで，早い種苗では 4 月，
遅い種苗でも 5月以降に葉長が減少した。栄養塩濃度が低い
時期に種苗の枯死や生長の停滞が起きたことから，展開種苗
の生存と生長は，栄養塩濃度の影響を受けたと考えられる。
( 北海道原子力環境セ)

P18 新井章吾本. 千原光雄輔・長谷井稔醐. 羽生田岳昭時.
比嘉敦 h 香村真徳一. 笠井文絵申榊 . 0熊野茂問輔・中村
武・大谷修司欄間・佐藤裕司骨一. 洲揮譲間一・田中次郎
酬明叩・吉田忠生事由・吉崎誠岬開明 (AB C順) : レッドリス
トに掲載された淡水産紅藻の分布地図

環境省レッドリスト見直しの，青森から沖縄に到る調査を
行い，延べ 700近い産地で淡水産紅藻の生育を確認した。本
発表ではレッドリストに選定された淡水産紅藻の主な種の産
地地図を示し，それらの分布を考察する。
1 ) オオイシソウモドキは福島・沖縄に生育。オオイシソウは
やや広く分布。インドオオイシソウは宍道湖に局在。イバラ
オオイシソウ・ムカゴオオイシソウは生育地から消失。アツ
カワオオイシソウも絶滅に瀕している。; 2) タニウシケノリ
は静岡・山梨の 2産地に局在する。; 3) アオカワモズク・チャ
イロカワモズクは広く分布。亜熱帯性コントルタ節の分布中
心は沖縄，北限は岩手。ユタカカワモズク属の 3種は消失，
残る I種も絶滅寸前。; 4) オキチモズクの分布中心は九州，
南限は西表島。; 5) フトチスジノリは関東，チスジノリは本
州中部から九州，シマチスジノリは沖縄本島，宮古島に分布
する。; 6) ホソアヤギヌ・タニコケモドキの本来の産地は汽
水域だが，九州・南西諸島では純淡水域にも生育する。
( 有株) 海藻研究所，柿筑波大，榊( 株) ハセイ，聞神戸大，
一沖縄県環境科学セ，間輔国環研，開制島根大，- 一噂兵庫・
人博，時間河川生物研究所，間一海洋大，“一明東邦大)



P19 0坂西芳彦 *. 井上千鶴て榊・田中次郎幹: 海産種子植物
ウミヒルモの夏季の光合成特性について

ウミヒルモ Halophila ovalis は太平洋西部とインド洋の熱
帯から温帯に分布する海草で，潮間帯下部から比較的深い水
深帯( 10 m 以深) まで生育することが知られている。本研
究では，ウミヒルモの光合成や物質生産に及ぼす光・温度の
影響を明らかにするため，同化器官である葉の光合成・呼吸
速度と非同化器官である葉柄，地下茎，根の呼吸速度を測定
し，得られた光合成・呼吸特性と光環境データをもとに，葉
柄を含む 2枚の葉，地下茎，根で構成される shoot単位での
生産量を推定した。
7 月に千葉県館山市羽佐間地先の潮間帯に生育するウミヒ
ルモを採集し，実験に供した。光合成及び呼吸による酸素の
発生及び消費をクラーク型の酸素電極を用いて測定した。葉
の光合成速度と光強度との関係はモデ、ル式に曲線近似した。
夏季のウミヒルモの現場水温における光合成一光曲線に関
するパラメータは，光飽和純光合成速度及び呼吸速度はそれ
ぞれ 19.8μL 0 2  cm.2  h-I， 2.9μL 0 2  cm-2  h-I， Ik値は 81.9
μmol m-2  S-I，補償点、は 10.4μmol m-2  S-I であった。これら
の値は，Halophila属について報告されているパラメータと
ほぼ同様であった。また， 20'" 30.Cの範囲で葉の光合成
一温度特性を調べた結果，光飽和純光合成速度は 30.Cで最
も大きな値を示した。しかしながら，非同化器官の呼吸速度
や光量子束密度の日周変動データを加えて計算した夏季の
shoot単位での純生産量は 25.Cで最大値を示した。このこ
とは，ウミヒルモの物質生産に及ぼす温度の影響を考える場
合，非同化器官を含む夜間の呼吸量が重要な要素になること
を示唆している。
( 申北海道区水産研究所，神海洋大，時現: 石井食品( 株) )

P21 0稲田翠 .. 雪吹直史# ・本多大輔抽: 無色クリプト藻類
Goniomonas sp. の形態と系統

Goniomonas属は葉緑体およびヌクレオモルフを持たない
捕食性のクリプト藻であり，これまでに 3種が報告されて
いる。クリプト植物門において初期に分岐することから，そ
の進化を知る上で鍵となり得る生物にも関わらず，詳細な
観察は不足している。本研究では，まず複数の分離株を確
立し，光学顕微鏡を用いて種の分類形質観察と遊泳様式の
観察を行った。また 18S r R N A遺伝子を用いた分子系統解
析の結果，この属は G. truncata (Gt)系統群と G. pacifica -
G. amphinema (Gp-a)系統群から構成されることが明らかと
なった。さらに， Gp-a系統群の初期に分岐し，両種の特徴
を併せ持つ SEK-127株について，電子顕微鏡による観察を
行った。細胞表面にクリプト藻類で見られるようなぺリプラ
スト構造をもっており，種の分類基準とされている縦方向に
並んだ 3枚の大プレートだけではなく，比較的小型のプレー
トが組み合わされた特徴的な配置となっていた。鞭毛，核，
ゴルジ体，収縮胞，食胞， ミトコンドリア，細胞表面のくぼ
みなどの位置関係はすべての細胞で基本的に一致することを
確認した。鞭毛装置構造のうち微小管性鞭毛根が rhizostyle
を含む 4本から構成されることはこれまでの知見と一致して
いたが，それらの生じる位置や配向，繊維性構造の配置など
の新たな知見を得た。これらの結果をふまえてクリプト藻類
および他の鞭毛虫などとの比較を行った。
( * 甲南大・院・自然科学，神筑波大・院・生命環境，榊甲南大・
理工・生物)
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P20 0野中圭介$ ・輿那覇健次円新城晴仲軸: リュウキュウ
アマモ (Cymodocea serrulata) の人工授粉による結実につい
て

リュウキュウアマモは熱帯性の海草で，海草藻場を構成す
る代表種の lつである。しかし繁殖生態に関する知見は少な

演者らはリュウキュウアマモの繁殖生態を解明すべく，沖
縄本島中城湾にて花の観察を 2004年から行っている。 2005
年には日本初記録となる雌花を確認し追跡調査を行ったが，
結実は確認できなかった( 野中ら 2006)。そこで今回，同海
域において結実および種子を形成させるため， リュウキュウ
アマモの人工授粉を試みた。雌花群落に観察枠を設置して，
2006年 10月・ 11 月に枠内の雌花計 50株に人工授粉を行っ
た。花粉は雌花群落から約 200 m 離れた雄花群落から用い
た。受粉は雄花を船上または水中にて切開し花粉塊を取り出
し，ピンセットを用いて直接雌花の柱頭に付ける方法でー行っ
た。その結果 50株中 8株で結実を確認した。なお，受粉を行っ
た同じ枠内に 20株，枠近傍に 50株，計 70株の対象株を設
置したが，全てで結実は確認できなかった。そのため今回結
実した 8株は，人工授粉により結実したものと恩われる。
今回の結果から，昨年に引き続き自然下ではリュウキュウ
アマモの結実する確率は非常に低いことが示唆された。この
ことから昨年の考察と同様に， リュウキュウアマモの繁殖戦
略としては主に無性生殖による地下茎の伸長により勢力の拡
大を行っていると考えられる。しかし，一方で受粉による有
性生殖の能力もあり，遺伝子の交流の機会を得ているものと
思われた。
( ホ( 財) 港湾空港建設技術サービスセ，輔那覇港湾・空港整備
事務所)

P22 oKupper FC*. Gachon C M M * .  Sekimoto S". Honda 
D 帥 . Beakes G W糊・ MullerDG悼帥 : A  brown algal superbug: 
The oomycete Eurychasma dicksonii 

Eurychasma dicksonii has the largest known host range 
among pathogens infecting marine algae， and it occupies one 
of the most basal position in the oomycete lineage. It occurs 
in epidernics in temperate and cold seas in both hernispheres. 
D u巴tωo its availability in culture and the ongoing sequencing 
of the genome of one of its main brown algal hosts 
(Ect，ωocωar中p u凶4“s silμicαulめos抑u.“‘S凡E
tωo study oomyc印et旬e infection strategies and algal d巴fおens巴
mechanisms. Preliminary results show that Ectocarpus 
strains exhibit a  differential susceptibility to the same 
Eurychasma strain， suggesting a  genetically-determined 
basis for resistance in the alga. Conversely， several 
Eurychasma strains exhibit different host specificities， 
pointing to a  genetically-deterrnined basis for pathogenicity. 
Other ongoing studies involve the cell biology， phylogeny 
and biogeography of this pathogen. 
(*The Scottish Assoc. for Marine Science， UK; **Konan 
University，時 Newcastle Univ.， UK; 由 Univ. of Konstanz， 
Germany) 
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P23 大谷修司: 南極昭和基地周辺から採集された緑藻
Oedogonium sp. の形態とその分布

緑藻 Oedogonium sp. は昭和基地周辺の湖沼に広く分布し
ていることが知られており，ホットケーキ状の藻塊を形成し，
表面に浮遊あるいは湖底のコケ群落に混生する。南極昭和基
地周辺で 1987・89年と 1999・2000年に試料の採集を行い，
南極産標本の形態を観察し同定を試みたのでその結果を報告
する。
藻塊は肉眼的な大きさとなりしばしば藍藻，珪藻や醇類と
混生する。藻体は分枝をしない l細胞列の糸状体。細胞は細
長い棒状で先端部がふくらみ，幅は太い側が 6・8 μm，細い
方が 4.5-5μm，長さは 12・5 9 μm。葉緑体の形は不明瞭であ
ることが多く詳細は不明。生卵器は 1・3個ならび、側面観
は楕円体であり，周囲に先の丸い凸型の突起が 8-12個並ぶ。
生卵器の幅は 21-32μm，長さ 15・2 0 μm，卵胞子は楕円体で，
幅 17・1 8μm，長さ 1 5μm。その細胞壁は厚く 2-2.5μm，
卵胞子膜は平滑またはいぽ状突起を有す。短い糸状体の末端
にしばしば観察される先端に向かって細くなり湾曲した細胞
は，基部細胞の可能性がある。
本標本は卵胞子周囲に凸型の突起を有すことで O.
plaη'gynum Wittrや O. pulchrum Nordst et Hirn等に類似
するが，現段階ではこれまで報告された Oedogonium属
のいずれの種類にも該当しない。本標本と同じ形態を示す
Oedogonium は他の南極地域から報告されておらず，その分
布は昭和基地周辺の湖沼に限られている。
( 島根大・教育)

P25 0坂口美亜子・. 稲垣祐司・. 瀧下清貴輔・土屋正史" ・橋
本哲男 *. 真核生物における EFlα-like (EFL) 遺伝子の分
布と関係性について

翻訳伸張因子 Elongation factor 1 α( E F l α) はタンパ
ク質合成に必須であり，全ての生物においてそのアミノ酸配
列は高度に保存されている。また，機能的に重要な遺伝子で
あるために高度に発現しており， E S T解析により容易にそ
のm RN A配列を同定することができる。しかし近年，いく
つかの真核生物グループにおいて EFlαを持たず，代わり
にEFlαのアミノ酸配列に相同性を示すが，明らかに配列
の異なる EFlα 網 like (EFL) 遺伝子を持つものが存在する
ことが明らかとなった。 E F Lを持つ生物グループは EFlα
を持っていないため， E見が EFlαの代替タンパク質とし
て機能していると考えられる。また，この E F Lを持つ生物
グループは系統的に近縁なグループ聞というよりも真核生物
全体において点在して分布しているため，それらの祖先的生
物から E F Lを受け継いでその後いずれかの遺伝子を喪失し
た可能性が挙げられる一方， E F Lが水平転移によって他の真
核生物グループへと移動し， EFlαに取って代わってその機
能を果たしていることも考えられる。しかし現時点で， E見
遺伝子を持つ生物グループの存在の報告がまだ少なく， E礼
の登録配列数自体も少ないため，真核生物全体における E F L
の分布とその系統関係は明らかではない。
そこで，今回新たに E乱を持つことが明らかとなった

Foraminiferaや Centrohelidaの E F Lアミノ酸配列，また
E見を持つ生物グループの一つである Cryptomonadidaか
ら新たな E F L アミノ酸配列を決定し， E F Lを分子マーカー
とした分子系統解析を行い， E F Lの分布とその進化について
検討を行ったので報告する。
( * 筑波大・院・生命環境，輔海洋研究開発機構)

P宮4 0栗山住奈事・南雲保輔・鈴木秀和' ・田中次郎事: 日本産
シオハリケイソウ属 Tabulariaの微細構造と分類学的検討

Tabularia属は主に海藻・海草または砂粒に着生し，世界
中の海域または汽水域に広〈分布している。本邦においても
本属の出現は数多く報告されているが，精密な形態観察や比
較は未だに行われていない。演者らは，千葉県館山市坂田や
新潟県柏崎市石地，沖縄県久米島町等，本邦沿岸より採集し
た海藻( ボウアオノリ，シオグサ等) に着生している本属の
微細構造および分類学的検討を行った。
Tabularia属は， Kutzing (1844)が設立した Synedra属
の亜属に由来し， Williams &  Round (1986)が Synedra
barbaωla Kutzingをタイプ種として属のランクを組み換え
たものである。さらに彼らは，胞紋が連なった構造をもっ条
線の違いから本属を次の 3つのタイプに分けている。条線は，
1 ) 殻面から殻套まで並ぶ二列の小胞からなる， 2) 小肋をも
ち多孔飾板で塞がれた胞紋からなる， 3)複雑な構造をした 2
つの胞紋からなる。
観察の結果，上記の条線のタイプのうちりと 3) に当ては
まり，T. parva， T. fasciculata と同定される分類群が確認さ
れた。帯片は接殻帯片を含む 4""5枚で構成される。接殻帯
片に胞紋列はなく，殻に接続する側( 帯片内接部) は鋸歯状
となる。接殻帯片を除く帯片はすべて片端開口で，開口部は
互い違いに並ぶ。この他，各出現分類群の生細胞および群体，
葉緑体の形状，殻の微細構造についても報告する。
ド海洋大・藻類，神日歯大・生物)

P26 0坂本節子 *. 高野義人 h 西谷豪' ・足立真佐雄輔・山口
峰生事: 無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium polykrikoidesの ITS領
域にみられる反復配列について

Cochlodinium polykrikoides は，中国・韓国・西日本の沿岸
海域で赤潮を引き起こし，養殖漁業へ被害を与えている。我々
は，日本沿岸に出現した C. polykrikoidesの r D N A配列解析
を進める中で， πS I領域に反復配列( 101 bp) が存在するこ
とを認めた。 GenBankには韓国産C . polykrikoidesの同領域
に反復配列が 6回含まれることが報告されている。西日本
3海域から得られた細胞について r D N A配列を調べたとこ
ろ， S S U r D N Aおよび L S U r D N A部分配列は一致したに
もかかわらず，町SI 領域に反復配列を 3回， 6回， 7回，お
よび 6回と 7 回の両方を持つ細胞が確認された。この ITSl・
5.8S-ITS2配列 (ITS配列) のB last検索を行った結果， 5.8S 
はHeterocapsa と最も相向性が高かった。さらに，本種は上
述の反復配列を含む町S 配列とは別の，反復配列を含まない
ITS配列も持っていた。この配列は個体により数塩基の違い
がみられ， 5.8S は，Scr伊'psiellaのものと相向性が高かった。
本研究により， C. polykrikoidesは由来の異なる 2つの ITS
配列を持っていることが明らかとなり，それらの ITS配列に
よっていくつかの genotype に分けられることが示唆された。
また， 2006年 10月に京都府栗田湾に発生した個体群からは
少なくとも 2つの genotype タイプが存在したことから，同
一海域で同時期に発生した個体群が複数の genotypeから構
成されていることが示唆された。
今回の結果は，本種の分布や拡散を理解する上で重要な知
見となると考える。
( * 瀬戸内水研，軸長崎大・環東シナ海洋セ，榊高知大・農)



P27 0千園友子・中山剛・井上勲 :S S U， L S U， rbcLが示す
ブラシノ藻類の系統関係

プラシノ藻は緑色植物の中で，ストレプト植物( 陸上植物，
広義のシヤジクモ藻綱) にも緑藻植物( 緑藻綱， トレボウク
シア藻網，アオサ藻綱) にも属さない藻類群である。単細胞
自由遊泳性のものが多いが，不動性の種も近年多く報告され
ており，これらは海洋の生態系において重要な役割を果たし
ている。形態学的，生化学的特徴から，プラシノ藻は原始的
緑色植物であり，上記の 2大系統群はいずれもプラシノ藻か
ら派生したと考えられている。 S S U r D N A を用いた分子系
統解析は，ブラシノ藻が6 前後の系統群に分かれることを示
唆しているが，各系統群聞の関係，および 2大系統群との関
係については解けていない部分も多い。ブラシノ藻の系統関
係の解明は，緑色植物全体の多様化の道筋を明らかにするこ
とにつながると期待される。
今回，プラシノ藻各系統群から計 16の代表種を選択し，
S S U  r D N A， L S U  r D N A， rbcL塩基配列を得て分子系統解
析を行った。その結果，本研究で初めてピラミモナス目とマ
ミエラ目の単系統性が示された。両群はいくつかの微細構
造学的形質( クモの巣状鱗片，鱗片ダクト，射出装置，ピ
レノイド微細構造) を共有しており，両者の近縁性が支持
される。この系統群は緑藻植物の基部で分岐し，その聞に
Nephroselmis， Pseudoscourfieldia， Picocystis， CCMP1205 
が位置することが示された。前 2属は緑藻植物に明らかに近
縁なテトラセルミス目と同様に鞭毛上に棒状鱗片を有してお
り，この形質がこれらの緑色藻の共有派生形質であると考え
られる。
( 筑波大・院・生命環境)

P29 0新山優子・辻彰洋・渡辺員之: 日本産浮遊性アナベナ
属の分類

アナベナ属の浮遊性種には日本国内で現在 29種が知られ
ており，アオコを形成する種の過半数を占める。アナベナ属
にはアナトキシンやジェオスミンなどの有害化学物質を生産
する種類が知られており，水源となっているダムや湖沼の水
質を観測し，アオコ除去対策を行う上で，正確な種レベルの
分類が求められている。
アナベナ属の分類では，栄養細胞，異質細胞およびアキネー
トの形と大きさ，異質細胞とアキネートの位置関係，トリコー
ムの形態などが重要とされてきた。アナベナ属の種レベルの
分類で用いられてきた形質の再評価を行うために，圏内およ
そ20地点から得た 45株について形態的特徴を明らかにす
ると同時に 16S r D N A遺伝子解析を行った。その結果， 16S 
r D N A遺伝子解析で分けられた 3つのグループは，次のよう
な形態的特徴を有することが明らかとなった。
1) アキネートは球形で異質細胞の両側に接して形成される
(A. oumiana， A. reniformisなど)。
2) アキネートは円筒形で異質細砲の両側に接するか，栄養細
胞 1個を介在して形成される (A. akankoensis)。
3) アキネートは異質細胞から離れた位置に形成される (A.
qがnis，A. circinalis， A. crassa， A. flos-aquae， A. mucosa， A. 
planctonica， A. smithii， A. ucrainicαなど)。
( 国立科博・植物研究部)
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P28 0豊田健介 * . 南雲保本・今井一志ペ出井雅彦時: 淡水産
珪藻 Achnanthes i析。ta と近縁の分類群について

Achnanthes inflata はKutzingにより Stauroneis infl仰
として 1844年に記載された淡水産種である。殻面より観
察し，中心で膨れることが最大の特徴であり，本邦各地
から生育が報告されている。しかし原記載図が不明瞭
であったため，本種に被殻形状が類似した種が数種記載さ
れ，中心で膨れる特徴を持つ種を正確に同定するのは現段
階では困難である。演者らは，本種と類似した殻構造を持
つ種が属内に 13分類群が記載されている事を確認してい
る。本研究では明らかに独立した種であると認識できる次
の6分類群の形態について L M および S E M を用いて観察
を行った。 Achnanthes inflata (Kutz.) Grunow in Cleve et 
Grunow， A. inflatagrandis Metzeltin， Lang.-Bert. et Garc.-
Rodr.， A. gondwana Metzeltin， Lang.-Bert. et Garc.-Rodr.， 
A. smithiana (Grev.) Toyoda et D.M.Williams， A. subelata 
Metzeltin， Lang.-Bert. et Garc.-Rodr.， A. ventricosa Ehrenb. 
この内，A. i析ataおよび A. ventricosa については S S U
r D N A塩基の比較も行った。
上記の 6分類群は，殻長・殻幅・条線密度・軸域の位置・

殻面の形状・帯片の構造( 片側一方が開放型，または両殻端
が開放型であるか) などの形質から独立した種と考えた。
( キ日歯大・生物，神日歯大・生化，榊文教大・生物)

P30 水野真: 減数分裂のパターンと分子系統樹から推定され
る中心珪藻の進化

中心珪藻の卵形成には 3パターンが，精子形成には 4 パ
ターンが知られている。演者はそれぞれの配偶子形成でみら
れる減数分裂のパターンの進化について推定を試みている
(Mizuno， M. 2006. Phycol. Res. 54:57・64)。
卵形成と精子形成の減数分裂のパターンを組み合わせた場
合， 7種類の組合せが現生の中心珪藻の聞でみられる。今回，
これらの組合せの進化を推定する。そして，これらの組合せ
をすでに発表されている分子系統樹上にプロットすることに
より，中心珪藻の進化を推定する。
現在みられる中で最も原始的と推定される組合せ( 仮

称、組合せ A} を持つ中心珪藻は， bi (multi) polar centric/ 
T halassiosiralesのグループに属する珪藻であることがわ
かった。さらに，珪藻の先祖から最初に進化してきた珪藻は
組合せ A を持つ bipolarあるいは multipolarな中心珪藻で
あり， radial な中心珪藻と羽状珪藻の先祖はそれぞれこの順
序で組合せ A を持つ bipolar あるいは multipolarな中心珪
藻から分岐したと推定された。
( 東京農業大・アクアバイオ)
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P31 0渡辺岡r ・佐藤晋也 h 南雲保榊. 田中次郎 *. 沖縄県西
表島内離島の珪藻相

南西諸島に生育する珪藻の分類，生態の研究は少なし世
界的にも熱帯，亜熱帯の海産珪藻相に関する知見は乏しい。
演者らは 2005年 10月，大潮の干潮時に内離島の砂州で採
集を行い，珪藻相の調査を行った。試料中の生細胞は光学顕
微鏡で観察を行い，被殻は洗浄処理した試料を用いて光学顕
微鏡および走査電子顕微鏡で観察した。同定はこれらの観察
に基づいて行った。また，洗浄処理した試料からプレパラー
トを作製し，各分類群の出現頻度を調べた。
一連の観察により 24属 60分類群の出現が認められた。こ
れらの分類群について，珪藻相が報告されている沖縄県本島
(Takano 1964)，瀬底島( 南雲，真山 2000)，およびその他
の熱帯，亜熱帯の珪藻相と比較した。本研究で出現した分類
群の多くは砂粒に着生して生育し，暖海性と考えられる分類
群であった。また，出現頻度が高かった分類群 (Neoj均gilaria
nicobarica Desikachary et al. (6.3%)， Nitzschia cf. amphibia 
(9.2%))，これまでに生細胞や被殻の詳細な観察がなされて
いない分類群 (Dimeregramma minor var. nana (Gregory) 
Ralfs， Hyalosynedra laevigata (Grunow) W i1liams &  
Round， Plagiogramma aωmus Greville) について形態およ
び分類学的な知見を報告する。
( 市海洋大・環境，輔ドイツ・アルフレッドウェゲナー研究所，
榊日歯大・生物)

P33 0篠崎晃子・林八寿子: 緑藻におけるペルオキシソーム
輸送シグナルの機能解析

高等植物のペルオキシソームはカタラーゼの他に脂肪酸代
謝に関わるβ酸化系やグリオキシル酸回路に関わる酵素，あ
るいは光呼吸に関与するグリコール酸酸化経路に関わる酵素
を持つ。しかし緑藻のペルオキシソームの機能についてはま
だ不明瞭な点が多く，接合藻綱では高等植物に似た代謝機能
を持つとされているが，緑藻綱 Eremosphaeraでは高等植物
で見られるような機能の多くはミトコンドリアで行われてい
るといわれている。しかし，クラミドモナスのデータベース
(JGI Chamydomonas reinhardtii v  3.0) を用いて高等植物の
ペルオキシソーム酵素とのホモログ遺伝子を調べたところ，
いくつかの酵素に高等植物で同定された PTSl や PTS2など
のペルオキシソーム輸送シグナル (PTS) に類似した領域が
存在する事が明らかとなった。そこで我々はこれらの酵素が
ペルオキシソーム酵素である事を明らかにするために，これ
らの酵素が持つ PTS類似領域と緑色蛍光タンパク質的FP)
との融合タンパク質を緑藻の細胞内で発現させ，融合タン
パク質がペルオキシソームへ輸送されるかどうかを調べてい
る。すでに，接合藻網 Closterium ehrenbergiiにおいては，
高等植物の PTSl とP T S 2，Chlamydomonasで見つかった
PTSl 類似領域と PTS2の類似領域が P T S として機能する
事を明らかにした。現在，緑藻綱及びクロララクニオン藻綱
を材料に PTS の機能解析を進めているので，これまでの経
過について報告する。
( 新潟大・院・自然科学)

P32 0小池一彦 *. 西山麻美神・斉藤一也 h 今井啓介輔・小槍
山篤志 h 緒方武比古輔: 渦鞭毛藻 Dinophysisfortiiにおけ
る細胞接合機構

Dinophysis属渦鞭毛藻の細胞接合に関しては様々な報告
側があるが，その接合機構は不明である。本研究では透過
型電子顕微鏡 (TEM) を用い Dinophysisfortiiの接合過程
の詳細を観察した。接合は，通常の大きさの細胞( 以下，
norma1-sized cel1; N C ) と，それよりも有意に小型の嬢小化
細胞( 以下， smal1 cel1; SC) が腹側同士で接する事で始まっ
た。その後， S C は徐々に環状翼片と縦溝翼片を失いながら，
N Cの細胞の上方に移動した。ここで， N Cの横溝板と上方
環状翼片の聞に口が聞き，上殻が蝶番のついたフタのように
大きく聞いた。その口から S Cが徐々に N C に飲み込まれて
いった。 N C に取り込まれる過程で S Cの細胞壁は消化され，
S Cが完全に飲み込まれると， N C は上殻を閉じ遊泳を再開
した( 遊泳接合子)0 T E M下では核の融合を観察する事は出
来なかったが， D A P I染色により，巨大な核，おそらく融合
中の核を持つ遊泳接合子が見られた。接合の過程で上殻を開
けない場合も多く観察され，この場合には， N Cの細胞外で
S Cの細胞壁がほぼ消化され，残った細胞質が N Cの鞭毛孔
周辺から流れ込んでいた。この場合は鞭毛孔周辺の開口部は，
S Cの核を取り込むには細すぎるため，有性生殖の失敗であ
ると思われた。もしくは， S Cからの細胞質の獲得が N Cの
生き残りに有用なのかもしれない。
「広島大・院・生物園科学，神北里大・水産)

P34 0洲崎敏伸~ 山田周平* ・有川幹彦輯・A.R. H紅 dham醐・L.
M. Blackman糊: 管状マスティゴネマ構成タンパク質 14B7
遺伝子の解析

Phytophthora (エキピョウキン) はストラメノパイルに属
する卵菌類の一種である。 Phytophthoraは数多くの植物の根
に寄生し，その植物を枯らしてしまうため，世界中で大きな
被害をもたらしている。宿主聞の移動は，遊走子により行わ
れる。遊走子の前鞭毛には付属枝である管状マスティゴネマ
が存在し，遊走子の運動能力に大きな影響を与えている。本
研究は，管状マスティゴネマの鞭毛の推進力発生に関する役
割を分子レベルで明らかにする事を目的とし，Phytophthora 
nicotianaeを用いて実験を行った。この種においては，すで
に 14B7マスティゴネマタンパク質に対するモノクローナル
抗体が作成されている。このモノクローナル抗体を用いて
細胞の破砕物を免疫沈降し， 14B7 タンパク質を精製し，目
的とする単一のバンドを得た。さらにその N-末端の 10 ア
ミノ酸残基および，内部配列の 23 アミノ酸残基を決定し，
これらのアミノ酸残基をもとに，Phytophthora sojaeのゲノ
ムデータベースに対して B L A S T検索を行った。その結果
得られた遺伝子配列に共通性の高い領域をいくつか選択し，
degenerate primerを作成し，Phytophthora nicotianaeのゲノ
ム D N A を鋳型に P C Rを行い， 14B7遺伝子の内部配列の
一部を決定した。さらに，得られた部分配列をプロープとし，
Phytophthora nicotianae の B A C ライブラリーからのスクリー
ニングを行い， 14B7遺伝子の全長を決定した。この配列
B L A S Tで相同性検索を行ったところ，同じストラメノパイ
ルに属する珪藻 Thalassiosira weissflogiiの sexua11y induced 
protein2 (Sig2) m R NA が検出された。
( * 神戸大・理，輔高知大・医，時オーストラリア国立大・生
物科学研究所)



P35 0田中学 .. 幡野恭子輔: 緑藻アミミドロの網状群体形成
過程における微小管と y ・チューブリンの細胞内分布

y ーチュープリンはさまざまな生物で微小管形成中心に局
在し，微小管伸長の際の重合核形成に関わることが知られて
いる。本研究ではアミミドロの網状群体形成過程の細胞を抗
α・チュープリン抗体と抗 y ・チュープリン抗体を用いて免
疫二重染色し，微小管と y -チュープリンの細胞内分布を共
焦点レーザー顕微鏡で解析した。
遊走子形成途中の栄養母細胞の原形質領域では，原形質の
分割面に微小管の束が多数観察され， y -チュープリンはそ
の束の上に点状に分布した。分割された後の原形質領域では，
形成中の鞭毛の根元から多数の徴小管の束が放射状に伸び，
y  -チュープリンは鞭毛の根元に粒状に，微小管の束の途中
や先端には点状に分布した。動き出した球形の遊走子では，
y  -チュープリンは鞭毛の根元と鞭毛の根元から放射状に伸
びた微小管の束の上に点状に観察された。網目状に接触した
多面体の遊走子では，鞭毛の根元から長短二本の太い微小管
の束が伸び，短い方の束は鞭毛の根元から次第に太くなり，
長い方は細胞の中ほどから次第に太くなる。 y -チュープリ
ンはどちらの微小管の束においても，束が太くなりかけた領
域に点状に分布した。群体形成後，運動が停止し球形に変化
した細胞では微小管の束の方向性がなくなり， y - チュープ
リンは次第に観察されなくなった。緑藻アミミドロにおいて
もy -チュープリンは微小管の重合核形成に関与し，遊走子
の網状群体形成時の微小管の配列変化に関わることが示唆さ
れた。
( 傘京大・総合人間，輔京大・院・人間)

P37 0石田浩一・豊岡博子・西井一郎: ボルボックス旺の形
態形成運動に必須な遺伝子のクラミドモナスのホモログ同定
と発現解析

多細胞緑藻ボルボックスの生殖細胞は細胞分裂を繰り返し
た後，一層の細胞シートから成る中空の球を形成する。し
かしこの時点では細胞シートの向きが成体とは表裏逆転して
おり，やがて匪の一方の極にある開口部から反対側の極に
向かつて徐々に細胞シートの反り返り運動「インパージョ
ン」が起こり，匪の細胞シートの向きが表裏逆転して成体と
なる。ではこうした形態形成運動は祖先型の単細胞生物から
どのようにして進化したのだろうか? インパージョン運動に
は細胞の変形と移動の 2つが必要で，細胞の移動には細胞内
モータ一分子の InvAキネシンが働いていることが明らかに
されている。さらに，細胞の変形に必要な遺伝子 invDが当
研究室で最近単離された。我々は進化の手掛かりを探るた
め，ボルボックスに最も近縁な単細胞緑藻クラミドモナスか
らinvDのホモログ idrl を単離し遺伝子構造を比較する。既
に単離されているクラミドモナス invAホモログ iarl は invA
に対しアミノ酸配列が全体で 8 2 % 相同であるのに対し，ク
ラミドモナスのゲノム配列から予測される idrl とinvDのア
ミノ酸配列は相同なモチーフが数個あるものの全体としての
相同性は低く，我々は invDはボルボックスの進化と共に大
きな分子進化を経た遺伝子であると考えている。今回はさら
に idrl の発現解析及びボルボックスークラミドモナス聞の中
間種でのホモログ同定を行い，invDの進化の道筋をたどり
インパージョン運動の進化について考察を行う予定である。
( 理研・フロンティア)
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P360山岸隆博 .. 長里千香子ぺ加藤敦之輔・本村泰三. . . '" 
井浩史事: 不等毛植物 Ochromonas danica C黄金色藻綱) に
おける管状マスチゴネマ関連遺伝子 Ocml の単離・同定

ストラメノパイル系統群は褐藻や珪藻などの不等毛植物お
よび従属栄養生物の菌類( 卵菌類・ラピリントュラ類) や原
生動物( ピコソエカ類) から構成される非常に大きな生物群
である。この生物群は多くの形態形質を共有しているが，な
かでも 3 つの構造( 基部 base，軸部 shaft，先端毛 terminal
filament) からなる管状マスチゴネマはこの系統群を特徴づ
ける最も重要な形態形質である。本研究では，管状マスチゴ
ネマの発生機構とその起源を明らかにすることを目的に，黄
金色藻 Ochromonas danica における管状マスチゴネマ構成
タンパク質関連遺伝子の単離・同定をおこなった。
管状マスチゴネマはいくつかの糖タンパク質から構成さ

れることが知られていることから，本研究ではレクチン
CConcanavalin A) を用いることによりマスチゴネマ関連タ
ンパク質を精製した。さらに，二次元電気泳動により分離し
た後，内部配列を解析することにより，管状マスチゴネマ関
連遺伝子 Ocml を単離した。 O c m l は興味深いことに，そ
の配列内にタンパク質問の結合に関与する epi出elial grow血
factor CEGF)様モチーフを 4 つ有していた。また， Ocml の
アミノ酸部分配列から作製されたポリクローナル抗体は，明
らかに鞭毛上のマスチゴネマに結合した。
C*神戸大・内海域セ，輔北大・フィールド科学セ，時北大・院・理)

P38 福田康弘・ 0 遠藤浩 : ヤコウチュウ (Noctiluca
scintillans) 全生活環の解明

我々は，先の大会においてヤコウチュウの遊走子形成過程
と遊走子について新たな知見と共に発表した。その後，ヤコ
ウチュウの培養において非常に小さな栄養体が出現している
ことに注目し，その培養液中より様々な発生段階にある細胞
を観察し，ヤコウチュウの全有性生殖過程を解明した。ヤコ
ウチュウの遊走子は，典型的渦鞭毛虫と同様，機能的，形態
的に異なった二本の鞭毛と，縦横二本の溝を持つが，典型的
渦鞭毛虫と比べると，鞭毛の分化の程度は低い事が確認され
た。遊走子の接合は，半紡錘形の同型配偶子がお互いに平ら
な腹側を合わせて融合して行われる。四本の鞭毛を持つ接合
子は紡錘形をしている。接合子は栄養体への発生・分化を始
めると，細胞が紡錘形から球形へと変化し，鞭毛が退化，減
少する。また，同時に，細胞内部では液胞が発達を始め，細
胞質が局在していく。その後，栄養体の特徴である細胞外殻
と触手が形成される。触手が完成することにより，接合子は
補食能を得て，接合子は非常に小さな栄養体となり，発生を
完了する。この小型の栄養体は細胞長と比較して，相対的に
長い触手を持ち，活発な補食を行い，主に液胞を発達させる
ことにより肥大し，成長する。
( 金沢大・院・自然科学)
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P39 0畠中裕二・坂本敏夫: 陸棲ラン譲 Nostoc commune (イ
シクラゲ) における光合成と窒素代謝の環境ストレス耐性

陸棲ラン藻 Nostoc commune (イシクラゲ) は世界中に分
布し陸上環境に適応している。数珠状に連なる細胞が細胞外
多糖類に包まれており，陸上で生息するために乾燥，温度，
塩， U Vなどの様々なストレスにさらされている。これまで
の研究では光合成のストレス耐性が解析されてきたが，窒素
代謝のストレス耐性は調べられていない。本研究では窒素代
謝の環境ストレス耐性を生理学的に調べた。野外から採集し
たN. communeのコロニーを用いて測定溶液からアンモニウ
ムイオンが吸収されて減少する速度を窒素代謝活性の指標と
した。乾燥耐性，温度依存性，塩ストレス処理による活性の
変化を調べた。乾燥ストレス処理を 4 固まで繰り返して与え
たが再水和によって回復する窒素代謝活性は未処理のレベル
と同レベルを保っていた。 20から 400Cの中温域で活性が高
く， 45 0Cの高温では失活し， 50Cの低温では活性がみられな
かった。塩ストレス処理をすると窒素代謝活性は検出されず，
ストレス解放を行っても活性は回復しなかった。これまでの
研究により，光合成活性は弱塩耐性を示し，ストレス解放す
ると活性が回復することがわかっている。本研究により窒素
代謝活性は塩ストレスに対して感受性を示すという違いが見
いだされた。この違いは，塩ストレス処理の時間が異なるた
めであることが考えられ，現在，長時間の塩ストレス処理が
光合成活性へ与える影響を調べている。
(金沢大・理)

P41 0出村幹英‘・河地正仲林・笠井文絵輔・渡過信 .. マイク
ロサテライトマーカーを用いた Chattonella antiqua (ラフィ
ド藻綱) における有性生殖の検証

Chattonella antiqua は，これまで養殖漁業に甚大な被害
を与え続けてきた。過去にいくつかの生活史研究が行われ
てきたが，有性生殖( 接合) の有無については，未だに見
解の一致がみられていない。本研究ではマイクロサテライ
トマーカーを用いて，有性生殖の有無の検証を試みた。マ
イクロサテライトマーカーは，共優性のマーカーであり， 2  
倍体生物においてヘテロ接合体，ホモ接合体を検出できる。
Chattonellaで認められる栄養細胞，小型細胞，シストにつ
いて，細胞単位でマーカーによる解析を行い，核相変化を追
跡した。
C. antiqua 35株( 栄養細胞) について，マーカーによる
解析を行ったところ，全てがヘテロ接合体であった。栄養細
胞から実験的に誘導した小型細胞について，細胞分離，ゲノ
ム増幅，マーカー解析を行ったところ， 42の小型細胞のう
ち， 17細胞はホモ接合体であった。シストの解析には未だ
に成功していない。以上から，小型細胞は 2倍体である栄
養細胞の減数分裂で生じる可能性が高いことが示された。c .
antiquaでは，栄養細胞→小型細胞→シスト( 休眠細胞) →
栄養細胞の生活史が認められており， Nakamura et al. (1990) 
は小型細胞同士の接合の結果としてシストの形成を実験的に
観察している。本研究からも小型細胞が接合を行うことが推
察され， C. antiqua に有性生殖が存在する可能性が示唆され
た。
( 事筑波大・院・生命環境，輔国環研)

P40 0 岩滝光儀' ・川見寿枝. . .  C.M. Mikulski-・G.J.
Ooucette-' J.R. Relox Jr.-' A. A n t o n - ' 福代康夫一.
松岡数充. . 東アジア・北米産無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium
polykrikoidesの系統関係

無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium poか'krikoidesは，アジア・北
米・中米などの熱帯から温帯域に出現し，特に東アジアと北
中米の沿岸域では魚類舞死に関わる有害赤潮原因種として報
告されている。本研究では本種種内系統群の識別を目的とし
て，東アジア( 日本・韓国・香港)，東南アジア( フィリピ
ン・マレーシア)，北米( カナダ・アメリカ東海岸・西海岸・
メキシコ) ，中米( プエルトリコ) で採集した本種と類似種
(Cochlodinium sp.) 培養株の L S U r O N A配列 (01・0 6領
域) を比較した。系統樹では，本種と形態的に識別できる
Cochlodinium sp.株( 日本産の一部，カナダ産，カリフォ
ルニア産) が単系統群となり， C. polykrikoides と姉妹群を
形成した。C . polykrikoides種内は大きく 3系統に分かれた。
韓国，香港そして日本で採集されたほとんどの株は単系統群
を形成した。フィリピン株は大村湾株と単系統群を形成した
ものの少数の塩基置換が見られた。北中米産株では太平洋岸
と大西洋岸産株の塩基配列が完全に一致し，さらにマレーシ
ア株とも一致した。北中米産本種株の配列が一致し，これに
含まれるプエルトリコ産株は本種の模式産地より採集された
ことから， C. polykrikoides はこの種内系統群の試料を用い
て記載されたものと推察される。
( ‘長崎大・環東シナ海洋セ，特長崎大・院・生産科学，開
N O A A / N O S， U S A， 問事B F A R，Philippines， 判制Univ.
Malaysia Sabah，帥剛東大・アジアセ)

P42 0松岡敷充' ・岩滝光儀傘・川見寿枝軸: 連鎖群体を形成す
る無殻渦鞭毛藻 Cochlodiniumの形態と分類

魚類大量舞死に関わる有害赤潮原因種 Cochlodinium
polykrikoidesには，原記載以前に異名と思われる報告がある。
本研究では，本種と類似種を識別できる形態形質の把握する
こと，そして異名を含めた本種の分類学的結論を得ることを
目的として，本種と類似種の単細胞期の形態を比較した。類
似種との比較には，西日本で採集した C. polykrikoides， C. 
convolutum そして未記載の Cochlodinium sp. を，本種内の
比較には東アジアと北中米産株を用いた。 C. polykrikoides 
は，球形の核が細胞前端に，眼点様頼粒が背面に，縦溝
が横溝直下に位置すること，そして細胞長軸方向に伸び
る葉緑体の形状より特徴づけられる。 C. convolutumは長
方形の核と横溝の巻数が本種と異なる。本種に類似する
Cochlodinium sp. は，約 2周する横溝の中聞に縦溝が位置
することと，頼粒状の葉緑体より本種と識別できる。種内の
比較では，本種の模式産地であるプエルトリコ産株と，異名
とされるC . heterolobatumの模式産地に近いニューヨーク
とマサチューセッツ産株を比較したが，形態形質に明確な違
いは見つかっていない。また，岡村( 1916) の原記載から
はC. catenatum も本種の異名と推察されるが，この模式産
地である東京湾からは近年これらの Cochlodinium は観察さ
れていない。なお， Kofoid &  Swezy (1921)がカリフォル
ニアより報告した C. catenaωm は葉緑体をもたず，上述の
Cochlodinium とは異なる種と考えられる。
( * 長崎大・環東シナ海洋セ，神長崎大・院・生産科学)



P43 0水野あかね事. 川見寿枝輔・山砥稔文間. 岩滝光儀
a問自・松岡敷充問: 西九州周辺海域における Cochlodinium
polykrikoidesの出現

無殻渦鞭毛藻 Cochlodinium polykrikoides は西日本および
韓国沿岸域で夏季から秋季に赤潮を形成し，甚大な漁業被害
を与えて続けている。本種は海流に依存して移動するとされ
ているが，越冬様式や赤潮の初期発生海域の解明は不十分で
ある。本研究では，西九州沿岸と沖合での本種の出現状況を
把握するため，遊泳細胞の出現調査を行った。試料は 2006
年4 月' " 2007年 2 月の期間，長崎沿岸域と九州西方沖( 東
シナ海) 海域で計 112回採集した。観察にはプランクトンネッ
ト試料と海水試料を，プランクトンが少ない沖合では 10'"
20 L 採水して濃縮した試料を供した。本種遊泳細胞は 4 月
下旬に平戸( 薄香湾) に出現し，続いて 5 月下旬には長崎沖
と福江島南方沖でも出現した。水温が 200 C を越える 6'" 11 
月には，離島を含む沿岸 6海域( 浅茅湾・薄香湾・大村湾・
青方湾・奈摩湾・新長崎漁港) と沖合 3海域( 長崎沖・五島灘・
天草灘) の計 9海域で出現した。沖合 3海域では 5 月下旬~
8月に出現したのに対し，新長崎漁港では 7 月下旬"'10月
上旬まで，上五島では 8月下旬"'1 月まで本種が確認できた。
また，水温が 160C を下回る 1月には，薄香湾と奈摩湾のみ
で出現した。簿香湾では調査期聞を通して出現しており，遊
泳細胞で越冬していると推察される。
( * 長崎大・水産，牌長崎大・院・生産科学，棉長崎水試，同
長崎大・環東シナ海洋セ)

P45 0北山太樹・並河洋: 昭和記念筑波研究資料館所蔵の海
藻タイプ標本

昭和天皇は，皇居内の生物学御研究所において，ご専門の
ヒドロ虫類をはじめとした海産動物の分類学的研究を進めら
れていたが，海藻についても強い関心をお持ちであった。生
物学御研究所の標本台帳によれば，昭和 3年に葉山でツルツ
ルなどの紅藻を採集されてから昭和 16年夏までの十余年間，
実に精力的な採集が行われ， 3千点を超える標本が同定のた
めに北海道帝園大学の山田幸男教授へ送られている。生物学
御研究所の標本・資料は，平成 5年に国立科学博物館に移管
され，筑波地区に設置された昭和記念筑波研究資料館におい
て保存されている。標本類については分類群別に整理されて
研究が進められているが，海藻についても調査を進めており，
タイプと考えられる標本の内容を明らかにしつつあるので暫
定ながら紹介する。
この生物学御研究所の海藻コレクションの特徴は，香淳皇

后ご採集標本を大量に含むことである。約 5割が香淳皇后ご
採集標本で，その量・質からみても昭和前期に香淳皇后が海
藻ハーバリウムをお持ちであったことがうかがえる。タイプ
標本は，少なくとも 14点が含まれる( 后: 香淳皇后標本を
示す) : エツキトサカモドキ，オカムラグサ，オオツカサノリ，
カイメンシパリ，コパノススカケベニ，スジベニハノリ( 后)， 
ネダシスジギヌ( 后)，ヒダトリギヌ，ヒナノキヌイトグサ，
ヒメウスギヌ，ヒメダルス( 后)，ヒロハアッパノリ，フイ
リギヌ，ホソパノカクレスジ。なお，北大理学部 (SAP) に
御研究所由来のタイプ標本 5点が収蔵されているが，それら
はいずれも香淳皇后の御標本で，御下げ渡しされたものであ
ることが分かっている。
( 国立科博)
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P44 c笠井文絵* . 川井浩史樟・井上勲申. 辻彰洋間. 属国智
一・横田明神嗣. 中山剛岬・平林周一~ 河地正伸事. 渡遺信
問: ナショナルバイオリソースプロジェクトにおける藻類の
収集・保存・提供

ナショナルバイオリソースプロジェクト (NB R P，文部科
学省が推進) は，研究材料として用いられる様々な生物資源
のうち，ライフサイエンス研究を推進するにあたり戦略的整
備が必要な生物について，収集・保存・提供のための中核拠
点をつくり，日本に世界最高水準の生物資源を整備すること
をめざして開始された。理化学研究所や大学など 24機関が
中核拠点、となり，動物，植物，微生物などの研究材料となる
リソースの整備を行った。藻類は，国立環境研究所が中核拠
点となり，神戸大学，筑波大学，国立科学博物館，北海道大
学，東京大学の 5機関がサプ機関として参加し， 2002年よ
りその整備を進めてきた。 2007年 3 月に第一期が終了する
にあたり，本プロジェクトの活動と成果を報告するとともに，
今後の藻類資源の整備のあり方について考察する。
第一期の成果としては，これまで東京大 (I A M コレクシヨ
ン) ，科博，筑波大に分散していた微細藻類株が国立環境研
究所微生物系統保存施設に寄託され，集中的に保存・提供さ
れる体制が整備されたこと，および，神戸大学内海域環境教
育研究センターに大型海藻の保存施設が作られ， N B R P の
サプ機関として北大で収集された系統も神戸大に順次寄託さ
れ，大型海藻の保存・提供の拠点が整備されたことがあげら
れる。
( 事国環研，韓神戸大，時筑波大，開国立科博，一北大，一東大)

P46奈島弘明: 電子レンジを利用した簡易海藻標本作製

最近は小学生を対象にした科学実験が各地で盛んに行われ
るようになった。藻類学の普及のため，小学生相手に海藻の
名前付けや標本作製を指導している。普通の植物よりも海藻
の標本作製は手間と時聞がかかる。また，注意しなければい
けない点が多い。今回，押し花作成に電子レンジを使う方法
があることを知り，海藻標本作成でも応用できないかと工夫
をした。電子レンジを使用することは標本などの温度を上げ
る事になる。熱によって変色する標本もあるが 5分程度の短
い乾燥時間ですむ。また，従来のさらし布は現在，入手しに
くい。代わりに家庭で購入できる台所用品の水切りネットを
使用した。水切りネットの素材の不織布は文字通り繊維を織
らずに接着剤で貼り合わせて作る。いろいろな繊維，接着の
強さなどいろいろな用途のものがある。そのうち，台所用品
の水切りネットに使われている不織布は海藻と接着すること
が少ない。
従来の作成方法との比較
長所
(  1  ) 時聞が短縮される。; (2) 乾操するための大がかりな
装置やスペースが少なくてよい。
短所
(  1  ) 標本が高温で変色する。; (2) 作成時に高温になり，
やけどしないように注意が必要。; (3) 作成できる標本の大
きさが電子レンジ庫内の大きさまでに限定される。; (4) 標
本を l個ずつ電子レンジで乾燥しなければならない。
( 兵庫県立兵庫高校)
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P47 0片山野康 ・阿部晃一 :単細胞緑藻 H ael'l1al0cOCcUS は高
等学校生物 「環境と生物の反応」に関する探究的な生徒実験
に使える

H ae m atococcus は運動性を持った単制 JJ包総説であるが，
栄養状態の悪化など蹴境条件の変化により休止状態のアキ
ネート となる。そのとき， K:IHJJ包内に{余々にアスタキサンチ
ン( 赤色のカ ロテノイ ド) を蓄積するため，アキネー卜 は
赤色を呈する。このアキネー卜 を生育に迎した条件に移す
と，細胞は再び緑色になり，活発に運動するようになる。
H a e m atococcus のこの性質を利用して，高等学校生物の「環
境と生物の反応」における探究的な生徒笑験の開発を試みた。
実験には， 2週間ごとに C 培地を交換して継代培養している
緑色の細胞と 5 ヶ月以上 C 培地を交換せずに撞いて赤色の
アキネートと なったものを用し当た。これらを液体培地 (C培
地，リン欠乏培地，窒素欠乏培地) または 2 % 寒天傾斜培地 (C
培地， 蒸留水) で培養し，細胞のカロテノイド (Car) とク
ロロフィル (C hl) の合有量比 (Car/C hl) を求め，それを細
胞の色の目安とした。栄養塩を欠乏させた培地では， 細胞は
緑色から茶色へとゆっくりと変化した (C ar/Chl は 0.23か
ら3 週間後に 1.2 "-' 1.6 に上昇)。一方，アキネート を液体
C 培地で培養する と， 2"-'3 週間で赤色から緑色に変化し
た (Car/C hlは 2.5 から 3 週間後に 0.95 に低下)。同じ アキ
ネート を寒天{頃斜 C 培地で培養したと ころ，わずか 2 日間で
C ar/C hlは 2.8カ〉ら 0.61 ，こイs;-Fした。したカfって，アキネー
卜を寒天傾斜 C 培地で培養すれば，生物 (H aema!ococc川)
が環境条件の変化に応答していることを短期間で、確かめられ
る。
(東学大 ・環境科学)

ワークショップ A r最新! 分子系統解析法』
稲垣祐司 I分子系統解析ってコンビューターがやるから( 簡単だ し) 間違いないんじゃない ? J って本当か?

分子系統解析は生物自体の類縁関係を推定する (本来のつ) 問的以外にも、 多くのアプリケーションがある。例えば、 多重
逃伝子ファミ リー解析では逃伝子ファミ リ一間での進化過程 ・タンパク質機能の分化過程にも知見を与える ことが可能である。
しかしその系統推定の結果は、あくまで我々が解析前に設定する条件に大きく 依存し、僅かな条件設定の違いが劇的な解析結
果の遣いに結びつく場合が少なくない。つまり、解析条件および配列データの特性によっては深刻なアーティファク 卜を引き

現存デー夕、シミ ュレーシヨ ンデータをもちいて 3つの解析法の特性について論じる。特に最尤法を用いて解析する|祭の、条
件設定 ( モデル選択) の重嬰性について解説する。またタンパク質遺伝子配列を系統解析する|祭、j杭基配列レベルで、解析すべ
きか、それともアミノ酸レベルで解析すべきかについて、現存データの解析結果について解説を行う。
( 筑波大 ・院 ・生命環境)

解説する。有孔虫は石灰質の殻と網状仮J:E.を持つアメ ーパ状プロテイストであり、単一遺伝子あるいは S S U r R NA  +  actin の
連結データによ る分子系統解析からケルコゾア(例えばク ロララクニオン部類) との近縁性が示唆されていた。我々 は、 有
孔虫 actin、α-tubulin、β-t札u巾bu川』汁lin 配列を決定し、単純に配列デ一夕を)連車結した解析 (Concat印加巴引nat民e l11odel) と、{悦使史史u丹周q刊3した
法における問j題直点など議論したい。また、同じくアメ ーパ状プロテイストの一種である有中心粒太陽虫は、真核生物鮮にお
ける系統帰属が不明である。有"1:1心粒太陽!虫の系統的位置を解明するため、複数遺伝子 (S S U r R NA 、actin、α-tubulin、

問題点が浮きぼり となったので、この結果についても詳制に解説する。
( 筑波大 ・院 ・生命環境)



ワークショップ B r D N A を用いた藻類の集団解析
一海藻・アオコ・赤潮研究の最前線一』
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田辺雄彦 :有毒アオコを形成するラン藻 M icrocystis aeruginosa の集団遺伝学 ~ 遺伝子の変異パターンから何が
読み取れるか?

種内の遺伝的変異は突然変異、組み換え、移住、逃伝的浮動、淘汰の主に 5つの力の作用を受けて時間とともに変化していく 。
過去にこれらの力が作用した場合、種内の遺伝的変異の分布には特徴的なパターンが生じ、 l時にそのパターンは現在に至るま
で残される。このため、現在の種内の遺伝的多様性を調べることにより、その種が過去にどのような進化プロセスを経てきた
かを推定することができる。しかしながら、笑際に種の進化に寄与する力の種類やその程度は生物種や種内個体若手によっても
奥なり、とりわけシアノバクテリアのような微生物においてはよくわかっていないこ とが多い。本ワークショップにおいては、
シアノバクテリアの一種 M icrocystis aeruginosαを対象に、複数のハウスキーピング遺伝子座、及びアオコ毒素遺伝子の遺伝
的変異を解析した研究を紹介する。本極は広く |立界中に分布 しており、特に富栄養化した湖沼においては有毒アオコを形成す
ることによって大量発生することが知られている。本俸による有毒アオコの分布拡散や大量発生現象について、集団遺伝学の
視点から可能な考察を試みたい。
(匡|環研 ・生物園環境)

土井進也: ミトコ ンドリ アマーカーによる日本産褐藻アカモク集団における遺伝的・ 系統地理的構造の解析

オルガネラゲノム上の遺伝子は核ゲノム上の遺伝子と異なり組換えを起こすことがないため、系統情報を組み込んで種内集
団聞の遺伝的関係を知りたいH寺には有力なツールとなり得る。本ワークショップでは演者らが行ってきたミ 卜コンドリアハプ
ロタイプに基づく集団聞の遺伝的構造や系統地理的解析について紹介したい。日本列島沿岸にみられる多様な沿岸環境( 海水
温、栄養塩など) は、そこに分布する海藻の集団間の遺伝的流動を妨げ、遺伝的分化を促すことが予想される。演者らは日本沿
岸に広い分布域をもっ海藻における遺伝的構造をみるため、 一年生褐額アカモクを材料としてミ トコ ンドリア cox3遺伝子を
マーカーに遺伝的多様性の地理的構造の解析を進めてきた。1::1本沿岸のアカモク集団について、ミトコンド リアハプロタイプ
(cox3 の D NA 配列) に基づき地理的 ・遺伝的に最も均質なグ、ルーピングを行う S A M O V A (Spatial A nalysis  of M O lecular 
Variance) や、系統情報と地理的分布の相闘をみる N ested clad巴 analysisなどの統計的解析を行ったところ、いずれの解析
でも「東北太平洋沿岸 J I関東 ・東海 J I日本海沿岸を含む西日本」に分かれ、それぞれ系統的に近い集団が地理的にもまと
まって分布していることが分かった。これら 3 ク、、ループの共通祖先までの時間 (T M R C A:Time to M ost  R ecent C o mm on  
Ancestor) は3 グ、ループそれぞれの T M R C A よりも大幅に古く、アカモクでは古い時代に地理的に分断された 3つの系統が、
今日までほぼ交わる こと なく分断されたまま存在していると考えられる。
(神戸大 ・内海域セ)

長井敏 : EI本及び韓国沿岸域における有害 ・有毒プランク トンの個体群構造の解明とそのグロ ーパル化に及ぼす
自然 ・人為的要因の影響について

近年、日本沿岸のみならず世界各地で有害 ・有毒なプランク トンを原因とする赤潮や貝類等の毒化が顕著に増加し、水産業
と公衆衛生上の甚大な被害を及ぼしている。しかし、我国沿岸域において、有害・有毒プランク トンの分布拡大経路については、
船舶のパラスト水や水産極i'EIの移植等を介した海外からの移入などが推測されているが、現在のところ不明である。近年、演
者らは、有害・有毒プランク トン個体群の海域間の新規移入や混合の程度を明らかにするため、高度な多型を示す分子マーカー
として知られるマイクロサテライトに注目し、極ごとに開発を進めてきた。現在、 6 極について各 12- 15 個のマーカー開発に
成功している。本研究では、 世界的に広く分布を拡大している有毒渦鞭毛藻 Alexandrium
殺すラフィド藻 H eterosig mαakashiw o、Cochlodinium polykrikoidesの多型分子マーカーの開発を行い、これを用いて日本及
び、1;海国沿岸各地に分布する個体群の辿伝的構造と辿伝的類縁関係や集団分化について解析を行った。その結果、日本及び韓国
沿岸域に分布する有害 ・有誇こプランク トンは、個体ごとに顕著な遺伝的多様性を示すこと、 地域個体群の間で統計学的に有志、
な集団分化が見られる場合があること、 個体群構造は種によって大きく奥なることなどが判明した。また、自然現象あるいは
人為的な要因によると推察される個体鮮の移送 ・拡散を検出したので、その成果について詳述する。




